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今年度は7団体から7提案をいただき,厳正な審査を経て,平成28年度事

業として2団体の事業提案を採択しました。

提案いただいた7事業のうち4事業は新規事業であったことから,市民の協

働への意識が高まっていることを感じました。しかしながら,採択された事業

は2事業とも継続事業となりました。

新規事業について,どの団体も,市の課題を捉えた斬新な取り組みであると

評価するとともに,協働で進めていこうとの熱意が感じられた提案でした。し

かし,市と協働することによる効果が見えづらかったことや実現可能性への課

題が残り採択にいたりませんでした。

市と協働で実施することのメリット・デメリットや効果,事業内容の実現性

等について,団体と担当課で十分協議することにより,効果の高い協働事業が

実現できると考えます。今後も協働事業に積極的に取り組んでいただけますこ

とを望みます。

継続事業について,前回実施された評価結果の分析及び付帯意見を考慮し,

より効果的かつ高い成果が出せますよう事業内容の充実を図られたうえで事

業を実施されることを期待します。

国分寺市協働事業審査会長 服部 篤子
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平成27年度募集提案型協働事業の結果報告

1. 募集及び審査会等日程

募集

平成27年7月1日号市報及び市ホームページにて募集のお知らせを行

o記。

1.

(1)募集及び応募期間

平成27年7月1日(水曜日)から7月31日(金曜日)

(2)担当課の割振り会議

平成27年8月6日(木曜日)

(3)提案団体と事業担当課の調整会議

平成27年8月17日(月曜日)から9月11日(金曜日)の間

2.審査会日程

第一次審査(書類審査)

日 時:平成27年10月16日(金)午前1時30分から
ム
7; 場:市役所第1庁舎3階 第一・二委員会室

委 員:6名出席

事業名:①健康増進計画を共助で進める健康づくり事業

②場所を持たない親子の場づくり(国分寺モデル)事業,

③『中高層集合住宅の防災対策の普及・促進団に関する検討事業

(市内の中高層集合住宅の防災に係る課題の整理)

④ママインターン事業

 こくぶんじ市民討議会2016事業

 同行避難に備えた犬のしつけ教室及び講習会を開催し人と犬

とが共生・共存できる社会を実現する事業

 協働を進めるための市職員・NPOスタッフ合同研修事業

第二次審査(プレゼンテーション審査)

日 時:平成27年11月16日(月)午後1時30分から
ム
7; 場:市役所第1庁舎3階 第一・二委員会室

委 員:6名出席

事業名:②場所を持たない親子の場づくり(国分寺モデル)事業

④ママインターン事業

 協働を進めるための市職員・NPOスタッフ合同研修事業
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2.審査経過

1.第一審査(書類審査)

7事業の提案があり,3事業を合格とした。

①審査結果一覧
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事業名称 提案団体 担当課 提案予算額 得点 Δア:
ロロ

①

健康増進計画を共助

で進める健康づくり

事業

NPO法人健康

体操指導ワー

カーズ

健康推進課 293,065円 154点 否

②

場所を持たない親子

の場づくり(国分寺

モデル)事業

まちのおやこ

テーブル
子育て相談室 1,023,200円 171点 A

口

③

『中高層集合住宅の

防災対策の普及・促

進』に関する検討事

業(市内の中高層集

合住宅の防災に係る

課題の整理)

NPO法人くら

しの安全安心

サポーター

防災安全課 244,530円 127点 否

④ ママインターン事業
附O法人

ArrowArrow
文化と人権課 1,141,681円 177点 A

口

 
こくぶんじ市民討議

会2016事業

国分寺青年会

議所
政策経営課 684,650円 149点 不

口

 

同行避難に備えた犬

のしつけ教室及び講

習会を開催し人と犬

とが共生・共存でき

る社会を実現する事

業

ドッグ・ラン武

蔵国分寺
防災安全課 529,920円 111点 否

 

協働を進めるための

市職員・NPOスタッ

フ合同研修事業

共同提案

認定守O法人

冒険遊び場の会

/NPO法人お産サ

ボートJAPAN

小JPO法人まちづ

くりサポート国分

寺lミズモリ団

小JPO法人ワーカ

ーズ風ぐるま

協働コミュニ

テイ課
262,680円 183点 Δ

口



■不採択の理由

提案No.1 健康増進計画を共助で進める健康づ〈り事業

健康診断の受診率向上及び健康増進は重要な課題であると考えます。しか

しながら,本事業目的を達成するためのリーフレット作成において,内容及

び配布後の展開が見えづらく具体性に欠けました。特に,掲載団体の団体数

に限りがある点について公平性・公正性という面で懸念が残りました。団体

数を絞るのであれば費用負担を設けるなどの検討が必要と思われます。

まずは,三師会との協働をご検討されることを勧めます。

提案No.3 『中高層集合住宅の防災対策の普及・促進』に関する検討事業

(市内の中高層集合住宅の防災に係る課題の整理)

現在進めている事業の報告が出ていない状況であるため,ご提案いただい

た内容が妥当かどうか判断しかねました。また,事業内容が委託に近いもの

であるため,団体と担当課の双方で事業を進めていけるような取り組みの検

討を願います。

まずは現在実施されている調査の結果をまとめていただいた上で提案内容

を精査いただき,次年度以降再度ご提案いただくことを望みます。

提案No.5 こくぶんじ市民討議会2016

現在市と共催で行っている内容と提案内容との違いが不明確でした。

協働事業として実施されるのであれば,これまで培ってこられた団体のノ

ウハウを活かしながら,市のビジョンや課題解決に結びつけるような討議内

容を設定するなどの工夫が必要と思われます。

提案No.6 同行避難に備えた犬のしつけ教室及び講習会を開催し人と犬と

が共生・共存できる社会を実現する事業

避難所での人と犬との共存生活については重要な課題であると考えます。

しかしながら,ご提案いただいた事業内容はすでに市が協定を結んでいる獣

医師会が実施している内容と重複していることから,改めて協働事業として

行う必要はないと判断いたしました。

避難所での同行避難を公的に実施していくことは困難を極めます。目的を

同じくする他団体と協力するなどして,同行避難の仕組みを整えられること

を期待します。
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②審査方法と審査基準

審査会が提出書類(別添「提案書類」を参照)について下記7項目を1

点～6点で評価し,168点(※1)以上獲得した提案を合格とした。

く審査項目〉

く判断基準〉

6点:評価できる

5点:やや評価できる

4点:どちらかといえば評価できる

3点:どちらかといえば評価できない

2点:あまり評価できない

1点:評価できない

(※1)第一次審査合格点について

(合格点)=(出席委員人数)×(7項目)×(4点)

168 = 6人×7項目×4点=

一4-

1 事業の目的

市民や地域の二-ズ,社会問題や地域課題等を踏ま

えたものであるか。また,市が関わる必要性が認めら

れるか。

2 独創性・先駆性
提案は独創的でかつ先駆佳があり,今後の協働事業

のモデルとなり得るか。

3 実現可能性
実施体制,実施方法やスケジュールが具体的かっ合

理的で,実現可能性は高いか。

4 役割分担 団体と市との役割分担は明確かつ妥当か。

5 協働による効果
協働することで質の高いサービスが提供でき,ま

た,相乗効果・波及効果が期待できるか。

6 費用の妥当性
提案内容を実現するための妥当な経費見積もりと

なっているか。

7 事業遂行能力

団体には事業遂行上の問題を解決していくための

専門性及び経験が十分にあり,また市と一緒に事業を

検討し練り上げていく能力があると認められるか。
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2.第二次審査(プレゼンテーション審査)

第一次審査で合格した3事業の選考を行い,

①審査結果一覧

2事業を採択とした。

■不採択の理由

提案No.2 場所を持たない親子の場づくり(国分寺モデル)事業

提案書類およびプレゼンテーションの内容からは,団体の意欲や熱意は伝わ

りました。また,企画内容も市の課題を捉えた先駆的な発想と取り組みである

と評価いたします。しかしながら,受講生が受講後独自で企画・運営を行うこ

とについての実現可能性や持続性に不安が残りました。

今回は,自主事業実施にあたって,市の広報を活用していただき,さらなる

拡充を図られながら,市と協働で実施することのメリット・デメリットを考え

られた上で,再度ご提案されることを期待します。
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事業名称 提案団体 担当課 提案予算額 得点 Δ7:
ロロ

②

場所を持たない親子

の場づくり(国分寺モ

デル)事業

まちのおやこ

テーブル
子育て相談室 1,023,200円 114点 A:

口

A
口④ ママインターン事業

NPO法人

ArrowArrow
文化と人権課 1,141,681円 137点

 

協働を進めるための

市職員・NPOスタッ

フ合同研修事業

共同提案

認定枳O法人

冒険遊び場の会

ハJPO法人お産

サポートJAP

ANハPO法人

まちづくりサポ

ート国分寺lミズ

モリ団ホJPO法

人ワーカーズ風

ぐるま

協働コミュニ

テイ課
262,680円 132点 A

口



■採択提案に対する付帯意見

提案No.4 ママインターン事業

収支予算について,人件費における事業報告書の作成,消耗品費及び印刷費

の見直しをお願いいたします。これらの費用について他の提案事業案件と比較

しますと,事業報告書の作成においては2～3倍の時間数を要しており,印刷

費においては1..5～2倍の費用が計上されております。再度,担当課と協議し

費用の精査を行ってください。

また,受講人数について,再就職率の向上を図るためにも,潜在的に関心の

ある方の受講機会を前回より高められるようご検討願います。

以上のことを踏まえ,事業を実施されることを期待します。

提案No. 7 協働を進めるための市職員・NPOスタッフ合同研修事業

特にございません。

②審査方法と審査基準

担当課同席のもと,審査会において提案団体によるプレゼンテーシ

ョン(10分以内)を行った後,質疑(10分以内)を行い第一次審査

と同一の審査項目について1点～4点で評価し,126点(※2)以上

を獲得した提案を合格とした。

く判断基準〉

4点:評価できる

3点:どちらかといえば評価できる

2点:どちらかといえば評価できない

1点:あまり評価できない

(※2)第二次審査合格点について

(合格点)≧(出席委員人数)×(7項目)×(3点)

126 ≧6人×7項目×3点
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3.審査会委員名簿

(任期)第6期 H26.11.1～H28.10.31(1号委員のみ)

※会 長 服部 篤子

※副会長 内藤 達也

ー1-

委員種別 氏名 職業など

識見を有するもの. 服部 篤子 社会起業家研究ネットワークCAC代表

同上 藤枝 香織
一般社団法人ソーシャルコーディネー

トかながわ理事

同上 林 犬樹 一橋大学犬学院社会学研究科教授

政策部長 内藤 達也

総務部長  塩野目 龍一

市民生活部長 水越 寿男
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審査資料

(提案書類及び募集要項等)

【平成27年度第2・3回国分寺市協働事業審査会】



提案型協働事業審査資料目次

提案書類

提案No.1 健康増進計画を共助で進める健康づくり事業・・・・・・・1

提案No. 2 場所を持たない親子の場づくり(国分寺モデル事業)事業・・27

提案No.3 『中高層集合住宅の防災対策の普及・促進』に関する検討事業

(市内の中高層集合住宅の防災に係る課題の整理)・・・・84

提案No.4 ママインターン事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・104

提案No.5 こくぶんじ市民討議会2016事業・・・・・・・・・・・・131

提案No.6 同行避難に備えた犬のしつけ教室及び講習会を開催し人と犬と

が共生・共存できる社会を実現する事業・・・・・・・・・151

提案No. 7 協働を進めるための市職員・NPOスタッフ合同研修事業・181

提案型協働事業募集要項(平成27年度集)・・・・・・・・・・・・・別添

※提案書類として以下のものを添付してあります。

①様式第1号(提案書)

②様式第2号-1及び様式第2号-2(企画書)

③様式第3号(提案事業収入予算書)

④様式第4号(団体概要書)

 定款・会則・規約

 平成27年度予算書関係書類及び平成26年度決算関係書類

なお①～ について,補足資料を添付している場合があります。



提案書類
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様式第1号(市民活動団体提案事業)

平成27年度募集国分寺市提案型協働事業「提案書」

分寺市"

2J9,10

収受

1
、
ミ
,
、
;
一
I
′

平成27年9月10日

国分寺市長 井澤 邦夫 様

事務所の所在地 国分寺市戸倉4-10-52

団 体 名 特定非営利活動法人健康体操指導ワーカーズ

代表者氏名 理事長 小川葉

・′ピ?、

次のとおり提案します。なお、会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承1■■■l
1
≧
謬
1
し

1 提案事業名

2 提案事業予算

3 提案理由

1

293,065円

1

昨竿度末に川めて健康増進計画が策定ぎれjした,公募の策定部会委員とし
て参カuした中で、健康診断隆運動を勧められてち一人て゛はなかなか続かない、
薬局でも運動方法を尋ねられる等、必要な情報が必要な方に届いていないこと
がわかりましだっ生活習慣病の発症と重症fビを防ぎ健康寿命を延ばすためには
運動を含めた良い生活習慣の習慣化が不可欠です,
市内には多くの健康づくり咋操団体が存在しますが、運動が苦手な方が始め
るには情報が少なくハードルが高い状況にあります。計画の基本理念である
「一人ひとりの健康づくりを皆で支え合い、取り組めるまち』を実現するため
に、運動の側面から「共助』を推し進めていきます。対象者が自分に合った体
操グループを見つけ、運動習慣を身につけることにつなげろため、市内の健康
づくりを目的とした体操団体が集まり、運動内容や運動強度別が記載された
「健康づくりリーフレット」を作成します。
また、医師会・歯科医師会・薬剤師会(以下三師会)からも健診を受けるこ
とや良い生活習慣を身につけることなど健康づくりの必要性について発信し
て頂くことで、事業効果をより高いものとしていきます。
次隼度以降はこの活動を通してできた共助の力をさらに活用し、各種体操な
ど、地域の中で健康づくり習慣の活動を通して地域の繋がりを活性化していき
ます。これにより、良い生活習慣の定着につなげ、市民の健康増進、医療費・
介護費の削減をめざします。健康づくりは市民同士の話し合いを持つ場が必要
で、関係団体や三師会への呼び掛けは一市民団体からではとても難しい状況で
す。「自助・共助・公助Jでの健康づくりを進めるため、ポ民・関係団体や三
師会・行政で協力し事業を推進していくため協働事業として提案します。

健康増進計画を共助で進める健康づくり事業

一l-

4 事業概要

(400字程度で記人

してください)

1.対象者別健康づく力体操リーフレットの作成 一
これまで運動をしていない方や健康診断で医師から運動を勧められた方が、

運動習慣を身につけられるように、自分に合った体慄グルーブを探すツールと
して、体操内容や強度、対象隼齢別に分類したf本操団体を開催日時・場所・会
.費・連絡先と合わせ、会場図も付いたA3の2つ折リーフレットを作成します。
作成に当たっては市内の体操グループに参加を呼び掛け、三師会と行政と共

に話し合いで進めます。

12.講演会の開催「健康診断の重要性と受診後の取り組み」
健康診断受診の大切さと、良い生活習慣を身につける必要性を知らせる機会を
つくります。活発に活動している高齢者から全世代の人達に参加を呼びかけ、
受診と受診後運動を含めた生活改善が出来るように後押しする活動をします。
「身体活動・運動」分野から健康づくり全体分野の共助活動に発展させます。



様式第2号一l(市民活動団体提案事業)

団体名 特定非営利活動法人 健康体操指導ワーカーズ

①超高齢社会を迎え医療費や介護費が増え続ける一方です。健康寿命を延ばすには
1 事業目的 1運動を含めた良い生活習慣づくりが不可欠ですが、自分一人で取り組むのは難しい

(①解決す,社会1状乎がラ艷仔士す。竺これまで運動をしてレ主r4.ir2.%や健康竺断で医竺曽・ら運雫を勧
ムふ晶1こ土藷士温品丑:ぷ豐=腎゛W4ぼ冨丑問題,

象,③イ可を実施する1-フレット」を渡してもらいます,また、?内公共施設等でも配布します。同時に

1か④到達点を記入1!ヲ竺竺=と腎竺〒?5=凭二票竺τそ党i,二毒ウτ皐5Pミ王忠懸クj忠
分にあった団体を范っけ違勤を習慣fヒする二とで健康寿命を延ばし、健康増進計画

i-てください) の重点課題である働き盛り匹代や全世代にち目を向;ナ、活動を通して基本理念であ

ろ 1一人ひとりの健康づくりを皆で支え合い、取り組めるまち」を実現します。

l.対象者別健康づくり本操団(苓リーフレット作成

リーフレットに掲載したい屯内の自主グループを階報で募る

・対象者に解りやすいように、体操の分類を検討

健康づくり体操として筒カトレーニング・有酸素運動・ストレッチの3つが人

った咋操か、またはその内のどれに当たるか、運動強度はどの匿代に適してい

るかを判断します。

・この・作業の中から国分寺市民に足りない隼代層のグループを見つけ、新たな自

主グループづくりに役立てます。

・互いの自主性を尊重しっつ、話し合いを重ねる中で共助で行う健康づくり活動

の基礎をつくります。

2.講演会の開催「健康診断の重要性と受診後の取り組みj

健康診断の大切さを伝え、受診後の行動を起二すきつかけを紹介します。地

域にチラシの配布や、参画した団体内の会員やその家族の健診未受診者を講演

会に誘い、合わせて150名の参加者を集めます。団体自身も講演からエビデン

スに基づく健康づくV)本操の技能向上を図りよすっ

2 事業内容

(当該事業で具

体的に何を行う

か記入してくだ

さい。)

計画案

(事業の実施ス

ケジュールを記

入してください)

4月 担当課と実施計画詳細打ち合わせ

リーフレット掲載希望団体を市報で募る・作成会議4回と総括会議」回・健

康増進計画の説明・リーフレット作成・講演会企画・市報原稿4/l5〆切 講

演の会場を押さえる

5/l5号に団体募集掲載・各団体へチラシ配布と公共施設に配架

説明会(第1回)趣旨説明・リーフレット検討

紹介記入用紙配布(提出7/15)

講演(案)作成 参加団体から他へ呼び掛け 三師会へ参加要請

説明会と第2回会議 リーフレットの決定

リーフレット版下作成・講演会(l1/初)10/15号市報掲載

第3回会議 リーフレット決定・講演会実施計画

赤団体で参加を募る(保育付き)

10月 第4回会議

講演会チラシ作成と配布・リーフレット配架のリスト作成

当日の役割担当、資料、アンケート、会場図、横断幕の作成

講演会(Lホール)6日(日)14:00～16:00 リーフレットの紹介

第5回会議は総括会議

リーフレットの継続・新たなグループづくりの検討

次年度以降の共助活動の検討

・ボランティアを養成し「健康づくりの安全なラジオ体操」を各地で開催

・健康増進計画全体分野の共助活動として「健康まつり」開催

・自助・共助・公助で行う 「健康づくりパンフレット」作成

1～2月 提案団体・担当課の総括

3月 成果・課題の検討 次年度以降の活動展開の協議

7月

8月

9月

5月

6月

11月

12月

-).ー



様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名 特定非営利活動法人 健康体操指導ワーカーズ

4 事業の対象

(地域、対象者、対象

総人数等を具体的に)

5 事業の実施場所

6 役割分担

(具体的に)

7 成果指標等

(事業成功のポイン

トや,目標)

8 市と協働する意

義及び必要性,協

働による相乗効果

国分寺市の健康増進計阿の指標に基づき、市内で健康診断を受ける成人の
現在80.4%を10年で95%にする目標の1年目としてl～2%のアップ60名増を
目指す。運動が特に必要でない受診者にも予防として知らせ、30～40歳代の
運動習慣がある人の現在31.5%からl～2%アップさせ33%にする。
受け入れ団1本に体操を続ける人をl～3名増やす、
リーフレッI・参画団本20×3名=60名の増加

リーフレッI～配架場所(国分寺ボの医療機関・薬局・公共施設)
健康づくり体操場所(公共施設スポーツ庸設4・いきいきセンター・地域セ
ンター6・公民館5・公会堂」・蕩祉センター・高齢者施設・ボ営住宅集会所・
自治会舘・百町団地集会所)

く提案団本が担う役割〉

・リーフレット作成

①体操内容・運動強度・対象者別の分煩案作成(一部市民団本に外注)
②健康づくり体操団f本を募る
③5回の会議運営

・講演会 ①企雨運営(資料・アンケート作成・医育団体に依頼)
②150名以上の参加者を集める(チラシ作成・配布)
・次隼度に共助で行う事業展開案の作成

くボが担う役割〉

参加団体の呼び掛;ナ(三師会に会議出席(衣頼)
ボ報掲載(参加団作募集・講演会)

講演会会場申し込み(Lホール)・講演者匿頼交渉
健康増進計画説明・会議会場の確佳・会議出席5回
各公共施設にチラシ配架・特定1呆健指導等に活用

①リーフレット作成に参加する体操グループ20団体を募り、A3のリーフレ
ットをi,500枚作成。本操を行いたい方を受け入れ、運動を継続する人を60
名増やしますっ隼代層で足りないグループを新たに3つ創設することにつな
げます。

②講演会参加者:150名 健康診断受診者60名増

③活動に参加した600名近い人達が自分たちの活動が地域に繋がり市民の健康
づくりに役立つことが理解出来ます。

共助の視点で、地域から健康増進計画を知らせることにより、自分の健康づ
くりの活動が、市民の健康寿命を延すことにつながることを知ることが出来ま
す。共助活動は無理なく、自分が楽しく出来ることでしか続きません。
信頼性の高い行政や三師会の協力で事業をすすめることは、市民の共助の力
を生み出す一歩となります。自分たちが普段行っている活動で成果を見せるこ
とは地域隔祉計画全体の共助活動にも繋げる二とが出来ます。

9 事業実施後の展

開(事業終了後どの

ような展望があるか)

リーフレット作成の活動から、体操を始める方を受け入れる共助の力が市民
の健康づくりの後押しになることを確認します。

次年度以降は、リーフレット作成参画団体を核に、多くの参加団体を誘い
①健康増進計画のアンケートで要望の多かった「ラジオ体操」を健康づくりの
本操として筋力トレーニングや有酸素運動のウォーキングを少し加えた「健
康づくりの安全なラジオ体操」 としてつくり、歩いて参加出来るようl9町
でまだ行われていない所に、ボランティアリーダーを養成して進めます。

②この地域の繋がりで健康増進計画の全体分野がわかる健康まつりを各地域
で開催します。

③自助・共助・公助で行う 「健康づくりパンフレット」を完成させます。
これらの活動から市民の健康増進と地域福祉の実現につなげていく二とが

できます。

一3-



様式第3号

(市民活動団体提案事業)

団体名 特定非営利活動法人 健康体操指導ワーカーズ

提案事業収支予算書

1

?
1
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(収入の部)
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(支出の部)

区分ー
「漬
1)チラシ作成

2色刷り

A3両面1,500枚

2)講演会

丁
I
l
1
11

予算額

180, 404円 =
企画l,200円X 20h=24,000円 イ乍製910円×30h

=27, 300円 印刷と折910円X8h=7,280円一部外注

16, 200円外注校正事務910円団体会議運営1, 200円

×5回X2h=l21000円 会議事務gio円×5回×

5b-22、750円(議事録作成含む)

三師会1,200円×3回=3,600円

企画l,200円X5h:6、000円 打ち合わせl,200円×

2h=2,400円 資料作成910円X lOh=9,100円

横断蟇・貼り紙作成910円X 5h-4, 550円

当日スタッフ910円X2hX7名=12,740円

当日進行責任者1,200円×2h:2,400円

1呆育l,836円×2h×2名:7,344円 チラシf乍成910円

X 10h=9,100円 印刷910円X 3h=2,730円

チラシまき 2000枚(100枚500円) = 10, 000円

(114,040)

(66,364)

摘要

報償費 75, 000円

医師13,000円X2h=26,000円

歯科医師13,000円X2h=26,000円

薬剤師11, 500円X 2h = 23,000円

消耗品

1

1
l直接経費計
「諸経費

1 合計

紙395円(OA用紙500枚)X3=l1185円 リーフレッ

11,022円
ト紙1,500枚=5,550円 講演会チラシ398円×(B5
アイボリー500枚)X4=l,592円 模造紙42円×4枚=

168円 インク5,054円×0、5-2,527伺

1

1
266,426円 11
26,639円1(A) X 10%以内

293, 065円

1

(A)

一4-

区分  予算額 摘要

委託金 1 293,665円



様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。

団体の名称

(フリh゛ナ)トクテイヒエイリカット゛ウホウシ゛ン ケン:ウタイソウシト゛ウ

特定非営利活動法人 健康体操指導ワーカーズ

所在地

設立年月日

〒185?0003

国分寺市戸倉4-10-52

平成14手6月 (NPO法人認証 平成18年2月)

会員の状況

活動目的

正会員数 15 人・O団体

(内国分寺市民 9 人)

賛助会員数 425人 個人 1,200円

2団体
1
?
?
?
?

団体 6,000円

広く一・一般階民を対象として、健康維持増進のための体操指導事業及びf本操

を身近で気軽に行える場としての白主グループをつくる支援事業・健康づく

りの総合体操の研究開発事業・身体の発達や加齢に伴う変化に対して正しく

楽しく指導する為の指導者養成事業を行い、誰もが健康寿命を延ばし、社会

の一員として自立して生き続けられるための生活の質を高めることに寄与

することを目白勺とする。

年会費

年会費

6,000円

l

-5-

活動内容・活動実績

1(既に協働による委託

事業等の実績がある

 場合には、委託事業

1 名、委託契約先名、

: 委託時期を記入して

1 下さい。)

高齢者から乳幼児まで、全世代に向けた健康づくりの体操指導

高齢者の自立生活体操指導28団体388名・中高年の健康体操10団体108名

親子体操1団体l9組・自立生活体操公認指導員養成20回338名受講

受託事業 国分寺市高齢者生きがい創作活動等支援事業2001.8～2012.3迄

練馬区「転倒予防教室」「筋力向上」2005.7～2008.3

協働事業 国分寺市さわやかシニア体操 2006.10～2008.9

提案型協働事業

「身体活動を習慣化させる介護予防体操教室」2008.4～2011.3

ホームゝージ http://taisou-w.com

担当者連絡先

氏名―■■■■■■■ (役職)■■■■■
住所

電話 FAX 同

Eメール ゛



特定非営利活動法人 健康体操指導ワーカーズ 定款

第1章総.則
(名称)

第1条 この法人は、特定非営利活動法人健康体操指導ワーカーズという。

(事務所)

第2条 この法人は、主たる事務所を東京都国分寺市戸倉四丁目to番地52に置く。

(目 的)

官3条 二の法人は、広く一般市民を対象として、健康維持増進のための体操指導事

業及び体操を身近で気軽に行える場としての自主グループをつくる支援事業・

健康づくりの総合体操の研究開発事業・身体の発達や加齢に伴う変化に対して

正しく楽しく指導する為の指導者養成事業を行い、誰もが健康寿命を延ばし、

社会の一員として自立して生き続けられるための生活の質を高めることに寄与
することを目的とする。

(特定非営利活動の種類)

第4条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営利活動を行う。

(1)保健・医療又は福祉の増進を図る活動

(2) 社会教育の推進を図る活動

(3) まちづくりの推進を図る活動

(4) 子どもの健全育成を図る活動

(5) 以上の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、・助言又は援助の
活動

(事業の種類)

第5条 この法人は、第3条の目的を達成するため、待定非営利活動に係る事業とし
て、次の事業を行う。

(1〉健康づくり体操指導事業

①.高齢者の介護予防のための自立生活体操指導事業

②生活習慣病予防の健康体操指導事業

③子育て支援の親子体操指導事業

(2)健康づくり体操に関する研究開発事業

①身体の発達や変化に応じた健康づくりの研究

②健康づくり体操の総合プログラム開発

(3)指導者養成事業

①自立生活体操指導資格基準の策定及び公表並びに認定事業

②講習会などの開催

(4)自主グループづくりの支援事業

(5)そ0他法人0目的を達するた町罰声業



第2章会員
(種別)

第6条 この法人の会員は、次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法(以
下「法] という。)上の社員とする。

(1)正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人

(2〉賛助会員 この法人の目的に賛同し、賛助するために入会した個人及び
団体

(入会)

第7条 会員の入会について、特に条件は定めない。

2 会員として人会しようとするものは、理事長が別に定める人会申込書によ
り、理事長に申し込むものとする。

3 理事長は、前項の申し込みがあったとき、正当な理由がない限り、入会を
認めなければならない。

4 理事長は、第2項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付し
た書面をもって本人にその旨を通知しなければならない。

(入会金及び会費)

第8条 会員は、総会において別に定める入会金及び会費を納入しなげればならない。

(会員の資格の喪失)

第9条 会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。
(1〉退会届の提出をしたとき。

(2)本人が死亡し、若しくは失そう宣告を受け、又は会員である団体が消滅
したとき。

(3)継続して1年以上会費を滞納したとき。

(4)除名されたとき。

(退会)

第10条 会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会するこ
とができる。

(除名)

第11条 会員が次の各号の一に該当する場合には、理事会の議決により、これを除名
することができる。

(1)この定款に違反したとき。

(2)この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。

2 前項の規定により会員を除名しようとする場合は、議決の前に当該会員に
弁明の機会を与えなければならない。

(拠出金品の不返還)

第12条 既に納入した入会金・会費そ0他(7s7%出金品は・返還しない・



第3章役員

(種別及び定数〉

第13条 この法人に、次の役員を置く。

(t)理事3人以上10人以内

(2)監事1人以上2人以内

2 理事のうち1人を理事長、1人以上2人以内を副理事長とする。

(選任等〉

第14条 理事及び監事は、総会において選任する。

2 理事長及び副理事長は、理事の互選とする。

3 役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは三親等以

内の親族が1人を超えて含まれ.、又は当該役員並びにその配偶者及び三親等

以内の親族が役員の総数の3分の1を超えて含まれることになってはならな

い。

4 法第20条各号のいずれかに該当する者は、この法人の役員になることがで

きない。

5 監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねてはならない。

(職務〉

第15条 理事長は、法人の業務について法人を代表する。

2 理事長以外の理事は、法人の業務につぃて、この法人を代表しない。

3 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるとき又は理事長が欠け

たときは、理事長があらかじめ指名した順序によってその職務を代行する。

4 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び総会または理事会の議決に

基づき、この法人の業務を執行する。

5 監事は、次に掲げる職務を行う。

(1)理事の業務執行の状況を監査すること。

(2)この法人の財産の状況を監査すること。

(3)前2号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の

行為又ば法令若しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した

場合には、これを総会又は所轄庁に報告すること。′

(4)前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。

(5〉理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見

を述べること。

(任期等)

第16条 役員の任期は、?年とする。ただし、再任を妨げない。

2 補欠のため、又は増員により就任した役員の任期は、それぞれの前任者又

は現任者の任期の残存期間とする。

3 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その

職務を行わなければならない。
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(欠員補充)

窮t7条 理事又は監事のうち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、遅滞

なくこれを補充しなければならない。

(解任)

窮18条 役員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議決により、これを解任す

ることができる。

(1〉心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。

(2〉職務上の義務違反その池役員としてふさわしくない行為があったとき。

2 前項の規定により役員を解任しようとする場合は、議決の前に当該役員に

弁明の機会を与えなければならない。

(報酬等)

窮t9条 役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬を受けることができる。

2 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

3 前2項に関し必要な事項は、総会の議決を径で、理事長が8'lに定める。

第4章会議
(種別)

第20条 この法人の会議は、総会及び理事会の2種とする。

2 総会は、通常総会及び臨時総会とする。

(総会の構成)

第21条 総会は、正会員をもって構成する。′

(総会の権能)

第22条 総会は、以下の事項について議決する。

(1)定款の変更

(2)解散及び合併

(3)事業計画及び収支予算並びにその変更

(4)事業報告及び決算

(5)役員の選任又は解任、職務及び報酬

(6)入会金および会費の額

(7)借人金(その事業年度内の収入をもって償還する短期借人金を除く、

第49条において同じ。)その他新たな義務の負担及び権利の放棄

(8)゛解散における残余財産の帰属

(9)その他運営に関する重要事項

(総会の開催)

第23条 通常総会は、毎年1回事業年度終了後2ケ月以内に開催する。

2 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。

α
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(1)理事会が必要と認め、招集の請求をしたとき。

(2)正会員総数の5分の1以上から会議の目的を記載した書面により招集の

請求があったとき,

(3)監事が第15条第4項第4号の規定に基づいて招集するとき。

(総会の招集)

第24条 総会は、前条第2項第3号の場合を除いて、理事長が招集する。

2 理事長は、前条第2項第1号及び第2号の規定による請求があったときは、

その日から30日以内に臨時総会を招集しな゜ければならない。

3 総会を招集する場合には、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載し

た書面又は電磁的方法により、開催の日の少なくとも5日前までに通知しな

ければならない。

(総会の議長)

第25条 総会の議長は、その総会に出席した正会買の中から選出する。

(総会の定足数)

第26条 総会は、正会員総数の2分の1以上の出席がなければ開会することはできな

い。

(総会の議決)

第27条 総会における議決事項は、第24条第3、項の規定によってあらかじめ通知した

事項とする。

2 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数

をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

(総会での表決権等〉

第28条 各正会員の表決権は平等なものとする。

2 やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知さ

れた事項について、書面若しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の正会

員を代理人として表決を委任することができる。

3 前項の規定により表決した正会員は、前2条及び次条第1項の規定の適用

については出席したものとみなす。

4 総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決

に加わることができない。

(総会の議事録)

第29条 総会の議事については、次の事項を記載し.た議事録を作成しなければならな

い。

(1)日時及び場所゜

(2)正会員総数及び出席者数(書面若しくは電磁的方法による表決者又は表

決委任者がある場合にあっては、その数を付記すること。)
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(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及び総会において選任された議事録署名人2名が、記名
押印又は署名しなければならない。

3 前2項の規定にかかわらず、正会員全員が書面又は電磁的記録による同意

の意志表示をしたことにより、総会の決議があっ.たとみなされる場合におい
ては、次の事項を記録した議事録を作成しなければならない。

(1)総会の決議があったものとみなされる事項の内容

(2)前号の事項の提案をした者の氏名又は名称

(3)総会の議央があったものとみなされる日

(4)議事録の作成に係る職務を行った者の氏名

(理事会の構成)

第30条 理事会は、理事をもって構成する。

(理事会の権能)

第31条 理事会は、この定款に別に定める事項のほか、次の事項を議決する。

(1)総会に付議すべき事項

(2〉総会の議決した事項の執行に関する事項

(3)その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項

(理事会の開催)

第32条 理事会は、次に掲げる場合に開催する。

(i)理事長が必要と認めたとき。

(2)理事総数の2分の1以上から理事会の目的である事項を記載した書面に

より招集の請求があったとき。

(理事会の招集)

第33条 理事会は、理事長が招集する。

2 理事長は、前条第2号の規定による請求があったときは、その日から2l日

以内に理事会を招集しなければならない。.

3 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載し

た書面又は電磁的方法により、開催の日の少なくとも5日前までに通知しなけ
ればならない。

(理事会の議長)

第34条 理事会の議長は、理事長がこれにあたる。

(理事会の議決)

第35条 理事会における議決事項は、第33条第3項の規定によってあらかじめ通知し
た事項とする。
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2 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議

長の決するところによる。

(理事会の表決権等)

第36条 各理事の表決権は、平等なものとする。

2 やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知さ

れた事項について書面をもって表決することができる。

3 前項の規定により表決した理事は、前条及び次条第1項の適用については、

理事会に出席したものとみなす。

4 理事会の議決について、持別の利害関係を有する理事は、その議事の議決

に加わることができない。

(理事会の議事録)

第37条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければなら

ナよミい、

(1)日時及び場所

(2)理事総数、出席者数及び出席者氏名(書面表決者にあっては、その旨を゛

付記すること。)

(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2・議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人が記

名押印又は署名しなければならない。

第5章資産

(資産の構成)

第38条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

(1)設立当初の財産目録に記載された資産

(2)人会金及び会費

(3)寄付金品

(4)財産から生じる収入

(5)事業に伴う収人

(6)その他の収入

(資産の区分)

第39条 この法人の資産は、特定非営利活動に係る事業に関する資産とする。

(資産の管理)

第40条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、総会の議決を経て、理事

長が別に定める。
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第6章会計
:会計の原則)

穿41条 この法人の会計は、法第27条各号に掲げる原則に従って行わなければならな
い。

〔会計区分)

第42条 この法人の会計は、持定非営利活動に係る事業会計とする。

(事業年度)

第43条 二の法人の事業年度は、毎年4月l日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(事業計画及び予算)

第44条 この法人の事業計画及びこれに伴う予算は、毎事業年度ごとに理事長が作成
し、総会の議決を経なければならない。

(暫定予算)

第45条 前条の規定にかがわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、

理事長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収
入支出することができる。

2 前項の収人支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。

(予備費)

第46条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予,算中に予備費を設けることがで
きる。

2 予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。

(予算の追加及び更正)

第47条 予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、理事会の議決を経て、既定
予算の追加又は更正をすることができる。

(事業報告及び決算)

第48条 この法人の事業報告書、活動計算書、貸借対照表及び財産目録等決算に関す

る書類は、毎事業年度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受け、

総会の議決を経なければならない。

2 決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。

(臨機の措置)

第49条 予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担を

し、又は権利の放棄をしようとするときは、総会の議決を経なければならない。
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第7章定款の変更、解散及び合併
(定款の変更)

努50条 この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の4分の

3以上の多数による議決を経、かつ、法第25条第3項に規定する事項について
は所轄庁の認証を得なければならない。

2 この法人の定款を変更(前項の規定により所轄庁の認証を得なければなら

ない事項を除く。)したときは、所轄庁に届け出なければならない。

(解散)

第5l条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。

(1)総会の決議

(2)目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

(3)正会員の欠亡

(4〉合併

(5)破産手続開始の決定

(6)所轄庁による設立の認証の取消し

2 前項第1号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の4分の

゜3以上の承諾を得なければならない。

3 第1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければな
らない。

(残余財産の帰属)

第52条 この法人が解散(合併又は破産手続開始の決定による解散を除く。)したと

きに残存する財産は、法第11条第3項に掲げる者のうち総会において議決された

者に譲渡するものとする。

(合併)

第53条 この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の4分の3以

上の議決を経、力\つ、所轄庁の認証を得なければなちない。

第8章公告の方法
(公告の方法)

第54条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して
行う。?

第9章事務局
(事務局の設置)

第55条 この法人に、この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。

2 事務局には、事務局長及び必要な職員を置く。
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(職員の任免)

窮56条 事務局長及び職員の任免は、理事長が行う。

(組織及び運営)

形57条 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、理事長が
別に定める。

第10章雑則
(細則)

第58条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長がこれ
を定める。
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附則

1 この定款は、この法人の成立の日から施行する。

2 この法人の設立当初の役員は、別表のとおりとする。

3 この法人の設立当初の役員の任期は、第16条第1項の規定にかかわらず、この法

人の成立の日から平成19年5月31日までの通常総会までとする。

4 この法人の設立当初の事業年度は、第43条の規定にかかわらず、この法人の成立

の日から平成t8年3月3l日までとする。

5 この法人の設立当初の事業計雨及び収支予算は、第44条の規定にかがわらず、設

立総会の定めるところによる。

6 この法人の入会金及び会費は、第8条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。

(1)人会金 正会員 (個人)

賛助会員(個人)

(2)隼会費 正会員 (個人)

賛助会員(個人)

10, 000円

2,000円

0円

O円 (団体)

(団体) L0,000円

0円

別表 設立当初の役員

役職名

理事長

副理事長

理 事

同

同

同

同

監 事

同

氏 名

小林 眞理

佐藤 雅代

長谷部 光代

中野 ますみ

山本 道子

一戸 里美

附則 この定款は、平成25年11月12日から施行する。
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牢 幸決算報 ロコ ミョ

自平成26年4月 l日

至平成27年3月31日

特定非営利活動法人 健康体操指導ワーカーズ

東京都国分寺市戸倉四丁目10番地52

-

ー -
-

- 一 -
-
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特定非営利活動法人

健康体操指導ワーカーズ

貸借対照表

≠成27年3月31日現在

1
恭位:円

-

一19-

科 目 ゜ 金 額

Ⅰ 資産の部

1.流動資産

預金

仮払金

流動資産合計

2.固定資産

出資金
(東京ワーカーズ・コレクティブ勘1動革且合)

固定資産合計

資 産 合 計

Ⅱ負債の部

: 1.流動負債 .

・ 未払費用

「 預り金
流動負債合、計

i 負 債 合 計

Ⅲ正味財産の部

.

] 前期繰越正味財産

. 当期正味財産増減額
1 .正味財産合計

(

1負債及び正味財産合計

1,171,893

14,000

30,000

L

809,544

43,632

1,18:),893

1,215,893

30,000

853176
1

1 853176

1

173556

゜ 189 161

 36271マ

121589;



特定非営利活動法人
健康体操指導ワーカーズ

活動計算書

乎成26竿4月l日から平成27隼3月31日よで

1

〔

科

経常収註

1.受取会費

正会員受取入会金

モ会員受取隼会費

賛助団体会員受取入会金

賛助側人会員凭収入会金

賛助団体会員受取隼会費

賛助側人会員受取年会費

2.受取寄附金

涸人受取寄附金

その池受取寄附金

3.事業収昼

(D本繰指導事某収症

(2)研究開発事業収症

(3)指導者養成事業収症

(4)支援事業収呑

4.その也収註

受取利患

そのf也収入

経常収益計

目 1 金

20, 000

84,000

10. 000

2l4,000

12, 000

606, 000

593,000

644, 050

7,841,126

31,900

242. 000

:]25. 730

266

29,060

額
単位:円

1

946,000

L,237,050

8. 440,756

29,326

1 10,653,132
Ⅱ 経常費用

1.事業費

(1)人f牛費

給料手当

人件費計

(2〉その他経費

旅費交通費

会場費

教材費

活動推進費

関係先負担金

渫険料

家賃

その他経費計

事業費計

2.管理費

(1)人件費

給料手当

槁利厚生費

人件費計

(2)その他経費

旅費交通費

通{言費

会議費

消耗品費

什器備品費

維持費

家賃

光熱水費

支払い手数料

租税公課

教育費

雑費

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期正味財産増減額1
前期繰越正味財産額?
次期繰越正味財産づ

90

7,955,324

1

ー

1

1,096. 336

60,656

白区菊21

7、808

6, 400

338,943

34、osg

139,145

6,870

314,291

847,5461

12, 670

143,979

480

35,804

173, 029

22,624

45,709

60. 000

1. 842?

800

4.452

2,720

504, iogl
ー

8、802、870

1, 661, 101

ー

1
1

10, 463, 971

189,161

173,556?1
362 7171



計算書類の注記

l.重要な会計方針

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準(2010年7月20日 2011手11月20日一部改正NPO法人会計基準臨会)
によっています。

2.事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

一

(1位:円)

3.その池特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態狙びに正味財産の増減の状況を明らかに
するために必要な事項

・事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、家賃については従事割合に基づき按分しています。

一21-

本操指導事業゜研究開発誓zl'@ffl%%n. 支陵事業 ・
.事業

事業部門計 管理部門

214,000: 0 0 0,

643,750 0 0 300

7,841,126, 31,900 242,000 325,730
0 0 0 0

820,000,
644,050

8,440,756

0

126,060.
593,000

0

29,326

8,698,876: 31.900 242,000 326,030 9,904,806 748,326 10,653,132

7,246,179I 441020 177,775 90,350

0j 0 0 0

7,955,324

0

1.096,336

60,6561

- 9,051,660
60,656.

人件費計 7,246,179 441,020 177,775 “90,350
0

7,808゛ 0 0 0
0; 1,300 5,100 0

10,366; 83,480 401 244,696
0゜ 0 0 0

0: 0“ 0 34,089

0: 0 0゜ 139,145
0 0 0 0

6,870 0 0 0

I 0 0 0 0
0; 0 0 0

0・ O O 0

1 286,275: 17,423 7,023 3,570
0′ 0 0, 0

[ O O O 0
0 0 0 C

0 0 0 C

 0゜ 0 0 (

7,955,324 1,156,992 9,112,316
(2)その他経費

旅′費交通費

会場費

教材費

通信費

活勤推進費

関係先負担金

会議費

保険料

消耗品費

什器備品費

維持費

[!.色,一....9-.-
光熱水費

手数料

租税公課

教育費

雑費一

7.808.

6.400

338,943

01

34,089

. 139,145

 ゜ 0

6,870

: 0
0

0

314,291

1 0

l 0
0

0

1 0

12、670

0

0

143,979

0

0

480

0

35.804

173,029

: 22,624
45,709

60,000

1 1,842
: 800

4,452

1 2,72C

20,478

6,400

338,943

′ 143,'979
34,089

139,145

480

6,870

35.804

173,029

22,624

 360000

60,000

1,842

800

4,452

2,72C
その他経費計 311,3191 102,203. .12,524 421,50(1 847,546 504,IOG 1,351,655
経常費用計 : 7,557,4981 543,223; 190,299; 511,85〔1 8,802,876腰 1,661,101 10,463,971

1 189,161当期経常増減質1・ 1.141,3781Δ511.323゛ 51.70「Δ185.82(: 495,936弓 Δ!2,77ミ



特定非営利活動法人

健康体操指導ワーカーズ

財産目鐘

早成27隼3月31日現在

1
単fζ;円

-))一

科 目

F 資産の部

1.流動資産

現金

普通預金

多摩信用金庫/恋ケ窪支店

ゆうちよ銀行通常貯金

仮払金

平成27年度費用(Lホール使用料)゜

流動資産合計

2.固定資産

出資金
(東京ワーカーズ・コレクティブ協働組合)

固定資産合計

資 産 合 計

し

1Ⅱ負債の部
1 1.流動負債

1 未払費用

①3月分給料

②家賃等 .

l 預り金 源泉税預り金

1 流動負債合計

] 負 債 合 計

L
1

1 正 味 財 産

0

464,812

707,081

14,000

30000

1,185,893

30,000

774,544

35000
》

43632

853 17 

853,17〔

36271コ



平成27年度活動予算書
早成27年度 4月 l日から 平成28年 3月3L日よで

- 1 ゜人 ,且指導ワーカーズ

(単fζ:円)

F 備考

尺会金

手会費

k会金

固人入会金

1本手会費

固人毛会費

@10.000× 2名

@6,000X 16名

@ro.ooo× l1キ

@ 2.000X 125名

@6.000K 31牛

@l.200X 500名

自主グlレープよ1ノ

13グルーブ

建康づくりl一ト

養成講座・セ認階専員繁緑更所

ポール・セラバンド

ゆうらよ限行・多摩f言普適碩金利.2.

FNJ全国大会→市助金.・ 7(-5ム共イ匡金

1

労災医険

養成講座等会鳴貸

pド操m}子製1Y費 一ネ′-ル・セテ・・"冫ト゛等トL入

7t-ラム開催・コビー用紙等

東京W. CO賦課金・あおそら年会費等

賠1寅青圧県険

30. 000円Xl2か月 管理費と陵分

?東京W. CO共済会費

I東京W.CO、その池外部会議等交通費

1電話代、インターネット通信料等

1総会費用

1文房具、プリンタトナー等

1バソコンープリンター一会計゛17,i・

1サーバー【史用科一デッキ(lal
130,000円Xl2か月 事窮費と按分

15. 000円Xl2か月

1振込手数料等
]1国分寺屯市民税均等割り・収入印紙
:1書籍代

1

0・

ー23-

科 目

I 径當収益の部

l 受取会費

正会員受収入会金

正会員受収隼会費

賛助団本会員受取入会金

賢助閣人受取入会金

賛助団体会員受取牢会費

質助四人会員受敢竿会費

受収会費 計

2 受敗寄附金

涸人受敢寄附金

その池受敢寄附金

受敢寄附金 計

3 事業収症

①本藻指惇事業

②研究開発寥妄

③階導片養成寥票

④支暖寥糞

事業収註 計

5 その池収益

受敢利暑,

その他収入

その池収益 計

,径常収益計(A)

ロ 経當費用の部

1 事業費

(i)人f牛費

.給料手当

法定隨利費

人件費計

(2)その他経費

旅費交通費

会場費

数材費

活動推進費

関係先負担金

渫険料

家賃

その池経費計

事業費 計

2 管理費

(1)入『牛費

1 事務局人f牛費

蕩I1厚生費

人件費計

(2)その池経費

旅費交通費

通{言費

会議費

消耗品費

汁器備品費

維持費

家賃

光熱水費

支払い手数料

徂税公課

教育費

雑費

その他経費計

管理費 計

経常費用計(B)

当期正味財産増減額(A)-(B)

前期繰越正味財産額(C)

次期繰越正味財産額(A)-(B)十(C)

金 頷 1

20,000

10,000

250.000

1

600.000

gg<,ooo

8.565.200

114.000

200,000

289.800

9,169,000

8,495,700

1o,ooo

8,505,700

5,1

30.000

415,

゛ 155,300

1

7

312j

1060,400

1 1510(ト)
140,000

2,000

 30,000

1 0

1 15,000

1 47,900
1 60,000

1 2.000

1 51・000
5,000

1 2,00(]

369,90C

1149,90〔

11,316,0(X

-88,00(

1 362,71;



―4号 フQ l-i 号1
41 ・喧番1訃

1?吻― ψ1l『?

l
F
t
1
も
響
゜
イ
ヘ
1
t
＾
V
奢
ヒ
Z
1
響
屯
′
ζ
1
?
り
―
噂
゛
I
C
1
1
;
1
i
?
ゝ
テ
J
;
1
1
叩
b
?
―
ら
J
;
リ
?
′
゛
1
"
ふ
1
岬
′
番

b
%
コ
密
優
印
o
〉
(
酷
額
一

コ
神
綜
〉
コ
固

迦
鰹
柱
U
9
殴
=
一
R
骨
一

P
舶
枳
り
巾
Φ
〆
Q
(
自
)
梶
随

9]

庁

!4)

;.)
―
J
?

―
:
1
.
h

[株]
0

舎

O

鍛

01

 

0

゜[株]

′
区
l
R
-
い

給
細
環
慢
一
砥
掌

く
悄
C會%

○
0-

2

響?I呼

1
.
(
 
′
1
9
?
 
ご
S
“
処
l
?
α
レ
ロ
?
ご

江
一
.
Φ
〔
.
Φ
E
O
〔
.
E
○
〇
一
 
≧
.
フ
○
の
一
Φ
←
一
コ
了
ス
、
山

ト
N
N
7
0
N
(
1
)
哀
N
寸
〇
 
一
 
×
く
]
\
j
]
ト

N
旧
吐
O
r
亀
寸
佃
ぼ
5
七
他
叡
ロ
ビ
徊
嵌
Ⅸ
の
O
○
O
L
O
ω
「
肝

串
課
一
ラ
マ
 
噸
陣
辞

番
?
-

叡
吐
騒
数

X
寸
一
A
引
払
r
組
“
馳
"
一

?
一
一
ぺ
柑
(
a
曲
(
一
ら
艷
゛
音
謎
←

二・
自1リ

(
司
畜
口
〒
)
6
輌

巴
○
0
0
.
o
:
・
-
他
計

巴
o
o
N
4
下
1
岸

r
』
0
0
0
4
0
7
・
一
凡
Ⅷ
背
曲
Ⅵ
べ
 
へ
証
N
▼
回
〉

モ
o
o
o
、
N
:
・
燗
他
く
＾
く
囮
や
〉

畷
傷
詰
飄
・

巴
0
0
0
.
①
・
:
賦
偵
叶
 
田
o
o
o
.
o
7
シ
燗
他
K
 
区
他
固
・

味
隊
O
嘔
亜
○

。
ト
お
(
j
P
ト
一
じ
ρ
厳
四
e
o
v
い

ヤ
哩
膳
{
智
O
べ
柩
R
刺
温
ぽ
,
ν
Q
鯛
温
陳
ν
コ
ト
[
佃
 
,
U
%

。
b
恥
r
j
】
コ
R
(
j
旧
や
曲
ね
O

勾
ぽ
印
諷
e
囮
ハ
川
レ
り
目
O
か
一
繁
v
コ
※
り
宜
仔
や
,
j
罰
D
〉

い
囚
ふ
顎
b
l
P
6
馴
 
?
付
一
職
目
一
?
?
?
3
柩
P
り
職
ν
P
ρ
坤
輔
 
,
%
一
小
盲
k
4
特

。
ト
貼
0
ゆ
口
一
e
ρ
e
象
佃
,
巾
目
P
C

カ
℃
や
柩
゛
一
動
印
(
田
,
D
冶
ν
9
昧
讃
O
P
カ
閂
(
ヘ
ム
(
「
一
印
職
〆
o
-

,
秘
一
嗣
塑
U
い
4
0
]
)
R
狩
}
昏
温
計
眠
狩
,
コ
l
P
コ
 
。
b
レ
嘗
林
ν
Q

e
r
j
ゆ
コ
切
繋
略
秘
一
レ
イ
ー
 
,
む
%
,
,
b
申
〆
P
F
p
〆
p
e
(
j
%

b
一
C
7
P
O
も
勺
わ
一
目
)
妬
諭
弧
 
,
ν
Q
b
%
〆
j
レ
C
〆
(
イ
)
ス
心
わ
一
盤
!
哩
一
・
(
(
j
り

U
諜
一
包
》
Q
り
]
b
〆
p
モ
冒
一
職
,
わ
一
口
一
Ω
ν
Q
o
〉
い
畷
製
一

一
b
酩
コ
L
-
フ
〉
コ
※

ν
Q
゛
区
-
R
-
い
賭
裁
韻
数
既
頷
一

嘔
腓
兇
獣
余
緊
壮
曲
禎
悄
皿
・

刊
獣
朕
飄
珈
・
引
閣
詐
・
刊
健
牽
・

藝
N
l
v
ス
『
ぐ
・
刊
堀
昭
他
ね
・
引
堀
鞭
閣
な
・

脚
神
卵
悴
λ
ゞ
糖
役
龜
!
遅
ば
た
腎
塚
萩
j
(
く
・

ー
ヘ
ー
(
一
〈
I
t
べ
讃
竃
Φ
国
健
壮
衿
田
・

嘔
態
犯
蒜
唄
雲
唱
閣
な
・

碑
艶
兇
課
侭
厳
剛
慶
華
・

刊
艶
肥
叙
烈
答
泗
・

紘
状
籏
諧
賦
牲
掌
舐
・

蓼
弧
傅
Q
嘔
壽
載
■

・
J
-

(
パ
1
I
私
L
Y
ム
ト
=
〈
・
〆
)
松
b
一
b
艇
ト
○
く
)
ぺ
祖
(
O
匣
Z
.
「
「

課
÷
・
田
賽
・
飯
嵌
(
債
壮
思
串
艇
役
)
h
〉
家
含
・
x
l
ぺ
1
ひ
.
o
i

(
景
堆
串
箇
・
繁
堆
篭
掌
)
恋
※
口
=
〈
白
・
h
心
弘
皿
(
矧
.
①

(
覚
丞
慨
訓
e
郭
龜
矩
)
囲
卦
4
0
澹
昏
Ⅱ
ミ
倒
.
の

セ
阪
嵐
S
巡
芒
鼾
て
W
=
べ
0
一
 
〉
嬬
←
佃
以
唄
冊
巴
齋
7
簡
川
 
.
ト

概
蹄
題
催
←
繁
牲
h
=
ヘ
(
3
や
8
旬
モ
他
宅
圃
.
①

温
エ
t
一
涜
は
橿
.
訳
訓
←
4
諌
=
′
t
釈
厭
.
。
゛

糎
酪
弘
八
=
l
き
L
司
E
R
震
郭
龜
矩
凶
哩
鼻
 
ル

城
酪
制
創
〉
゛
゛
w
P
R
J
針
劃
ル
ヘ
舒
4
1
凶
 
源
→

糎
酪
県
桓
徴
話
(
堂
コ
ラ
J
v
Q
旬
川
肺
役
矩
佇
む
叡
限
.
N

「
側
話
覚
牲
坦
串
肪
吃
ゆ
ヤ
篤
}
楓
←
窮
寞
話
(
牲
徹
」

拭
路
ボ
研
剛
諏
唄
佇
能
亀
目
.
〒

城
路
獄
顕
e
P
褐
世
欝
■

7
:
偕
余
限
一
h
9
ぶ
哀
巾
濡
・

7
・
・
他
余
眼
一
h
(
心
h
(
ト
h
Y
日
へ
・

①
:
他
宅
園
一
h
(
へ
噺
哀
既
製
・

N
:
・
ヨ
セ
怜
閤
越
7
:
憇
収
o
N
・
:
壮
叡
目
一
h
旧
へ
暖
州
堆
曲
(
川
柑
皿
・

診
疏
{
h
(
へ
州
皿
■

〈
糎
跡

(
陀
イ
置
禍
と
=
)
 
斜
(
冊
凪
V
へ
:
・
覧
い
-
コ
へ
\
〉

ヨ
セ
怜
閤
瓶
 
卑
鉾
:
・
跪
べ

偕
宅
.
甲
;
寓
褥
〈
蕾
兜

X
-
R
-
ひ
諭
加
寵
か
牲
誕
壊
べ
用
(
○
1
z
・
:
吠
N
壮
o
○
○
N

ベ
ー
R
I
(
韓
兇
唖
牲
医
訓
b
}
女
含
・
区
÷
ひ
:
・
四
o
壮
N
呂
N
〈
柑
宋

駆
車
拉
回



-

(
 
岬
7
ク
醜
O
 
「
 
帥
鵜
叱
コ
k
ん
耐
「
9
{
 
・
 
帥
証
コ
砒
ハ
M
敗
)
 
園
団
二
砥
糾
H
門
煩
輔
巳
市
:
W
Ⅱ

。
ト
貼

t
j
レ
コ
囚
為
戦
d
2
M
V
い
即
 
「
べ
-
R
l
(
融
窩
獣
堅
怜
一
賦
!
な
こ
 
e

h
1
3
(
b
馴
艙
帥
古
一
智
④
,
昏
幻
目
 
v
い
即
h
1
3
(
b
O
b

怒
没
レ
囮
職
,
]
一
0
%
O
※
男
v
Q
o
v
い
瞥
敏
一
円
一
硯
阪
ψ
p
ρ
速

覗
べ
e
フ
〉
P
h
l
Δ
(
も
州
皿
.
の
胃

(1二r

?呵?

z嘴1

1
J
一

一
?
;
2??

Cて
ー

フ゛:

要一ぎ―さp紀

▼驕Rム)一11八b

?◆号

:゛

;うSふe!

。
b
恥
〆
j
レ
い
〉
い
ρ
4
い
h
口
h
圓
莢
?
P
剥
ν
Q
目
一
誂
e
月
ロ

鶴
;
津
$
;
唄
 
,
 
「
L
l
Δ
0
V
h
V
取
5
な
こ
 
簡
盃
爪
羽
:
や
旧
二
繭
恕
商
0
シ
頴

垣
Ⅲ
べ
わ
ヤ
P
回
藪
)
(
眠
一
即
L
〈
く
い
P
昏
3
(
1
わ
,
b
Φ
緊

]
一
翠
彰
即
b
〈
目
1
3
L
R
湯
e
ぽ
℃
1
訃
限
唱
閣
仁
,
U
%

。
b
恥
t
j
レ
コ
製
況
回
 
叶
即
佃
医
恣
啜
没
四
田
目
佃
Q

U
e
ぱ
翼
4
い
h
口
h
り
ぼ
販
ゆ
鳴
ト
詠
目
一
徽
怜
一
e
o
〉
い
瞥
昶
一

ミ゛

(

ヲ
;

リ
一
一
“
一
゛
一
F
"
1
冬
′
゛
そ
昏
=
d

ば
巨
賦
忠
O
ト
区
u
一
使
拉
e
フ
〉
P
臣
粗
一
゛
曹
・

。
b
%
o
給
ρ
圀
桑
ぼ
顕
1
弘
1
「
一
へ
▼
へ
＾
1
(
得

堅
狩
一
四
川
目
佃
,
圀
式
椹
顕
猿
脩
而
苗
目
佃
(
わ
}
)
撚
是
規
仁

鰯
翼
貨
錠
ρ
国
鹸
下
口
k
(
e
h
へ
＾
3
『
W
代
・

(
徊
官
ト
r
 
L
べ
心
・
鴫
帳
対
℃
凶
・
聰
旺
殴
・
曙
誉
岨
剛
)
聞
随
軸
柩
二
瓢

。
b
酩
(
j
P
コ
椹
顕
R
徊

般
肥
 
ト
一
目
目
)
厨
貸
,
か
一
い
=
一
職
〉
コ
旧
印
墾
褥
一
e
犯
輩
竪
馳
一

e
馴
錫
腹
,
コ
覇
況
R
聞
慕
道
酬
直
詑
裁
臘
q
壓
骨
而
(
ハ
)
田
伺
佃

辛
t
?
;
?
ゞ
n
?
・

曽
ク一

一
ζ

λ
1
ぐ
駆
x

は
咋

、
,
1
(
一
辷
一

゛
一
″
一
記
鵠

゛
,
?
司
?

ヨニ・
?
?
〕
J

▼

?
、
1
・
.
Ⅳ
一
(
・

、絋、。
1;

b
酩
ト
一
柩
切
一
Ⅲ
崖
①
屁
“
e
圓
鉱
際
糎
*

b
%
コ
願
羽
口
一
(
転
)
ゆ
区
1
1
訃
Y
氷
*

b
酩
コ
?
轄
印
糎
酪
儲
筈
O
ν
p
月
e
昧
枳
*

b
妬
か
一
昭
税
票
諒
e
Φ
l
p
酒
わ
;

b
%
コ
印
撤
裁
e
h
1
3
(
′
い
州
佃
*

欄
モ
e
圀
蘇
悟
願
欄
酵
裁
一
′
寸
-

。
b
レ
駆
〆
智
y
p
劫
目
v
〆
J
P
コ
父
や
竪
・
則

ν
仔
e
旧
ハ
川
詫
田
即
C
巾

コ
〆
p
厳
R
骨
一
職
v
コ
田
コ
b
べ
u
一
9
で
甑
e
吐
職

軸
一
目
一
Q
L
g
鴎
b
鞭
2
菓
囚
論
殴
諺

蚕
n
・

i

一
[
(
△
ス
(
(
一
ρ
〆
9
ρ
脩
一

職
レ
ベ
い
1
ロ
ヘ
日
%
一
?
拍
彎
ぬ

0
起
Q
殺
塾
歿
る
剛
ρ
り
巾
,
飽

嗣
Φ
ν
Q
ゆ
か
國
u
一
禦
1
り
ρ
モ
巾

。
b
%
〆
J
レ
C
Ω
輔
旬
(
j
日
や
ρ
む
ト
o
%
信
晴

わ
一
温
叶
 
P
ロ
思
P
際
数

ν
Q
ν
コ
%
0
ゆ
目
一
園
歌
略
e
砿
ジ
わ
一
長
田

-

鷺
壮
串
賢
e
困
K
p
砒
小
り
゛
角
(
v

も
璽
」
.
.
.
.
雷
直
會
.
.
.
.
.
1
.
.
1
.
.
お
曇
砿
.
雷
」
電
,
.
.
亀
.
.
.
亀
.
」
.
.
.
.
.
星
,
.
嘗
電
噂
.
.
.
.
.
有
a
C
"

-

1
″
―
゛
゛
゜
゜
゛
゜
“
゛
″
“
“
゜
:
′
゛
゜
“
゜
“
゜
“
″
“
“
゜
“
゜
゜
“
゜
゜
“
"
“
゜
゜
“
゜
“
゜
゛
z

暖
渉
◎
0
①

乙
一
一
,
一
一
一
?
一
?
一
?
。
一
?
ぺ
j
愈
1
へ
霊
姦
若
量
く
垣
o
』
z

。
b
%
徊
〆
j
)
べ
閤
口
一
訊
枡
一
t
j
東

Φ
ゆ
=
一
匝
(
出
か
一
い
R
R
駆
コ
Φ
麗
税
枳
荒
q
狩
}
v
ゆ
四
巳
レ

(
×
o
E
δ
冫
承
○
旧
)
区
い
1
ロ
ヘ
口
〆
j
コ
※
0
゛
丹
臣
 
。
b
恥

r
j
】
コ
目
猥
蒙
製
霞
v
隨
ν
9
8
諺
慝
K
b
Ω
粒
即
姶
財
つ

%
u
一
3
(
Y
(
代
(
Y
い
e
℃
ゆ
訓
べ
携
,
圓
K
嗣
思
や
側
煕

瓢
牲
閣
貌
e
設
串
促
竪
一
諏
四
州
.
加
拭

H
一
酪
K
R
＾
m
＾
l
b
=
=
I
l
l
口
t
J
わ
}
)
h
I
Δ
(
b
・

の
甲
〆
J
″
=
M
゛
r
、
)
枢
騨
7
開
Ⅳ
釦
W
日
飄
戸
J
気
ゞ
゜
…
相
Ⅳ
閣
淑
U
一
融
創
二
世
馳
随
 
・

ゆ
3
P
S
旺
彬
奥
督
菅
U
コ
奪
煕
―
彎
Ⅴ
づ
・

枢
H
κ
P
Ω
0
u
一
(
j
O
ノ
\
)
囲
倒
佃
e
0
旬
b
べ
-
・

v
j
廉
〉
軸
担
記
厭
る
枦
禦
)
P
昧
u
一
※
徊
・

〉
%
Σ
野
;
旺
=
て
ぃ
睨
t
即
L
八
v
へ
い
P
 
,
ム
(
l
も
心
3
叩
匹
・

〈
絽
寥
e
騒
量
四
州
倒
佃
〉

。
b
%
釦
レ
ν
Q
劫
目
 
勾

陳
迦
(
砿
e
叩
(
州
ゴ
0
0
P
℃
ゆ
閤
一
回
e
R
謎
魯
や
縁

把
帆
m
]
 
,
詰
W
い
d
開
蓼
帥
碩
防
陥
P
Y
け
F
回
一
e
い
鴇
e
紹
帳
田
慢
0
]
。
目
一

旬
目
O
9
Φ
U
P
切
l
j
目
一
職
佃
即
脛
目
紀
λ
匈
税

駁
脳
り
顕
米
,
Ω
随
税
只
謎
川
碇
e
韓
空
直
昏
堀

昧
゛
枝
e
M
目
ト
I
Q
會
〉
コ
円
卯
壮
職
○

一25-

。
b
%
帥
)
羽
b
(
社
)
艇
昏
戚
じ
ゆ
茹
力
%

拍
,
o
%
u
一
り
目
 
ゆ
v
v
目
一
C
く
o
舒
R
限
み

わ
一
肥
「
9
ゆ
v
ゆ
ν
R
川
一
R
照
勅
一
閤
目
や
慝
〆
o
鴨
迎
%

。
b
%
わ
P
い
ゆ
v
畢
勅
一
E
溢
C
Ω
氷
ν
p
世
鍾
味

%
一
翠
駆
「
o
ゆ
v
険
v
R
讃
話
%
一
温
8
v
巾
枳
わ
一
歌

?
y
蝋
e
姶
γ
獣
ズ
甲
%
目
一
描
o
R
●

ミ

。
b
レ
堅
壊
む
コ
銖
(
自
)
u
一
佃
黒
ν
8
べ
-
R
l
い
賭
戟
賭
枡
一
際

鰭
一
(
%
Ⅲ
べ
わ
}
u
一
宕
如
魂
R
℃
東
堅
:
伺
琳
一
昌
.
詑
田
・
車
ハ
I

3
L
代
・
b
〈
目
1
3
L
R
協
一
嗣
思
藪
藏
眠
,
目
一
狩
剛

税
(
幣
輪
←
e
徊
能
顕
佃
財
)
Q
山
鳴
(
j
P
C
Ω
旧
不
l
p
腸

曽
判
升
レ
＾
本
1
日
D
区
圃
製
岨
部
退
勅
一
怒
脩
一
叩
れ
州
悄
佃

蒙
壮
旧
苗
側
皿
e
Q
紀
e
設
唱
閣
仁
゜
e
徊
錨
随
1
′
τ



=国分寺市地域福祉計画・健康増進計画策定=

健康づくりフォーラム
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国分寺市では「鯉康で文化的な都市・住み続けたいまら、r5sるさと国分寺」をかかげ、昨

年末に国分寺市地域福祉計画・健康増進計画が初めて策定されました。

私たらNP○法人能康体操指導ワーカーズは設立以来、蓮動を生活の中{こ習慣化すること

で随康寿命を延ばし、自分らしく生きることのお手伝いを読けてきまじた。今回、公募委員

として計画づくりに参加させていただき、アンケートから肋き盟り世代は健康づくりが取り

組みにくいことがわかりました。このままでは医療費・介真費が嵩ののが目に見えています。

鯉康増進計画策定にご尽力をいただいた方々をお招きし、一人ではなかなか出来ない「健康

づくり」を市民同士や市と市民との協慟であれば出来ることのヒントを見つけます。

日時 6月148(日)13::10～15:30

場所 国分寺LホールJR国分寺駅ビル8階

?・4憩熟δ;丞考iみ一

第1部 基調講演 「特徴ある国分寺市の健康増進計画」

策定委員・部会長 堀口逸子(医学1専士)

国立大学法人長崎大学広報戦略本部准教授

休 憩 楽しい健康づくり体操体験

第2部 パネルディスカッション「皆の支え合いでつくる健康づくり」

コーディネーター 堀口 逸子(医学博士)長崎大学准教授

パネラー 小川 葉子(NPO法人健康体操指専ワーカーズ理事長)

(部会委員) 葉原たか子(NP○法人冒険遊び腸の衾カウンセラー)

大橋 俊郎(国分寺市老人クラブ連台会介長)

長谷部豊子(国分寺市障害者団体連絡協議介理事)

有賀真由美(国分寺市福祉保健部健康推進課課長)

宗揚で保育あります

〆?

主催:NPO法人健康体操指導ワーカーズ

共催:自立生活体操をひろめる会・自立生活体操研究会

後援:国分寺市 協力:NPO法人ワーカーズ風ぐるま(イ呆育)

保育申し込み 6月12日(金)まで電話で 042-329-1227.
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扶式第1号(市民活動団体提案事業)

平成27年度募集国分寺市提案型協働事業「提案書」

分寺市゛

収受

平成 27年 9月 4日

国分寺市長 井澤 邦夫 様

事務所の所在地 国分寺市■■
ー

―』論吻―

1

団 体 名 まちのおやこテーブル

代表者氏名 小林 洋子

次のとおり提案します。なお、会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承諾します。

1 提案事業名 場所を持たない親子の場づくり(国分寺モデル)事業

2 提案事業予算 1,023,200 (うち委託金838, 200)円

3 提案理由

第2子の育児休業をきっかけに、自らの状況や独自調査(「共働きの

母親の現状調査」参照)から子育て中の共働き女性が職場と地域の両方

において人間関係が希薄化していることに着目し(孤育て状況)、共働

きの子育てに欠かせない人間関係を地域で作る場を生み出すことを着

想。本業を辞めずにできる方法を検討した結果、国分寺の子育てや暮ら

しに関する情報サイト「ぶんハピねっと』のリポーターとなり取材等を

通じて地域の人間関係を作り、カフェやNPO法人の空き時間に場所を借

りることで、常設店舗を構えることなくコンパクトかつ柔軟に運営する
方法を創出した。

これまで1まちのおやこテーブル〕の活動を通して、①多忙な共働き

世帯だからこそ、お迎え後の育児と家事に追われて慌ただしい平日夜に

「ちょっとした息抜き」がある日常と必要以上の気兼ねをすることなく

子連れで食事ができる場、大人だけでなく子どもも楽しめる場へのニー

ズがあること、②他の家庭の子育ての様子を聞く、子どもも楽しい時間

を過ごせることによる「罪悪感のない解放感」と普段は話すことのない

人と話し地域のイベントや活動を知ることによる「地域との出会い」の

場が求められており、参加することで明日も頑張る元気が得られるこ

と、③カフェ店主やNPO法人と関係を作ることで、常設の場所を自前で

持つことなく比較的手軽にかつ開催頻度等を柔軟に行うことができる

こと(場所を持たない場づくり)及びそれにより子育て中の働く親でも

場の運営ができること、④子育て中の親がサービスを受ける「お客様」

ではなく、一緒に場づくりをする「仲間」として地域への主体的な関わ

一27-



りが生まれること、また子どもも年齢に応じたお手伝いをすることで参

加者の役割を果たすことができること、 場所を持たなくても定期開催

をするようになると場が日常化され、「顔の見える関係」を作るきっか

けになりやすいことを確認することができた。また、子育て中の親や保

育資格を持つ人に自分の暮らす地域で「まちのおやこテーブル」を自ら

実践してみたいというニーズがあることも判明した。

子育てと仕事の両立支援、子育て中の親の仲間づくり、子どもの成長

に適した居場所づくり、より多くの市民が参加することによるコミュニ

ティーの活性化は市が目指す施策であることに加え、人口減少社会にお

ける地方創生や女性が輝く社会づくり等の国の政策にも合致すること

から、提案型協働事業として提案するに至った。

地域で何かやりたいが積極的に行動することができていない層が、市

内の商店や住宅の一部など既存のスペースを活用して「まちのおやこテ

ーブル」を実践することで、地域でやりたいことを実現すること(地域

デビュー)を支援する。これにより、新たな地域コミュニティーの担い

手の掘り起しと国分寺市内の複数の地区で子育て中の親子が気軽に集

える新たな場を創出する。

具体的には、以下の内容を実施する。

Ⅰ. シンポジウムを開催して場所を持たない場づくりの事例及び「まち

4 事業概要 のおやこテーブル」の活動を広く市民に紹介する。

(400字程度で記人1II.地域で何かやりたいが積極的に行動することができていない層(タ
してください) ーゲット層として、子育て中で就業していない女性、国分寺市内や

近隣に住む保育士、犬学生、商店主・事業主を想定)に対して、自

分が暮らす地区で第一歩を踏み出してみたい人を募集する。

III.応募者に対して連続ワークショップ(以下、WSという)を開催し、

応募者が自分の暮らす地区で「まちのおやこテーブル」を開催する

ための実践的な支援を行う。

IV.市内の各地区で「まちのおやこテーブルjを同時期に一斉開催する。

V.受講者によるWSを行い、実施内容を振り返り、場の継続に向けた課

題や考えられる対策を考え、新たな場の継続運営を目指す。
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技式第2号-1(市民活動団体提案事業)

団体名 まちのおやこテーブル

二 事業目的

(①解決する社会

闇題,②事業の対

象,③何を実施する

か,④到達点 を記

入してください)

2 事業内容

(当該事業で具

体的に何を行う

か記入してくだ

さい。)

①地域の子育て力が低下し、地域の担い手に固定化傾向が見られるなか、

働く子育て中の女性支援のための地域ぐるみの子育てをどう実現するかと

いう問題に対し、②地域で何かやりたいが積極的に行動することができて

いない層(既存の地域活動、まちづくりへの参加や自ら起業することはハ

ードルが高いと感じている ※ターゲット層として、子育で中で就業して

いない女性、国分寺市内や近隣に住む保育士、太学生、商店主・事業主を

想定)に対して、③市内の地域資源の活用と人間関係を基礎とする新たな

親子の場を創出する事業を実施する。④WSの参加者が事業後も活動を継続

する意思を持つこと、地域の人間関係を形成・活用することで無理なく運

営するやり方をモデル化(国分寺モデル)することを1年間の到達点とす

る。国分寺モデルにより、「家族以外に地域に頼れる人がいる」゛子育て中の

女性の数の増加、地域づくりに主体的に関わる市民の多様化及び地域に参

加する市民の割合の向上を将来的な目標とする。

1 シンポジウム

主な対象:市民および国分寺市内で働く、学ぶ人

1.国分寺市内の事例紹介～まち暮らしが始まっている(百国図書室篠

原氏、他2名を想定)

新しい地域ぐるみの子育ての場

まちのおやこテーブルの紹介(小林洋子)

関わってみた感想(カフェスタッフ、運営側参加者(まちのおやこ

.テーブル役員を想定))

子育ちの観点から見たまちのおやこテーブル(深津高子)

※週末3時間程度を想定、参加費は無料

※希望者に託児サービス提供(託児代の一部は参加者負担)

2.

II 募集

まちのおやこテーブルの実践に関心がある市民等の募集(場の運営

希望者)

主な対象:子育て中の親、保育士、大学生、場所のオーナー(店主、

自宅開放に関心がある市民等)

nⅠ 場づくりに関心がある市民向けWS

自分の暮らす地区でまちのおやこテーブルを実践してみたい方向けのWS

※自ら場を創出する意思のある方が参加することが狙いのため、敢えて無

料ではなく自己負担を求める(4回で5,000円を想定)

※平日夜と週末を組み合わせた日程に開催し、各回3時間程度を想定

※希望者に託児サービス提供(託児代の一部は参加者負担)

1.まちのおやこテーブルの作り方
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講師:まちのおやこテーブル代表小林洋子、他役員を想定

2.私のまちのおやこテーブルをデザインする①～場の作り方

コミュニティスペースの作り方

(講師:NPO法人Mystyle@代表理事竹内千尋恵氏を想定)

想定する参加者や場所候補へのアプローチ方法を考えてみる

3.私のまちのおやこテーブルをデザインする②～子どもとの関わり方

キッズスベースの作り方とお手伝いの声かけのヒント

(講師:保育アドバイザー、国際モンテッソーリ協会元理事まち

のおやニテーブル役員 深津高子)

キッズスペース体験(おもちゃを用意し、子どもと遊んでみる)

41イベントの実践ブランを磨く

各受講者がイベント実践に向けた準備状況を報告するとともに、実

践プランを発表、講師や参加者とのディスカッションを通じてプ

ランの実効性向上を図る

講師は、竹内氏とまちのおやこテーブル役員(小林、深津を想定)

IV イベント実践(国分寺まちのおやこテーブルウィーク(仮称))

・ 同じ時期に受講者による「まちのおやこテーブル」を一斉実施

※募集対象を絞るかは受講者が決定、子育て中の親子は含めることは条件

とする

※イベント開催サポート費3, 000円を開催者が負担することを想定

※提案団体によるサポートとして、以下を想定

①イベント開催の手引きの提供

イベント開催準備から運営当日までのポイントを記載したもの

※東京都地域中小企業応援ファンド事業助成事業で作成した運営要領第1.0版

を改訂し提供する予定

②広報サポート

市報、チラシ、Facebook1ぶんハピねっと等で全体スケジュール、開罹タ

イトル、日時、開催場所、中し込み方法を告知し、集客を支援する

③子どもの見守りサポート

子どもは親の責任で参加しつつ、参加した大人全員で参加した子ども全員

をお互いに見守る場とすることを基本とするが、初対面の子どもにどう接

したらいいか悩むことが考えられる。円滑かつ効果的な見守りの実践体験

ができるよう、各開催場所に保育の経験者が一名参加するよう支援する(保

育サービスの提供ではない)

※保育の経験者の参加費は各開催者が負担する

④相談窓口

イベント開催に際しての相談をメールにて受け付ける

※参加費・実施場所・時間帯等の開催内容の決定、集客、当日の準備、運

営はイベント間催者が行う
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※行事保険に加入、参加者のアレルギー対応の要否の確認、参加者アンケ

ート(項目は各会場共通)の一次集計、実施報告書の作成を開催の実施条

件に含める

V 振り返りWS

・ 実施課題、継続に向けて必要なこと

※受講者、講師?(竹内氏、深津、小林)を交えて振り返りを行い、事業終

了後の継続運営を支援する

4月 契約締結、協働の詳細打ち合わせ

6月 シンポジウム告知、準備

7月 シンポジウム

8月 場づくり希望者の募集

3 事業計画案 19月 受講者選定、日程等案内、WS準備

(事業の実施ス110月 WS第1回、第2回

ケジュールを記l11flWS第3回、第4回

人してください)112月 受講者が実践するイベント広報

1月 市内各所で同時期にイベント開催(国分寺まちのおやこテーブルウィ

ーク(仮称))

2月 受講者による実践振り返り、参加者アンケート取りまとめ

3月 内部評価(成果・課題の検討)、羞業報告書取りまとめ
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様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名 まちのおやこテーブル

4 事業の対象

(地域、対象者、対象

総人数等を具体的に)

5 事業の実施場所

6 役割分担

(具体的に)

7 成果指標等

(事業成功のポイン

トや,目標)

シンポジウム

冫市民および国分寺市内で働く人、学ぶ人100名程度の集客を想定

)参加費は無料

WS

〉子育て中の親、保育士、大学生、店主や自宅の一部を地域に開放

することに関心がある市民等をターゲット層として想定

)10-20名程度の受講者、市内lOか所程度の場の創出を目標とする

※シンポジウム、WSはいずれも希望者に託児サービスを提供する(民

間サービスとボランティアの組み合わせによる提洪を想定。ファミリー

サポートの利用体験の機会とするためファミリーサポート援助会員に

協力をしてもらうことも考えられる)

※おもちゃの持ち寄り、絵本の読み聞かせボランティアを募集する等に

より、託児関係費を抑える工夫をする

シンポジウム:市内の公的施設にて実施

WS:市内の公的施設にて実施

実践場所の選定は、基本的には応募者の暮らす地区にあり、応募者

が協力を依頼しやすい場所で応募者自ら獲得することを想定。担当

課と協議の上、場所候補の目安を立てたり協力依頼を別途行う等、

提案団体が応募者の場所獲得の支援をすることも考えられる

く提案団体が担う役割〉

シンポジウム、WSの企画、広報用のチラシ(案)作成、協力依頼、当

日の運営、記録(案)の作成・報告、受講者の実践支援、参加者アンケ

ートの集計(案)(※個別のイベント会場の集計は受講者が行う)、報告

書(案)の取りまとめ、希望する受講者のネットワーク化

※作成した各種(案)について両者協議のうえ内容を確定する。

く市が担う役割〉

市の支援を受けている方等、興味はあるが参加するのに勇気がいると想

定される層を含めた参加層の拡大に向けたアドバイス、シンポジウム・

WSの会場確保、チラシ配架・市報掲載・関係団体への周知、実践に関

心があると想定される市民や店主・大学の教授等あるいはそのような市

民等が参加している団体等の紹介可能性検討、シンポジウム・WS開催

日の託児ボランティア募集広報、ファミリーサポート援助会員の協力可

能性検討

イベントに子育て中の親子が参加し、親子ともに満足しているこ

と、場の継続を望んでいること、参加した子どもが年齢に応じたお

手伝いにより場の一員として関われたこと(参加者アンケート分析

による)

これまで市民活動に主体的に参加していなかった層がイベント実
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8 市と協働する意

義及び必要性,協

働による相乗効果

9 事業実施後の展

開(事業終了後どの

ような展望があるか)

践者に含まれていること、イベントを開催した市民がイベント開催

をきっかけに市内に新たなつながりが生まれたと感じること、これ

からも場の運営を継続する意思を持つこと

第四次長期総合計画において「地域が子育てする力を再構築」(重点

目標)、「子育て中の親の仲間づくりを支援」(個別目標)が目標に挙げ

られている通り、核家族化の進行、近隣関係の希薄化が進む中で、子育

て世帯の孤立化を防ぐ必要がある。

また、「より多くの市民が参加してコミュニティが活性化しているま

ちをつくる」(重点目標)が目標に掲げられているように、人口減少社

会で税収が右肩上がりで増えることが期待できず、市民のニーズが多様

化する中、行政主導ではなく市民が地域コミュニティーに主体的に参力U

し地域課題を解決していくパートナーとなることが期待されている。他

方、地域に参加する層の固定化傾向が指摘されている。

当団体の課題の一つとして、中心的な参加者が顔見知りによるロコミ

やホームページやFacebook等の情報発信に反応する子育て中の親のた

め、市の支援を受けている方等興味はあるが参加するのに勇気がいると

想定される層を含めた参加層の拡大があり、市と協働することで助言が

得られることが期待される。

本事業を協働で行うことにより、子育て中の親子のための新たな場の

創出、場に参加する参加者層の拡大、地域コミュニティーの担い手の多

様化による地域コミュニティーの活性化、ひいては「子育てしやすく、

住み続けたいまち」として国分寺市の定住人口の増加に寄与することが

期待できる。

事業実施後は、希望する本事業のWS参加者にパートナー会員として

加わってもらうことで、パブトナー会員間の経験交流等により本事業を

通じて創出した場の継続運営を支援する。また、本事業の実践経験を踏

まえてイベント開催の手引きを改訂し、市内の他の希望者や他の地域での

立ち上げ希望者を支援するとともに、国分寺モデルを他の自治体へ紹介、

同種の事業実施を支援することで、国分寺の地域づくりを広く発信すると

ともに国分寺モデルの普及を目指す。

市に対しては、「まちのおやこテーブル」を実践している場を子育て

中の親子の居場所として国分寺市が認定することに向けた検討を期待

する(「ホッとおれんじこくぶんじ」への掲載等)。常設以外の場であっ

ても「子育て中の親子にやさしい場」 として可視化されることにより、

国分寺市が「子育てしやすいまち」であることが市民及び対外的に伝わ

りやすくなると考える。

-33-



様式第3号

(市民活動団体提案事業)

団体名 まちのおやこテーブル

提案事業収支予算書

(収入の部)
1

区分

1委託金
1WS参加費

託児費

1 ム 計口

1
1
1

1

1

予算額 1
1

838,200円 1
1

100, 000円1!:), 000円x20名l
1

1,000円x55名(シンポジウム30名、WS

55,000円(各回5名、振り返りWS5名)

※参加者負担分は一部を想定

l30, 000円13,000円xlO名

1,023, 200円 1

摘要

1

(支出の部)
ー

区分

(人件費

冫 シンポジウム

〉 募集

>WS(計4回)

冫 イベント実践

1 予算額 」
1

586, 700円1人件費計
1

1
・企画:910円x7hx1人,1200円X8.5欣2

人, 2500円x2hx1人

74, 140F11゜事前準備゜910
x7hx1人

円x7hx1人,1200円

・実施:910円X5欣2人, 1200円x5hxl

人, 2500円x5hx1人

・企画:910円x7hx1人,1, 200円x7hx2

人,2500円x7hx1人

88,540円1・事前準備:910円x10!ix「人,1200円

x10hx2人

・実施:910円x7hx1人, 1200円x7hx1人

・企画:910円x20hx1人, 1200円x30hx2

人,2500円x10hx1人

222,6.。.ド事前準備"910円85581人・ 1200円
x10hx1人

・実施:910円x20hx2人,1200円x20hxl

人,1200円xl5hx1人,2500円x5hx1人

・実施支援:910円x10hx1人,1200円

91,100円lx10hx2人2500円x5hx1人

・当日立ち会い:910円x5hx10ケ所X1人

摘要
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・講師謝礼:11,500円x3h X 3名×1回(シ

ンポジウム〉,11,500円X3hXl名×2

回(ws),ll,500日x3hxl名×1回(振

り返りWS)

・託児代: 2, 500円x3h (シンポジウム2

名,WS各1名,振り返りWS l名)

4.,。。。81゜′ててごウ1゜1.000部
・WS500部

・シンポジウム・WS配布資料用(A4用紙

代(3箱),インク代(カラーL箱,黒2

箱))

19゛00051・ニンボジウムやWS事務用品
・託児時のおもちゃ代(折り紙,お絵かき

帳,クレヨン等)

1 保険料 1 15, 000円1行事保険(シンポジウム,実践10か所)1 l
1 交通費 1 5,000円1講師交通費、講師打ち合わせ

ー

1 諸経費 1 93, 000円 1 1

I
ム
ロ 計 1 1,023,200円 1 1

※事業経費については、国分寺市・まちのおやこテーブル両者協議のうえ必要に応じて調整す

る用意がある。

報償費 259, 500円

デザイン・印刷代(チラシ用)

消耗品費

ー35-

〉 振り返りWS 49,400円

・企画:910円x2hx1人,1200円x7hxl!

人,2500円x2hx1人

・事前準備:910円x3hx1人,1200円x7hx1

人

・実施:910円x5hx1人,1200円x5hx1

人,2500円x5hx1人

【 〉 報告書作成 } 60,870円 ・910円x7hx1人、1200円xl7.5hx2

人,2,500円x5hx1人



様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記人してください。?

ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。

1 ホームページ

活動目的

活動内容・活動実績

(既に協働による委託

事業等の実績がある

場合には、委託事業

名、委託契約先名、′

委託時期を記人して

下さい。)

担当者連絡先

2015年7月

1 https://www. facebook. com/machino. oyako- table
(氏月
[住所■
「電話■■
lEメール―

『子どものいる人も いない人も み一んな「まちのおや」

この辺りに住む子どもたちは み一んな「まちのこども」』

をコンセプトに、国分寺市近辺に暮らす子育て中の親子とまちに暮らす人が

主に平日夜に集い共に食事をしながら交流する場「まちのおやこテーブルJ

を運営している。親は自分の子以外の地域の子の育ちに関わり、地域の大人

は自らの子供の有無に関わらず地域の子どもの育ちに関わり、子どもは自分

の親以外の地域の大人と関わり多様な価値観に自然に接しながら育つ地域

コミュニティーの形成を目指しており、このようなコミュニティーの存在が

子育てしながら自分らしく働く社会の実現に寄与すると考え活動している。

会員の多くが働きながら、子育てしながら活動を行っている。国分寺市内の

カフェや即0法人の事務所の空き時間に場所を借りて実施することで、常設

店舗を構えることなくコンパクトかつ柔軟に運営している。キッズスペース

を設けることで大人だけでなく子どもも楽しめる場としている。当目は参加

者全員ができることをやる「もちより式」で、「主催者」「お客様」の関係で

はなくみんなで場を作るフラットな関係で場を運営している。子どもも年齢

に応じたお手伝いをし、場を作る仲間として活躍している。※イベント参加

には会員資格は不要(会員はより良い場を企画する仲間)

2013年12月活動開始

2014年8月 平成26年度第1回 東京都地域中小企業応援ファンド事業

助成事業に採択(2015年3月助成期間終了)

任意団体設立

一

ー

1
飄FAXI
-

l

I (役職)l
一 - ー

1
1
ち
.
,

-36-

団体の名称
(フリカ゛ナ)マチノオヤコテーブル

まちのおやこテーブル

所在地
〒185-■駿
東京都国分寺市■■■■■■■■■

設立年月日 2015年 7月

L会員の状況 会員数 7人・ O団体

.〈内国分寺市民 6人)
年会費

賛助会員数 O人

O団体
年会費 無料(申請時点)



まちのおやこテーブル規約

(名称)

第1条 本会の名称を「まちのおやこテーブル] と称する。

(事務所)

第2粂 本会の事務所は、代表宅とする。

(目的〉

第3粂 本会は、親が自分の子ども以外の地域の子どもの育ちに関わり、地域の大人は自ら

の子どもの有無に関わらず地壊の子どもの育ちに関わり、子どもは自・分の親以外の地域の

大人と関わることで、多様な価値観に自然に接しながら育つ地域コミュニティの形成、ま

たこれにより子育てしながら自分らしく働く社会の実現に寄与することを目的とする。

(活動・事業の種類)

第4条 本会は、第3条の目的を達成するため、次に掲げる事業を行う。

(1)食を通じて地域の大人と子どもが集う場「まちのおやこテーブルJの運営

(2〉特定の地域における「まちのおやこテーブル」立ち上げ支援

(3)情報発信を通じた普及活動

(4)調査・コンサルティング

(5)その他、目的の達成に資する活動

(会員)

第5条 本会の会員は、次の3種類とする。

(1)正会員は、この会の目的に賛同し、この会の活動及び事業を推進するために人会する者

(2)バー・トナー会員は、この会の目的に賛同し、この会の活動及び事業を特定の地域において

行うために入会し、この会の活動及び事業の普及に貢献する者

(3)賛助会員は、この会の目的に賛同し、この会の活動及び事業を賛助するために入会する者

(入会)

第6条 会員の入会について、特に条件は定めない。

2.会員として入会しようとする者は、別に定める入会申込書により代表に提出し、代表に申し

込むものとする。

1
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(会費)

第7条 会員は、役員会において別に定める会費を納入しなければならない。

(退会)

第8条 会員は、別に定める退会届を代表に提出して、任意に退会することができる。

2一会員が次の各号のいずれかに該当するときは、退会したものとみなす。

(1)正当な理由なく会費を1か月以上滞納し、催促を受けてもそれに応じず、納人しないとき

(役員)

第9条 本会に次の役員を置き、役員の中から次のものを選任する。

(1)代表

(2)副代表

(3〉会計

(会議〉

第10条 本会の会議は総会と役員会とする。

2.総会は、会員で構成され年1回開催するものとする。

3.運営会議は、役員が本会の運営を行うために必要があるときに開催する。

4..本会の会議は、それぞれの定数の過半数の出席で成立する。

(事業年度)

第11条 本会の事業年度は、1月1日から12月31日までとする。

(変更)

第12条 この会則は、総会において、出席者の三分の二以上の承認があれば変更できる。

附則

1 この会則は、平成27年7月から執行する。

改訂履歴

・平成27年7月(新規作成)

2
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まちのおやこテーブル収支決算書
2014年度(2014.1.1-2014.12.31)

政天G頷
1項目

「合計 川

I備考
刀訂カⅣ筒芳I示涜汗東事業のため1回は無料で実施) 1

-39-

支出の部
i項目 一“ -ル゛金額 備考
売上原価 i3 -. 58,21.3.1 ““
食材費 4 58,2132回分 一

経費 5 " 199,191
“ 外注工賃 61 128,516デザイン費.(9ゴ、チラシ、ジョ.iンプカ二ド) “
一 地代家賃 “7 1,(1)O1場所代
旅費交通費 」 5,350
広告宣伝費 - 9 “25,465-“

・ " 消耗品費 10 38,860文房具、備品、キッズスペース用おもちゃ “
合計 - .;11 257.404

項目 # 金額 備考

売上原価 i 3 58,213

食材費 . 4 58,213 2回分

.経費 “ 5 199,191

外注工賃 6 i 128,516 デザイン費(ロゴ、チラシ、ジョップカード) “
地代家賃  7 1,(1)O 1場所代

旅費交通費 」 5,350

広告宣伝費 9 25,465

" 消耗品費 10 38,860 文房具、備品、キッズスペース用おもちや
合計 11 257.404



r

まちのおやこテーブル収支予算書
2015年度(2015.1.1-2015.12.31)

-40-

収人の部 .
項目 “ . .『金額 備考
参加費 “ . 「 100,7065回(助成対象期間の“1“回は蕪料で実施) “
助成金 .. .z 87,000:
合計 3・ 187.7001

項目 - # 金額 備考
参加費 1  100,700 5回(助成対象期間の“1“回は蕪料で実施) “
助成金 2 87,000

・合計 3 ・ 187.700

支出の部 一
項目 #金額 備考
売上原価 4 98,000'
食材費 ′5 98.0(1)5回

,経費 6 81.960

■ 外注工賃 !7 20,αX}デザイン費 ′
  地代家賃 8 “16,960場所代
旅費交通費 .9 10.0ω -

“ 広告宣伝費一 10 30,000ショップカード増刷一、イベント案内のための会費
.′ 消耗品費 5,0朋文房具、備品 支払手数料 1V: 40,000専門家相談料、講師代
雑費 -13 10,0①′
合計 14・ 179,9601

項目 # 金額 備考
売上原価 4 98,000

食材費 5 98.0(1) 5回

,経費 6 81.960
1 外注工賃 7 20,αX} デザイン費 ′
 地代家賃 8 16,960 場所代
旅費交通費 9 10.0ω

広告宣伝費一 10 30,000 ショップカード増刷一、イベント案内のための会費
消耗品費 11 5,000 文房具、備品
支払手数料 12 ・ 40,000 専門家相談料、講師代
雑費 13 10,0①

合計 14 179,960 1



く代表略歴〉

く講師(予定)賂歴〉

竹内 千尋恵

聞0法人Mystyl樽代表理事、広域関東圏CB推進協議会幹事、多摩CBネットワーク世話人、嘉悦大

学非常勤講師

商店街生まれの商店街育ち。大学卒業後、教育出版会社で編集に従事。結婚後、1-2年おきに8回の転

勤生活。その間の出産、子育ておよび両親の遠距離介護を通じて、地域のサポートの重要性を実感。そ

の体験がベースとなり2006年11月、コミュニティビジネス活性化を目指しNPO法人Mystyl喀こだ

いら設立。コミュニティビジネスの活性化を・軸足に、地域ネットワーク.の構築、地域情報発信に関連し

たプロジェクトを多数企画し、実践している。地域でやりたいことを実現するための「市民力Up!プロ

ジエクト」を小平市と共催し、「こだいら未来ウィーク」において受講者が実現したいイベントを自ら企

画・運営することを支援した(平成25年度小平市いきいき協働事業)。

1
1
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小林 洋子

任意団体 まちおやこテーブル代表、ぶんハピねっとリポーター、IT系コンサルティング会社シニアコ

ンサlレタント

米マサチューセッツエ科太学大学院にて都市計画を学ぶ。世界中から集まった学生が出身国・出身地域

:を良くしようとする真剣さに触れ、社会的インパクトがありながら地域に根差した事業を将来的に行う

ことを決意。卒業後、外資系会計事務所にて国際税務アドバイザーとして国内外の大手企業の税務戦略、

税務調査対応に携わる。2006年から汗系コンサルティング会社にて中央省庁や地方自治体の政策支援

やⅠT活用について調査やコンサルティング、実証事業支援、委員会・研究会運営に従事している。育

児休業を機に、共働き時代に仕事と子育てを両立するには地域コミュニティが重要と実感。当事者とし

て、子育てしながら自分らしく働く社会の実現に向けた地域コミュニティ形成を目指し、本業の傍ら「ま

ちのおやこテーブル」の活動を開始。2015年7月に任意団体を設立。

深津高子 1

国際モンテッソーリ協会(AMI)公認教師、同協会元理事 一般社団法人AMⅠ友の会NIPPON副理事長、1

ピースポート「子どもの家]アドバイザー。 
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まちのおやこテーブル 1/2ページ

友達、スポット等を検素
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まぢのおやこテーブルについて

べ-ジ情服
べ-ジ情報
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1讐稿の広告七出1

名前 よちのおやこテープル

トビック ペーシを表丁言具そ3つ逅択しτください

Facebookワエブアドレス wwiiv.faceboo!cのmlmadiino.oyako-table

開始:2014年8月

子育てp仕事に斧走する7マーババとまちに各らす

人をつなぐ含画です.よちのおやこになれるかな?

閾姶日

簡単な説明

)

所有署憐報

洋細

呼びかけ人:コモドモ 小林洋子

呼びカ\け人は、子どもが保育園に通うつ一ママで

す.

仕事をしながら子育てに斧走する日々...

たよにはごはんを作らず、

仕事帰りに子連れで寄れて、

普通のごはんを良べられる場所がほしいな、

たよにはゆつくりおしやべりしたいな、

子どもも楽しめる場があると罪悪感がなくていいな.

そんな、思いをもフていました.

ならば、平日に立ぢ寄れて、

子育て中の親にも子ともにも楽しい場所を作ってみよう!

という企画が「まぢのおやこテーブル』です.

いつもは一人で頑張っている子育てや仕事のことも、

近く1こ゛住むまちのママ・バパと出会って、
おしゃべりすれば、気楽になれるがもしれない.

たまに1ま、載族0Pなくて、友違でもないけれど、

近く゜に住むよぢの人とごはんを食べると

けっこう楽しいかもしれない.

子育てのヒントや経験をシェアしたり、

子育てにあまり関係のないまちの人と話すことで、

自分の知らないまぢのいいところを発見したり.

仕事や&味で得意なことを持ち寄って、

親や子ともにぢよつとした「字び」があったり、

モうやって、まちの面白いコトー人に出会う.

きようだいがいても、いなくても、

子ともはキッズスペースで近所の子と遊び、

親とは違うよちの大人に出会う.

「親』の子が「まぢのこ」にもなっていって、

「親」や「まちに暮らす人Jが「まぢのおや」になってい

ったら・・・

自分の子もそうでない子も、

ー43-



ま安のおやこテーブル ユl1ベーラ

友逗一スポット等を検素

1,鴎

々へ

近くでワイワイや〕ていること力(、
まちの日常風景になっていく.

ホッと思抜きする場、
そして、

いつもは接点が少1よいカ\もしれない
まぢとつながうていく場、
祈しい出会いせ発見がある場、

そんな場が家の近くにできたら、

?暮らしはもっと気楽{こ、楽しくなるのでは7

そんな場を作る企画、国分寺ではじめよす!
-諸に作ってみよぜんか?

どういうpり方だとみんなfこと〕て
居心池がいいが色々と試したいから、
しばらく「トライアルJです.

ぜひご番加くだざい.

※東宸都の地域中小企菓応援フアンドの幼成対象事業で
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まちのおやこテーブルXカフェスローやりました1「ぶんハピねっと」スタッフによる国分寺周辺のHAPPYブログ
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カフェスローは、最初のトライアルをさせて頂いた思い出の壜所,

いつ伺っても、広々とした空間と心づ〈しのお料理に心も体もgされま
す,
1

今回のメニュー

.・あやめこか,s;と赤軸水菜マリt
・入参と絹ざやの白和え

・大根と軍麩の中草味噌煮

・じゃがいもと雑穀コロッケ

・玄米おむすび2穫
喝-μ

40人近くもの「まちのおやJと「L%':.iが平日の夜に集い、
いつもながら、ドタバタレなが(之に戻る51な2時間となりました。
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トライアル 実施報告書

ゴベント名
イベント種類

実施日時(嘩榊け
実施場所

参加者

ブQグラム

アンケート

こテーブル(トライアル)

「≠尿胱de査べよう会
l2014年l1月6日(木)斐影30可巳:竺
胛O法人グリーンハート

〒185-0013東京都国分寺市西恋ケ窪4-29-6サンハイツ103

全40名(含、小林)

大人20名、子供20名

子連れの親子34名(85%)、親子以外のまちの人6名(15%)

17:00 準備隊集合

18:00 開場

おしゃべり、キッズスペースでお遊び

19:00 いただきます

自己紹介

大人:おしゃベリ

子ども:キッズスペースでお遊び

19:50 ミニトーク

保育アドバイザー、国際モンデッソーリ協会教師

深津 高子さん

20:10 アンケート

20:20 お片付け、徹収

20 : 30 散会

企画を開催Lた当日に実施

回収率79%(小林以外の参加者(大人)19中15名回答)
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トライアル 実施報告書

tイベント名

実施場所

参加者

プuグラム

「冒/Fんノまちのおやこテーこテーブル～まちの子と作ろう編

1持ち寄りi垂@国谷査
:14:30

ムーちゃん広場

〒185-0014東京都国分寺ボ東恋ケ窪4-23-8

全24名(含、小林)

大人11名、子供13名

子連れの親子22名(92%)、親子以外のまちの人2名(8%)

09:00 準備隊集合

10:00 開場

メニュー紹介、子どものお手伝いポイント

カフェLacuna店長 小笠原光子さん

12 : 00 いただきます

食べ終わった子どもから、自分のお皿とお箸を

まちのおとなとお片付け

大人はおしゃべり

13:00 ミニトーク

にしこくマルシェしゆんかしゅんか

店長 遠藤愛弓さん

13:30 大人はお片付け,

子どもはキッズスペースでお遊び

1

1

1

14:Ⅸ} 読み聞かせ

小坂昌代さん

14:20 アンケート

アンケート

14:30 散会

企画を開催した当日に実施

回収率80%(小林以外の参加者(大人) 10中8名回答)
一

レ・;t二;:==ぞHシ゛″=ニニ1
一

1

-51-





―

調理前の食材
9

這,、1.弐忍鎌?
Sζ、・゛一;≦

J

賞

1

ー

-

aL,

):・

1

1◆

-

叱ダ
1噛

)

1

1

-

一

で,

ー

ー

冫で》～へ1
・ゝ.

ー

◆

1シ,二一 セ7o;゛」

ミ〕ヤ.
′≧冫,ミ;と.!4くシ一

ク5

P二樗?、..3゛侍醐
1F

～

ζシ89勢らべ(・ 「 .-1
b?

J h

、?ミ
i!

.ゞ;-1ψ
1h偶-?

l ー

ド゛゛
1.・゜- . ・

レ1h1

ー

ノゞ 、dク

L 、〉

～

\,″

ー

一

宍酷以彰弛5ゝ)一
ー

～

入G

..1

1谷漕1置よき;執鼻『患■
[48.-・工,1..彊2おぎ。:-ソ 1?―冫トItナ11

・-ごミ,≦≦シ.重・
也5ヱr-1・

ゞ8シト? ゛・9、マa

・・:j;〆息已◆

1 内シ1
h冫孔・

ー

1Jレ:

一

:.;
I?

?赤

一

・.1
一?1

-
゜纜i福μド

?3会蟻一シ?〕(゛eν
- -

r5】釦に1

1

-
二v゜″′ズ・社.
- -

J→1p ?- L・ν舎

づ、ダア、コ′iら党呉a
?L1ダ1

一ご:

一

一
一

1セナニ

一

X-C

・乞冫チ亡≦;
ー シNシピ;ギコご( ベk11J

.鼻(をルξ5(τ翁
1
7
-

ゝq*24ミl阪==
ロ ～\)

-

?.″′一冫咎々I2S-

.′.″翫′.[゛≧讐でT゜゛ふ
゛,也?い

ぜ,I:ク1:?

〈゛4?

.!::-

～

1ク

艷1Lン:5;1[大53t工ゞ三、一ζゴ2?・二,:さ;5七ピ
ヶ′?・

?フ

鴫=

tiご

中

h

(Sラ
ミ、

j?ラ
一

1 J゛二!

;′?・澹都

1

へ ?Sプ論ごノボリ鉋ト

一

1
ー

～

ー

-〕 L;h

b!l2

-

!AC嶌

―1

-

-

―?

゜ぎ.押雫ツ 1:
き=/、一.1
ク～ コ

1り?Δ

-

訃1 ー

h

?-
一

1―

- マニてで

ご

j?

-

番1

1;;ベ ?;

!

声?

h?l-

一
- J

～

メニューとレシピ

-

譬P伽～C1り,14]

-

f? l 1

◆}々?

?.

ー

-

゜1.

呻

-

も

-

- 一 ー

直3;

!

h

- 4

(

-

＾

噂
h

?―

号1自?

一
・

甲

ー -

ー -ー

e〆%9%ss% ＾)1)ト)1

～

-

-

1t

-

1. -

f

＾

- --

響

ー1= ー -

訃

1〆1

訃?

b

一
ー-l

I ～ 一

一

ー

トー

1:

～

こくf＾5づ{iゐ 1J-1シ◆ζeクー芝ち
-

73

込

\

?
l

゜
r
゛
ゝ
゜
?
"

゜
パ
o
w
れ
へ
H
抹
・
■
I
i
:
?
雲
号

冫

?

ー
-

ゞ:′冫

b??

r-

リlイゞεζ、5≧

=

ぐダ士
～

t;tト1 (4?;デ～一 (も『iε:ゼマ

ー

ー

金2さ8C

C3 しヤζテ〉) ::?Nきユトミ8
身へ(ト;1;1σ

こ1 ～ 1ねぐ\二)!?つ?
S辻之C;5-そ渚・

英浣壊l

一

- 國
、(互ミ為ら?郷R4辷=嶌≧1さぜSばシ署や;七込?;勉θピこ?-ゞ枚ipセニI-

?!1―衿ドーン?1?

シ:!ト y;5;戸

摂喬8シ在?ゞ)シ
ヘN ー

-

呵;シ

一レ+
タ≦遮冫―一鳴)1v→ 冫で1≧ヘ コρ1; メ冫セk―亀Jベ

ニぐた511一LシQ!=a1J
!へJリ

展???隔巨島胃こニ??・-;徴膜一落ミ1l
ざ?ン;ユ;;?、ζ;:2;=?二iP-■ツー#:=J;;ク唖シ)づ==;=七?二=ヨユ二ろ上だiΣク野b冫へ・R2l-ヒ二・シー二士二=雫:≧＾≧1へ??,.i～―〆ト～???P～、也?--1?L1?--:=:;;」11.?.4...7,..

一-

ツンウ?
シづ嘆メr

ぐ乞

一

申

ー

専
i
\
-

コ
.
1
『
ン

Δ1

J
シ
5
2

1

1
會

＾1

寝激ヱR.
?\

均～レ

工竺・夕7二,マゴ゛゛:;?二゛
譬ダC
-

会ζ;】? 鳴寸!

七さ:くIこ二

{

品
恒
寥
r
ク
4
l

T ゛

i壬ゞ耳.51-く:゜;f1さN

較Δ9炙?・60.
itr五2?)9憲咬1式精,

～

1ミζ泡゛ガ,Z・

超 ろき?官・
逮ミテ2.

くN-?t

顎ニ〕ζ三ヒフ?二′;、一][ミiy埼:゜ミ・゛一゛

し一Σピ子一瓢
二トケご1b

十二?

゛ろI-{・

“雀?]゛′},j

き.s,

-z,J

一

番ぜ

へ鴨―

ク

h
キ

一 -

ア

!

1

一

～? -
Pt?r吻 ー 一

?h?

一 一
?)

b

1

ー
.!

・

今

レ

-

―

り

■

魯

喝

【Yく
一

-

ψ

2

-

一53- 自



-

調理の様子

J-

-

iき

1"Nj蜜枡謙゜累猥
・、:、:=;2

{′}?II?,ユ1已
?1?

-

- ー

i

一

?ψ・

\

二1
.;1

・赤

～

ー

-

ー -

1

シ
n〕

ー

:z:

ご.一で;父,
??ζ
?τ:-1.:pゴ?、

,ユ

?〕・
―

冫
塾

-

ィ号

?ン

・

ノ?

L?
一

)一-I-一゛一一

シ゛2?I
ミ?;

;
?,?

塾～?

-

叢〒″{?]81[,
芦?:た3-
づ11゜・
1-1

b.;

セ

甲
―

コ!

〉巴・
1

―?号

-

.1

ζ

1

讃壱針が。曇ちご璽
禰編賦2゛一,

ン1冑λ?1が瀉騨
忰!..そシ4之3冫1′τ・゛ 1“,1

よメ才一,・5朶鉱{デ
,ア褪=

\:1
:

,′1◆
1 -

-

シ?!

1-

・=

奪

吻

お
一
z

,′

二二.1
咄リ岬一

し
へ

1-

ミ
・
《
゛
刀
?

t
一
′
1
4
,
一
v
一

遍配=

卸b゛

ら―
1
1
,
九

2喫,
;?・,

?:.

ζI゛

-

?I

f
L,

占L

-

奉

自?1レ

!上

1ψ??も??1ダ番岬 h?1

ツ

-

甲1

-

! 1らへ 1.Cミ査?巳

ノ1

- -

ニ、こら -
参1 ?赤I

f
戸」

一

:?

:今).ユ4う ム

吻二

:彎も 一 21仝ト11

z+r:xa--
゛{ゞ11 二.二〉七:】り1

.?-

<,)(4;夕1べi:-

＾5:ゞ1..・二

5で,:;j゛7ニニ=?しミ:コ!1:ミ;SA

ヒ:・

/゜晟瑠騒違ゐ菱
一

―11

迭寝舜誘F溢ゞ″・:)ぐ1

ζ
一
1

:,?′l1ベ

(′,.〉1

1z

へ
・.′

ナ―

1

1,≦一

-

T.

κ玉Cへ,二1―
22―

-〆:?

シー
ナ、・-】1 一

ぐ虞S辷1 一

・1

ξ?

5コ)辱一
I??ヤ?

ー ～

; 2′.〕6賢くザ?
ゞ1

-

:

-

-

訃

l
1?

?1

-

h

うムー

遍

,・7゛゜?煤a寝憂薯

一

一

-

～鴫

―
9
ツ
一

一ー

り:
:ご

-

-

へ
ー L-

一 錆
--:―ぶ悲Sg鞄亀』

鴨7 穴ζや
ζシZj≧13企ゞ民S

宍姶h勘察藝蟲史宅3蟹2
-

1

ー -

?.′

ー

J
-

?:ゝ

?11
呵ナ

ー

會

7゛士.5
[丙{ 丁.7゛′・゛

吻
ー

?;“で一・1?゛
- 呼?自

.z
一

1」 (

-

:l:叱リN.
ト:: -

)

゜一4

コン賢遍F1幽

■

?,:シ
-

;

1-
ー

―:

一

叫
一
)
貌

ゞギー-ー ー -

ー;

-

)1心』タ

h
!

蔦
1～

-
一

?′

番I

.吻

一

J

一

ー

・

4?

v
5
勿
〕
?
?

一

!1」 -
-

中

?
赤1 1

塾ゑ管?′ L21 -

唖1参
S!

?旬一

～

へ48慕Sジ
良革襲1゛

♂
一

l グ 町亙Z冫 こ?
咋?λヴ〉?・

4ダシ羞"a吋♂
・諺込マ伺S?〉

乙1

き3
へ

ご,ゞ2

!

赤

3 訃

吻

-54-

-



渫?1邦ー ・;゛窄; ー

ダ

?1

-

-

-

;
一

二i

L

;
岬
h
?
?!I・,二?

呼中-

一

・、τ゛ニ

?,≧≦

1

??h:

1

51―
?=?

ト」
hや \fたdf

0
ー

驚ψ
/

,よy玄 ち掴婉
一 志S訃.1コ
5ミ

一

ー

吻

?- Sこ】

リ

-

?゛-S:シ

1-

l

甲

―=

j.

一
1
,
l
′

:5?一

蒙羞Nt-
?中 吻

冫 ビ.

牢

?苧

一

\

!

一一

→91室

一
?六 1

1,′

P

檜 -

1
1-

―

?z゜

て田 ち

-

ご―:1
1?

戸 1

J番

?ヂ;

き

?.:

2
1?

r

1・-?゛.1

匁:・ち,?一!=: ざ一・:ミニーこτ二゛-?L
?゛1

!セ

奪・1
71〕二

-

ー

一

′、.i二ニ

1
?
?

1

.?

:ψb
?,
1

二・

J

1?

訃

?1

.゜?

一
中

ご

.′
譬1

-

l よλ

・

.イ,
5)zぜ35 l雪

方、二.式(1辿4田でラr1
g放弓1・二真幻!ヴ 1

j iへL玄員" 1

「▼感21

-

1゛二2

?1

r

5

もh

J

f

r1

ー

ニ中

1 一

戸

1
1

響1

-

-

1-

P

一
一

雰

\・; ;?゛゛3;
ζ、J-゛千矛春 1 ユ

).1
?-ら

1

ゞ一
一

自
ー

ミ1

一

1

ヤ

一

?J4v,・2

一よ
?-五

・

-

辱 冫′・5.
2レIC
1

41ト
-j?六C:

′・ミ;
!・、

篤
号\,

呻?

鵠轟 - ヂJちこ考で?7

h

媒塀亀)′4標“!こCピ,3n一輸ぐ?

纏;?゜ 丁,-ぎ・
:・一ト 、一54?15?.C ?-,

-・:.
-

?1フ

?-!二一 ?j←.;;;ユ,S!,p11

警駿 二.lピゞ,モ}゛-1゛ソ・二・
1:ト、 ψ

1
i-=:)ゝ亨゛メ1・町

～ b番
1

- 5?逼こ;一ご
r b甲 フ!:

V
1
・

X・
゛;ゞ

中

:1.

冫一
― ?.呻

: =.
?゛,

赤

寥

一

Q

}I

tl:
-

)、二?で一

・

?:・!

名
:

F?′今1

vコ

2? ジ7=:5
も4シ

赤

～

一

4ra『今

(i叱5 rト}

ナ

嗜

41-aた
4)4}?

:ナ
;1ニ

r

?

～ラ

!;;!=二 ;;;,2. 2]、.二、・′・跣.二.≧ζ.1レ丸?ふ.
ー

町→

!

一 ＾i?
1.

I
こ?コ

ピゝ?

く
?
2
?

＾1?

:-

ー

ー

k5?- ～;＾

91

囃騨騨開明絆一ず誤

ヘノ11 κピ 一 L3ゞゴ々1ト tNJ

・9?゛クー
.t:

鯰ち・
-

-

-i多繋
可

窺:三}為・i・?二2゛マ
壽 ,?9′多,,・

ー
5ト7

一

ト?1

一

へ :?
町31

一
′二 跡

れ馳I゛二゛-〉1
?治糞?′さ警・八N- 一l

仁シ弐5竺ソ

篇
;・.2?.・

・◆Jq61
hIM &-ミモ , 戸

》;.5篭
錨 む)

ユ滞 v
～

1腎゛5
1I な響

一

b

-

へ
ク、携

龜
-

lWシ
・ゞ l゜゛

ト玄,

9ばン・ M
i

る)\、,丁箋-1λ:j -(,
へ

一

-

1-

一

イ

ー

=

-

r1

戸??

◆

:-

!r=

e冫一

ζ

5\

:・ジ

?5lクJL

J

1

i】

甲

気“婆

・1

!

Q

6

4

―

-55-

Ii■諷

lIvn蕎





～

:

.
1
薯
1
濁
-

v

一

吻
―

一―

15・

吻

!.
智

1語、

1

:,覧?・

ー

二]・

丸

ー

＾

・

?
―
-

ゞ
′
マ
?
鳩

(

～

ダJ
p
・

n??

ξゞ.

1

-
甲

・-

;jLコちJピシ2工(ゞh―?1

一づト1一

樋L蟲

甲

メ・・

壱
[:

ー

b

l
緊
・
.
,
′
・
-
j

～7
F

F.コ直

1

さエ:
;ξミ!・て;・

ク1

2―

一1 :コ奪,!=
1J

一

嘱
-

-

z
-

鳴

I!

七

!-

き

1;i

=・P中二

(]
11

争

I・

ぺ
?1

71
一

ー

ー

?7?

?フ“111.1
-

t4 中

一

-

一

キ喧;き、′,逮墨
-

町zゼ

＾

蜘j

\2、

r〆艷ぶ『 L.:

\Σ.
～

- 一

一

V1

・赤コ

メ
だ

4z

一

?
一
゛
!
!
2??

\
゛

1～

3
1

-

f

i

・゛2■

ダ

2

=

1よ

―骨

?ナ

一

-

ー

一

一

ー

ー

云

逅系

・1

キツズスペース

-中

/

1. 1゛2岬呻

Σ喫P25セ!

-～

?で～

-

52

訃?

5
゛
;

1?
-7シ―

r

ゝLご

吃

7

l

2シ2

一

―

1

-

ー

4

一
?―

り

b

一 1

ー

\.レ4.J15
?＾1～

一 -

ー

争

1
11

・ ・:、,、:J?1-11? 1

5

5?

.ト1ζ噌
-

-

へ
レ

』

ダ

゛
?
゛
Q
1
I
?

番d

}

ー

1町ζ覧
譬
臣
k1

＾

贅1-
―

で睡～
4hξ

ー 4z

7、.6エー=1▲―論
一
-

.1-ミ h
ε
-

-

-

1≦

-

ー

1

響

、二:":.′.5[゛.?]r1
1,.′:1゛ b

:′

1

へ
り

一

ナ

「1

鳴

;:←
2.

シベ
・゛二二

1 1!♂よνr?

.′;?“、!便冫ジ5ミ語

一

1吻..
へ ～

―

り

ダフ

一
ミ1遁×ジ札゜ .♂

一

:?
1t,さへ,′

゛、l?

゛ヤ

鍔1

;L噂蒲建式・シご、tc
一
l:C1:

ts 1譬ゝニー、ζ\

-

一

レ、C-ak4叙泥戴戦1{】“j

ヂ.腎

2-

〆-

―1
〕二一

-

〈二

」一!

.?,

■

.～・:

?,こ:ー

番▲ハ

-

-

1?..?

1?

-
一

町

1
へ

ず

h

- 『?凋T1
゜
)
゛
ゝ
1
?

・鳴

ゴ ー〉

ξJゞ゛鵞゛

ー:こ゛?"゛"充、.・二,.I.
リ?〆1-

一{咄鵠?
、′輻=]:
7-)5舛臥
如1

一

☆t1

1

?楊
一

～

I

-

.声～

ナ

芝、へ
み1

1?

′?

ち=N

S9

リ

b

1

τ hピ1

ら

ー

!1,:
PJ 二?

-

一 ;4二

-

-ξ、16ミ; 嚢迂劣5姿唾粥
--ー一

1

1

1

1

6

1

-57-

■■

■■



I

縞耶×゛一 “・2
～1

? 葛k
=朱汐1
稜 ・

一

戸ク1譬一

IL

-

代

:二・- -

.ゝ゛・.

ー

h ◆

可

一

『
ゝ
-L
;
ず
セ
1
ラ
1
リ

ご

:!″
ド階??

2

ダー―1

′
゛
-

・1

7
Σ 、ウ

-

ギ2

2

1

會

ダ

・
一

一
?―

醜

甲

亡箋5a・

S

-

～★

1゛1癲
Uケ・
シ,

-2-〆～、 二≧゛二こ
= Aた

1

?つ 一

″餉・
-

≧-

l

・

へ

Jク

電j

j,?,′:

I

一

一

?叫

!
一゛?

- ど

5

=-
-゛ミ ′.′2

! 1:

1?

・21
{ 甲

―

響

-

j遣
1

矛濁
一 -

N-,

1。;ら,1
長は奢&で〈 う党ht-
〈ンζ1 トニふ冒▼

\ゞ?fく、}τ噛コ句〆逼
レ?:

コ;4 道・ダ惑r・、・・;1
1 禦鼻之2 -ー・゛ ■

?1?H

1

飄2?

 .ζ?ニ
一

F; ζく;
公゛た・゜;壓

.゛1
ご呵

?-?

:へ1

トP→

5、
)

む

以上

甲
甲

-

-

1

-

・?

r

]

-58-

1 h 限―1翫 Iト マ 圃



腑
が
酬
瞭
佃
(
7
)
(
(
非
刊
一
1
仏
1
1
(
―
(
寸
州
へ
)

Q
〆
j
P
く
Φ
や
來
v
Q
鏑
堰
o
R
徐
軸
一
〆
コ
啼
垢
モ
噸
コ
冊
Q
回
N
伽
啄
叡
回
瞳
堝
一
喝
一
。
Q
%
=
鴫
頼
べ
窃
向
詐
Ⅸ
マ
e
匪
奢
蓼
1
伍
一
(
j
畔
e
麟
く
口
i
(
の
灯
)

1
町
什
一
瓶
α
持
仏
￥
・
ぐ
η
k
e
1
$
コ
娶
坏
嘗
X
ト
N
鄭
→
1
4
訃
や
l
マ
彬
こ
捉
目
2
筆
楓
0
舞
(
N
証
硅
)

。
Q
I
J
P
コ
解
伽
(
o
o
p
)
「
ク
)
J
ご
斌
晶
岑
着
聳
旬
與
論
「
煩
o
R
徐
=
一
フ
巽
ど
〆
j
3
6
〕
忌
枢
刊
一
]
亡
禽
,
刊
一
=
一
(
k

4
拝
ゴ
礼
象
)
甘
鉱
吐
怒
紅
ざ
骸
岨
,
(
牡
膵
表
シ
4
滉
)
ト
Y
ト
X
い
も
,
L
障
ト
(
〒
柚
0

弱
葬
健
梶
「
Δ
?
h
l
ト
H
や
祝
e
ψ
憧
」

ー59-

ふ

0
(ワ

C)
ゞ

寸
N

～
【ワ

N

1゛

振一
φ

べ～
社

へ

1"

C)
～

～ 一
N

娠一
Kべ
8K
俸一

1ロ C)
～

ビー S計 1デー

ビ

巴ゝ圧召O
〇六g
d川卦
べ朴詰
44,S嵌

N

州

1計
肴(

堰

]a
州

買計
臂←

駆

庄

ml港.
o重呂
ぽ川訃
べ卦基
べ÷崇

圧圧
00
oo
ζ)ua')

一-4
べ恥
K串

砦
誤
佛
頼

1
d
l1
゛＾,

皿
領

e
H
か

R

紘
紀
時
・ト
荘
噸

イミ

O
工L
2

猟
謳
ρ
区

佃
呻
-
41

籟

1
閂
II
U

佃

{輯
-

e
H
へ
R

ト
゛▼

1'ト
A
1ハ

*
削
厘

墜
膵
型
詠

H
b
R

悔
都
卦
ベ
柩

0
0-
2

A

も
)

W
Δ

偽

,)
き

ε
町

H
ヘ

R

H
h
R

・凹

ト
～

5
1K
蚕
優
番
公
目

口

ト
寸

側
ト

働
囮
桓
餘
象
廁

口

ト
寸

側
ト

撤

巳
傘
釈
圃

皿 1

ト 1

5
1已
Ⅸ
慢
會
象
随1

皿

ト
ぐ1

5
軽
追
愉
象
圃

1
0

K
…
ヘ
R 1

距
鎚
井

I
く
A
l

b
べ
裏
0
0-
2

j
七ノ

9
嵌
馬
く
-)

奢
垣
ぐ
や

碧

1
4

1
ロ

K
H
へ
R

H
八
吠
砧
O
=
傷
」

堵
峙
シ

竜

1 ・

巨
食

〈コ

19

8
響
0

?
・Q)

o 1
ψ

0
イリ

1
【)
Q)

0〉

(コ
0

'<

l
0
0

〇

一

C)
0 1

()
Cり
1
p
～

の

C)
0

C)
(り

1
0
ぐ)

～

iユ

[

K

又
～

\\
(1

()
【リ

K

qコ 1

こ

\
寸
声

【コ
ぐ1

田

へ

咬
\
・U)

『
0
Cリ

K

lく 1
く
ミ
8

吠
:\ノ

Iぐ
～

\
一

【コ 1
C4



補足資料 共働きの母親の現状調査

く市場テストを兼ねた実施企画の概要〉

平日の夜に子連れで食事をすることへのニーズの有無や強さを確認する目的で、「身内」

の保育園保護者を対象として実施した。

降d 1子連れ飲み会
1企画コンセプト 「k欠七子供も楽しめる会 1
実施日時(場所) 第1回:2013年12月12日(木)18:00-20:00(近隣

のカフェ(貸切))

第2回:2014年1月21日(火)18:00-20:00(近隣

の公会堂和室)

いずれも申請者(藤野)の子供が通う保育園の保護者と

子供

第1回:60名(大人22名、子供38名)

第2回:26名(大人11人、子供15人)

企画を開催した翌日に実施(初回のみ)

回収率41%(参加者22名中9名回答)

参加者と参加人数

アンケート

く子連れ飲み会のアンケート結果〉

大人も子供も楽しめた(100%)

開催日時(平日夜)は良かった(100%)

会費(大人4000円(フリードリンク込)、子供1,000円)はちょうど良かった(67%)、

高い(33%)

(会費が高かったと答えた場合)望ましい会費は、大人2,500円から3,000円、子供

500円程度

開催場所は良かった(100%)

フリードリンクは必要(88%)、不要(12%)

キッズスペースは良かった(100%)

子供の反応

ν おうちみたいだったと言っており楽しんだようだ

〉 次の日も同じことをやりたいと言っていた

} 子供が好きなメニューでしっかり夕食が食べられた

) 友達がいてキッズスペースにおもちゃがあり、楽しかったようだ

またやりたい(100%)

1
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働き方

くヒアリングの概要〉

共働きの母親の仕事と育児の両立の悩みや子供の年齢による違い、食事作りの状況、親

子食堂ニーズを把握する目的で独自に調査を行った。

主にフルタイム、パートは少なくとも2名

元フルタイム(いわゆるバリキャリ)で現在専業主婦1

名、元専業主婦で現在パート1名を含む

くヒアリング結果〉

1.仕事と育児の両立の状況や悩み、子供の年齢による違い

時間に追われる生活で心に余裕がない

〉 できるだけのことはしている。これ以上何をすれば楽になるか分からない。

子供と向き合うゆとりがなく、復職後のあまりの生活の質の低さに愕然とし

↑二

子供には「早く、早くコ としか言っていない気がする

週末は平日にできなかった家事や次の週のごはんの作り置きをしていて、週

休1日の気分

職場では気が抜けない

〉 復職した女性は部署に自分しかいないため、残業ができない人として職場で

浮いている気がする

) 定時までに仕事を終えるために必死で、仕事をしながら昼食を取っているこ

とがある

) (パートの場合)子育てを理由に曜日・時間を限定しているため、かえって

シフトを守るプレッシャーを感じており、職場で気は抜けない

人間関係が希薄

)悩みを共有するママ同士が助け合えれば良いが、仲良くなる余裕がない

今 保育園のママ同土は、送迎時に顔は合わせるが話かける暇がない

〉 子供が生まれてから、会社の上司・同僚が遠慮してしまい飲み会に誘われな

くミナよミっi;

)

〉

2

一61-

ヒアリング対象者 申請者の知人、友人の共働きの母親33名(子連れ飲み会参

加者を含む)

2013年9月～2014年2月

20代から40代(30代、40代が中心)

乳児12名、幼児28名、小学生13名、中学生2名

居住地 東京都中心

就業地 主に東京23区内か国分寺市近隣



子供が小学生になっても手が離れるわけではない

冫 下校時間が早い、学童は延長に対応していない、勉強のクセ付けや学校の悩

み事の相談等親の関わりが必要になる等、未就学児とは違った関わりが必要

になる

子供ができるから良いと思い、宿題を親が見ないで一人でやらせていたら読

めていた文キ革鼠めナよ(ナよっていた

子供を通じて学校の情報が来るため情報の精度の問題がある。保育園のママ

友がいると情報を補い合える

〉

冫

2.食事作りの状況

自 外食は極力控えて手作りをするように努めているが重荷に感じることがある

〉 毎朝早く起きて朝食を準備する時に夕食の分もまとめて作るようをごしている

が、ストレスに感じている

選末に作り置きをしている

同じ献立の繰り返しになりがちで、レトルト食品を使ったりしてやりくりし

ている

ファミリーレストランを利用することもあるが、子供に対して罪悪感がある

夕食を提供する保育園は人気があり、夕食を食べ終わる頃にお迎えに来ると

聞いた

〉

〉

)

)

3、親子食堂のニーズ

平日夜の夕食ニーズはある

〉 ちゃんとしたごはん(栄養バランスが良い、品数が揃っている、薄味)を外

で子供に食べさせられたら精神的に楽である

作り置きが切れたり、疲れてきたりする週の後手に、親子食堂のようなとこ

ろがあれば夕食作りをしなくてよくて気が楽になる

保育園へのお迎え後に立ち寄ることができる近場に食堂があれば、忙しい平

日の夜でも立ち寄ることができる

おしゃべりやお酒で気晴らしできる場が欲しい

冫 ママ友とのおしゃべりは日常の欠かせない気晴らしである

〉 親子食堂に同じママがいるとおしゃべりで気晴らしができて良い

} 子連れ飲み会は、飲ミニュケーションできる機会が減っていてストレスが溜

まっていたため、良い気晴らしになった

〉 子供が生まれてから、会社の上司・同僚が遠慮してしまい飲み会に誘われな

くナよっ↑二

〉 夫は気軽に飲み会に参加するが、自分は夫や親と予定を調整してからでない

冫

ン

3
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と飲み会に参加できないため、歓送迎会等の機会に限られてしまっている

〉 自分が飲み会に参加するために夫や親に協力してほしいとは言いにくい

〉 飲むことを自分に許したら子供にガミガミしなくなった

子供にも良い場所であることが重要である

〉 子連れ飲み会では、子供が楽しめるキッズスベース(があったのが良かった

〉 子連れ飲み会では、子供同士で遊ぶ等楽しそうに過ごしていたため、自分だ

けが楽をしたという罪悪感がなくて良かった

小学校の下校後、学童保育や習い事の合間に子供が立ち寄ったり、親と待ち

合わせたりできる場になったら理想的

自宅近くの立地でなければ日常的には行かない

〉 平日の夕食のために電車に乗ってわざわざ行くくらいなら家で頑張って作る

手ごろな値段設定が必要

〉 定食は800円程度が望ましい。1,000円以上だと行かない。自宅で作るかお惣

菜を買って帰り自宅で食べる

遅くなりすぎない時間帯が良い

〉 子連れ飲み会後は、お風呂入れと歯磨きだけで子洪を寝かせることができた。

翌日に響かない時間帯(20:00)に終わったのが良かった

同じ母親同士、共働きと専業主婦が知り合い、交流できる場となると望ましい

〉 共働きと専業主婦をあまり分けない方がいいのではないか。今は専業主婦で

も仕事の経験がないわけではない。出産や子持ちであることをきっかけに事

実上退職を迫られて専業主婦になっている人もけっこういる

冫 学校から帰宅した子供に「おかえり」 と言ってあげたい気持ちが強い。子育

てがひと段落したらまた働きたいと思っている

東日本大震災の時に子供を一緒に預かってもらった等、近所の専業主婦は共

働きの母親にとって頼れる存在

子供と同じ習い事に通っている子の親が専業主婦で同じマンション内に住ん

でおり、下校後クラスが始まるまで家で一緒に遊ばせてくれていて助かって

いる

〉

〉

ン

以上

1本、ブロック、塗り絵等、子供が遊んで過ごせる場所を用意した。

4
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参加者アンケート結果

2014年9月4日実施

参加者:大人15名、子ども15名

アンケート回答:13名

く場について〉

楽しかった、ぜひまた参加したい、次回も楽しみにしている

大人の会話が大切だと実感した

子連れでゆつくり外食はなかなかできない。子どもの遊び相手の方に感謝

仕事後、食事を作らず食べられる幸せを感じた

ぶんハピねつと等の地域情報をもらえだのも嬉しい。こうやって活動の範囲やつなが

りが増えていければ、もっと国分寺での生活やイベントなどの参加が楽しくなると実

感した

子どもはおもちゃやお姉さんと遊べて楽しそうだった

子どもは帰宅後も楽しかったと興奮していた。翌朝「また行きたい!」 と言っていた

お手伝いできることがあれば言ってほしい

今後は、プログラムの中に手作り市のようなものや、バザー感覚の企画もあれば楽し

そう

く参加者〉

・ 普段会えない、会えてもお話できない人と話す機会となり、多くの刺激を受けた

自分の子どもが通う保育園のママが多く、しかもお話してみたかった方ばかりだった

ので、人見知りの自分にはとても良かった

人数(大人15人、子ども15人)はちょうどよかった。場の雰囲気を維持するにはど

の規模が適切だろうか

まちに暮らす人が参加したこと、今後増えることは良いことである

)普段知り合う機会がない方と知り合えるのは嬉しい

冫 仕事でつながりがある人であることを後から発見した(意外なつながり)7,、
今後、回数を重ねていくとメンバーが固定して内輪だけの集まりにならないよう、誰

でも気軽に参加できる場にしていきたい

くプuグラム〉

平日夜、お迎え帰りの時間にイベントがあることはウェルカムである

参加者みんなで「いただきます」と言えたのは良かった

ミニトークで篠原さんの活動が聞けたのは良かった。前から気になっていたが話を聞

1
1
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く機会がなかった

篠原さんの話を聞いて、国分寺はいい街だと感じた参加者が多かったように思う

参加者が揃う前の時間の過ごし方は考えた方がよい

プログラムの流れは考え直してもいいかも知れない

〉 ミニトークが始まる時間帯はちょうど子どもが動き回る時間

〉 ママ同士の話が盛り上がっている時にミニトークが始まり、中断されてしまった

く食事〉

美味しかった

1歳児も十分食べられるメニューでよかった

量は持ち帰りができるくらい十分だった

子どもだけのワンプレートで出してもらえるとよかった

〉 一品ずつ出されたため、子どもが食べられるものがあるか、主食はあるか等が気

1{ニナよっ↑こ

メニューよりは食材について話をしてもらうと良いのではないか

〉 子どもに対して、食べることへの意識づけになる

〉 参加費に対する納得感にもつながる

遅れて参加する人向けに食事をとり置くべきだった

子ども椅子がないことは知っておきたかった

スタッフの食事は参加者と一緒でよかったのか

食事を出すタイミングについてはお店と打ち合わせておくべきだった

子供向けと大人向けを分けて用意してもらったのはありがたいが、子ども向けだけで

よいのではないか。大人向けはソースを別に用意してもらう程度で十分

くキッズスペース〉

子どもが楽しそうだった

思い思いに時間を過ごして、いい時間だったようである。まちのおやこテーブルの時

の制作物を大切にしている

場所見知り、人見知りが激しい子なので時間かかったが、子供だけのスペースがあっ

たことと、いつもの友達がいてくれたお陰で楽しそうだった

子どもにも意味のある時間、いい時間にするためにもう少し工夫ができるのではない

ち\

} 低月齢と高月齢はできることや遊び方が違う

〉 男の子は、お絵かき・塗り絵はすぐ飽きてしまっていた

〉 大人数の子どもに対して遊び相手が部屋の中でしてあげられる遊びは何か知りた

い

2
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) 子供向けにもテーマがあると良いのではないか

今回は同じ保育園の子ども同士ですぐに遊べたが、今後は初対面の子どものケアは何

らか必要になるのではないか

子どもの遊び相手との役割分担や人数の検討、事前の意識合わせは必要

〉 ママ達のほうへ子どもが行かないようにしたかったが、行ってしまい、遊びせ方

がまずかったのではないかと気になっている

〉 子どもの遊び相手の方との共通理解(やめなさいポイント等)があったとは思え

ない

) 2人の遊び相手役に加えて参加者1名が実質的に子どもの遊び相手をしていた

出したおもちやは片づけるといった社会性を身にっけるチャンスなので、ちゃんとし

た声掛けをした方がよい

キッズスペースの配置

〉 親が視界に入ると親の方に行ってしまうため、別の部屋は良かった

〉 子どもが低月齢のため、気になって何度も見に行ったため、親の視界に入る場所

にあるともっと良かったかもしれない

ブルーシートはあって良かったが広さが足りないくらいだった

〉 ブルーシートからはみ出してクレヨンが畳につぃてぃた

く開催場所〉?

広々としたお店のスペースは子どもが伸び伸びと過ごせて良かった

キッズルームを別にできた、しかも畳の部屋という環境は恵まれていた

トイレが店の外にあるため、子ども同士で出てしまい、中庭で遊んでしまっていた

く参加費〉

あれだけの場所を貸しきりにして料理が沢山あったことを思うと、親子で2500円は格

安だったと思う

カフェスローは食材、添加物において気を使っているので高いのは仕方ない。あの雰

囲気で食べられるなら文句なしと言いたいところだが、ドリンクが一杯でも付いた価

格なら助かった

今後は、場所を借りてケータリング、ドリンクは持ち込みというスタイルがフィット

するのではないか

ン ドリンク代が参加費と別だと結果的に高くついた印象がある

くその他運営面〉

主催者が子供連れで他のママ参加者と同じ目線であったことが良いと感じた

受付担当は必須(呼びかけ人が対応できていない)

3
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後片付けの流れ等、お店と詰めておいた方が良かった

ドリンクの支払いを最後にするのは、参加,人数が増えると難しくなるのではないか。

都度カウンターでキャッシュオンにできないか

写真撮影があることは受付で案内をしたと聞いたが、自分は聞いていない。参加者に

よっては気}こする人もいると思うので、きちんと案内をした方がいい

弘上

4
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様式第1号(市民活動団体提案事業)

平成27年度募集国分寺市提案型協働事業「提案書」

゛国分寺ボ

収受

平成 27年9月l1日

国分寺市長 井澤 邦夫 様

事務所の所在地 国分寺市東元町3-5-13

団 体 名 特定非営利

く

代表者氏名 中村

ポーター

次のとおり提案します。なお、会員名簿・担当者連. 承諾します。
ー

1 提案事業名

『中高層集合住宅の防災対策の普及・促進』に関する検討

事業(市内の中高層集合住宅の防災に係る課題の整理)

2 提案事業予算 244,530円

3 提案理由

中高層集合住宅の防災対策については、27年度協働事業として国分寺

市における中高層集合住宅の実態調査や先進自治体における取り組みの

調査・分析を実施したが、28午度はこれらの前提を踏まえて、前年度調

査内容を分析し、今後当市における中高層住宅の防災対策を進めるにあ

たって必要な諸条件の整理を行う。

27年度調査結果の分析により市内の中高層集合住宅において想定され

る被害等の傾向をまとめるとともに、当該住宅における防災対策を講じ

る上での前提条件について検討し整理する。

4 事業概要

(400字程度で記入

してください)

①27年度調査の成果を踏まえ、また、既往地震災害における中高層集.

合住宅の被害実態等を検討する。

②当市の中高層集合住宅の特徴や地域社会との関係などを考慮し、今

後の防災対策の方向性を検討する。

-g4-
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採民弟2号4(市民活動昶体提案事業)

団俸名 tPO法人 くら1-の安全安心ザポーター

1 事業目的

(①解決する

社会間題,②

事業の対象,

③何を実施す

るか,④到達

点 を記ノ\、し

てください)

①地域社会における住宅問題を中心とした防災上の社会問題について、②市
内の中高層集合住宅及び住棟管理者・居住者等を対象に、③防災対策の課題を
整理することにより、④今後における中嵩層集合住宅に係る防災施策の検討に
寄与する。

国分寺市の中高層集合住宅の特徴と想定される地震被害等及び防災対策の方
向性

2 事業向容

(当該事業で

具体的に何を

行うか記入し

て( ↑こ さ

い。)

・27年度調査の成果を踏まえ、当市の中高層集合住宅の特徴と地域゛社会との
闘係を整理する。

・阪神淡路大震災及び東日本大震災において被災した中高層集合住宅の被害
実態等を文献調査し、被害内容とその影響について傾向を分析する。

これらを通じて、本市における当該住宅で想定される防災上の諸間題お
よび防災対策の方向性を検討する。

114月 1契約締結、担当課との事業計画協議(調整・決定)
害の特徴整理

臣こ竺?七〒竺蘂害における被害実態の調査・分析
トq

3 事業計画P,匡=デ1=テピ?
案(事業の実 問題検討

施スケジューL吟q 1

fi,t%9y\ゝ' tLと三」ノゾよよ〒竺鑓ヤ向性検討
ください) F,→?「a*ra果の整理・まとめ

枦弓
腔q
3月

(報告書作成)

1
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様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名 椙0″しの 一・゛・廿ボー ー

4 事業の対象 ・国分寺市内の中高層集合住宅

(地域、対象者、対象総「・4,710棟の非木造の住宅・アバート(平成24年時点)のうち中高層集

人数等を具・体的に) 合住宅(4階建以上の共同住棟)の゜居住者及び管理者

5 事業の実施場所1・整理・検討と検討結果の報告書作成 一NPO事務所

6 役割分担

(具体的に)

く提案団体が担う役割〉

・中高層住宅の防災上の諸問題、防災対策の方向性を検討し、提案する。

・報告書の作成

く市が担う役割〉

・中高層住宅の防災上の諸問題、防災対策の方向性の提案の検討(調整)

・報告書の作成に係る調整
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7 成果指標等 ・中高層集合住宅における防災対策の明確化

(事業成功のポイン ・今後の課題となる防災マニュアル作成や地域防災計画～の中高層集合

トや,目標) 住宅の位置づけの方向付け

8 市と協働する意

義及び必要性,協

働による相乗効果

当NPOの目的とする災害等からの市民生活の安全安心の確保は、市の

防災対策と共通する。本協働事業は市の防災対策の推進にとって不可欠

なプロセスモあり、また今後、中高層集合住宅の防災普及にとってNPOと

1市が連携して対応できる共通の基盤が形成できる。

:9 事業実施後の展

 開(事業終了後ど

のような展望がある

か)

○当即0として、増大する中高層住宅の実態に即した居住者向け防災講

習会等の啓発、防災対策の普及活動が可能になる。

10市は、国分寺市の実態を踏まえ、中高層住宅の管理者あるいは居゜住者を

 対象とした具体的な防災啓発、及び必要に応じて対策の普及支援施策

・ の実施が可能になる。また災害時における(地域防災計両の)応急対

策の充実を図ることができる。



様式第3号

(市民活動団体提案事業)

団体名NPO法人くらしの安全安心サポーター

提案事業収支予算書

(収入の部)

(支出の部)

区分 I 摘要
1

(人件費)
180,000円

国分寺市の中高層集合住宅の

特徴と想定される地震被害等

の整理

180,000円

・「既往地震における中高層集合住宅の被害

事例の調査・分析(文献等の調査)」 :

@2, 500x8hx3人=60, 000

・国分寺市の中高層住宅の特徴:

@2,500x3hx2人= 15, 00 ),

・地域社会との関係整理:

@2, 500x3h x2人= 15,000 ,

・想定される防災上の諸課題:

@2,5oox6hx2人=30, 000、

・防災対策の方向性:

2,500X6hX2人=30, 000、

・検討結果の整理・まとめ:

@2,500X6hX2人=30,000

(消耗品費) 30,000円
事務用品費:5,0001 ・文献(書籍、報

告論文)購入費 25, 000
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区分 予算額 摘要

委託金 244,530円

-ニ一一」一 一 一
1 244,530円



QQ-

(印刷製本費)
12,300円

・コピー用紙(A4版): @500(500枚)

X4=2,0001 ・コピー機インク:@4,500(4

色)×lセットー↓,500、・ファイル(薄紙、

ハード):@150X20部十@400X7部=

5,800,

直接経費計 222,300円

(諸経費) 22,230円

合計 244,530円



様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。

1
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団体の名称 (フリカ゛ナ)トクデイヒエイリカット゛ウホウシ゛ン クラシノアン1゛ンアンシンザホ゜ーター

特定非営利活動法人 くらしの安全安心サポーター

所在地 〒 185-0022

国分寺市東元町3-5-13

設立年月日 平成19年 12 月 l3日

正会員数 14 人・ 団体 年会費 3,000円
(内国分寺市民 11 人)

会員の状況  年会費 3,000円

賛助会員数 人

団体

年会費

活動目的 広く一般市民を対象として、「住まいとまちの安全・安心」を目指して啓発

活動を推進すると共に、住まいとまち(地域社会)の防災対策、防犯対策、

バリアフリー化に取り組み、広く地域住民の安全・安心なくらしづくりに貢

献することを目的とする。

活動内容・活動実

績

.(既に協働による委託

事業等の実績がある

1 場合には、委託事業

・ 名、委託契約先名、

: 委託時期を記人して

1 下さい。) ゛

・ 防災対策事業 木造住宅の耐震相談、家具転倒防止器具の設置及び相談

火災警報器の販売及び設置、

・ 防犯対策事業 相談及び防犯対策工事

り バリアフリー化事業 相談及び手すりなど設置

・ 国分寺市耐震診断士創設に係る診断士の養成・認定事業

・ 平成21年4月l日～平成23年3月3l日 契約先:国分寺市

・ 木造住宅耐震診断士による地域耐震講習会の推進事業

. 平成23年4月1日～平成24年3月31日 契約先:国分寺市

・ 「国分寺市家具転倒防止器具助成事業」に係る器具取り付け作業委託

平成21年5月8日～平成24年3月3l目 契約先:国分寺市

ホームページ :www.anan-spt.com

担当者連絡先 氏名■■■■■■■ (役職)■■■■―
住所

電話■■■■■■■■■ FAX■■■■■■■■
Eメールmmi園■■■■■■■



特定非営利活醜法,( くらしの安全安心サポーター 定款

第1章総則

(名称)

第1条 ごの法人は、待走非営利活動法人くらしの安全安心サポーターという。

(事務所)

第2条 この法人は、主たる事務所を東京都国分寺市東元町三丁目5番13号に置く。

(目 的)

第3条 この法人は、広く一般市民を対象として、?「住まいとまちの安全・安心」を

目指して啓発活動を推進するとともに、住まいとまち(地域社会)の防災対策、

防犯対策、バリアフリー化に取り組み、広く地域住民の安全・安心なくらしづ

くりに貢献することを目的とする。

(特定非営利活動の種類)

第4条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営利活動を行う。

(1)保険、医療又は福祉の増進を図る活動

(2)社会教育の推進を図る活動

(3)まちづくりの推進を図る活動

(4)地域安全活動

(5)前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は

援助の活動

(事業の種類)

第5条 この法人は、第3条の目的を達成するため、特定非営利活動に係る事業とし

て、次の事業゛を行う。

(1) 「住まいとまちの安全・安心」に関する市民啓発事業

(2)防災対策事業(災害危険の低減化)

(3)防犯対策事業

(4)バリアフリー化事業

第2章会員

(穏別)

第6条.この法人の会員は、次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法(以

下「法」 という。)上の社員とする。

(1)正会員この法人の目的に賛同して人会した個人及び団体
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(2)賛助会員 この法尺の目的に賛同し事業を賛助するために人会した個人
及び団体

(入会)

第7条 会員の人,会について、特に条件は定めない,,

2 会員として入会l-ようとするものは、理事長が別に定めろ人会申込書に二上
(1)、理事長に申し込むものとする。

3 理事二長は、′前項の申し込みがあったとき、正当な理由がない限り、入会を
認めなければならない,1,

4 理事長は、第2項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付し
た書面をもって本人にその旨を通知しな}ナればfk,%らない。.

(入会金及び会費)

第8条 会員は、総会において別に定める入会金及び会費を納,入しなければならない。

(会員の資格の喪失)

笥9条 会員が次の各号の一 に該当する場合には、その資格を喪失ずる。
(L)退会届の提出をヒたとき,,

a1

(2)本人が.死Cし、若しくは失そう宣告を受げ、又は会員である団体が消滅
したとき。.

(3)継続し,て1年以上会費を滞納l-たとき.?2

(4)除名されたとき。

(退会)

第10条 会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会する二
とができる。

(醸名)

第1l条 会員が次の各号の一に該当ずる場合には、総会の議決により、これを除名す
ることができる。

(1)この定款に違反したとき。

(2)この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をし.たとき。,

2 前項の規定により会員を除名しようとする場合は、議決の前に当該会員に弁
明の機会を与えなければならない。

(拠出金晶の不返還)

第12条 既に納入した入会金、会費その他の拠出金品は、返還しない。
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第3章役員

(種別及び定数)

第t3条 この法人に、次の役員を置く。

 l)理事3人以上10人以内

(2〉莞事1人以一ヒ2人以内

゛〉
一
理事のうち1人を理事長、2人以.上4人以内を副理事長とずる,.

(選任等)

第14条 理事及び監事は、総会において選任する。

2 理事長及び副理事長は、理事の互選とずる...

3 役員のうちには、それぞれの役員につ1・て、その配偶者若しくは三親゛等以

内の親族が1人を超えて含よれ、又は当該役員並びにその妃偶者及び三親等

以内の親族が役員の総数の3分の1を超えて吉まれ、ることになってはならな

い,

4 法第20条各君一のいずれかに該当する者は、二の法人の役員になることがで

きないう

5 監事は、理事又はこσ)法人の職員を誼ねではならない。

(職務)

第15条 理事長は、こσ)法人一を代表し、その業務を総理する。

2 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるとき又は理事長が欠け

たときは、理事長があらかじめ指名した順序によって、その職務を代.行する、、

3 理事は、理事会を構成し、二の定款の定め及び総会または理事会の議決に

基-5き、この法人の業務を執行する,,

4 監事は、次に掲げる職務を行う。

(1)理事の業務執行の状況を監査すること。
;
1
,

(2)この法人の財産の状況を監査すること,
1
1
自

(3)前2号の規定による監査の結果、この法人の業務レは財産に関し不正σ)
行為又は法令若しくは定款に違反ずる重大な事実があることを発見した

場合には、これを総会又は所轄庁に報告する二と。

(4)前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。

(5)理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見

を述べること。

(任期等)

第16条 役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 補欠のため、又は増員により就任し,た役,員の・任期は、それぞれの前任者又
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ぱ現任者の任期の残存期間とする。

3 役員は、辞任又ぱ任期満了後においても、後任者が就任するまでは、そ(/)

職務を行わなければならない、

(欠員補充)

第I7粂 理事又は監事σ),うち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、遅滞

なくこれを補充しなければならない,

ξ解任)

第18条 役員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議決により、これを解任す

ることができる,

ζl)心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。

(2)職務Eの義務違反その他役員としてふざ才)しくない行為があったとき。.

2 前項の規定によv)役員を解任しようどする場合は、議決の前に当該役j,に

弁明の機会を与えなければならない,.,

(報捌等)

第i9条 役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬を受けることができる,,

2 役員には、ぞの職務を執行するために要し、た費用を弁償することができる.,

3 前2項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める,

第4章会議

(種別〉

第20条 この法人の会議は、総会及び理事会の2種とする。

2 総会ぱ、通常総会及?び臨時総会とする。

(総会の構成)

第21条 総会は、正会員をもって構成する。

(総会0権能)

第22条 総会は、以下の事項について議決する。

(1)定款の変更

(2)解散及び合併

(3)会員の除名

(4)事業計画及び収支予算艙びにその変更

(5)事業報告及び収支決算

(6)役員の選任又は解任、職務及び報酬

(7)入会金及び会費の額

(8)借入金(その事業年度内の収人をもって償還する短期借人金を除く。第
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49条において同じ。)

(9)新たな義務の負担及び権利の放棄

(10)解散における残余財産の帰属

 LDその他運営に関する重要事項

(総会0開催)

第23条 通゛辞゛総会は、毎年1回開催する.、

2 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する,

ζ1冫理事会が,Z・要と認め、招集の請求をi-たとき。

(2)正会員総数の5分σ)1以上から会議σ)目的を記載した書面により招集の

諧求があったとき。

(3)監事が第15条第4項第4号の規定に基づいて招集するとき。

(総会0招集)

第24粂 総会は.,前条第2項第3号の場合を除いて、理事長が梧集する,、

2 理事長は、前条.第2項第1号及び第2号の規定による請求があったときぱ、

その日から30口以内に臨時総会を招集しなけ.ればならない。

3 総会を招集ずる場合には、会議の目蒔、場所、目的及び審議事項を記載し

た書面により、開催の日の少なくとも5日前までに通知しなければならない。?1

、.、1d1

(総会の議長)

第25粂 総会の議長は、その総会に出席した正会員の中か1選出する。

(総会の定足数)

第26条総会は、正会員総数Q2分の1以上の出席がなければ開会することはできない,
l

/
(総会の議決)

第27条 総会における議決事項ぱ、第24条第3項の規定によってあらが七め通知した

事項とする。

2 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数

をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる、、

(総会での表決権等)

第28条 各正会員の表決権は平等なものとするっ
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2 やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知さ
れた事項について、書面をもって表決し、叉は他の正会員を代理人として表
決を委任することができる。

3 前項の規定により表決した正会員は、前2条及び次条第1項の規定の適用
に一ついてぱ出席[,たものとみなす。

4 総会の議決について、持別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決
に加わることができない,,

ξ総会の議事緑)

第29条 総会の?議事に一ついては、次の事項を記載した議事録を作成しなをすればならむ

Iハ.,

(L)日詩及び場所

(2.)正会員?総数及び出席者数(書前表決者又は表決委任者がある場合1こあ・)

ては、その数を付記すること,,)

(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録にぱ、議長及び総会において選任された議事録署名人2名が、記名

押印又は署名しなければならない。′

ζ理事会の構.成)

第30条 理事会は、理事をもって構成する、,

(理事会0権能) 一一一一-へ～..

i?N第31条 理事会は、この定款に別に定める事項のほか、次の事項?翫決する。
(1)総会に付議すべき事項

(2)総会の議決し、た事項の執行に関する事項

(3〉その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項

(理事会の開催)

第32条 理事会は、次に掲げる場合に開催する。

(1)理事長が必要と認めたとき。

(2〉理事総数の2分の1以上から理事会の目的である事項を記載した書面に

より招集の請求があったとき。

(理事会の招集)

第33条 理事会は、理事長が招集する。

2 理事長は、前条第2号の規定による請求があったときは、その日から14

日以内に理事会を招集しなければならない。
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3 理事会を招集するときは、会議の円時、場所、目的及び審議事項を記載し
た書面により、開催の日の少なくと・ち5 tr3前までに通知しなければならな
い。

(理事会め議長)

第34条 理事会の議長は、理事長がこれに漆,,たる。

(理事会の議決)

第35条 理事会における議決事項は、第33条第3項の規定によってあらかじめ通知し
た事項とする、,

2 理事会の議事{よ、理事総数の過半敷をもって決し、可否同数のときは、議
長の決するところによる。

ψ
赤
譬

(理事会の表決権等)

第36粂 各理事の表決権は、乎等なものとする。
2 やむを得ない理由のため理事会警こ出席できない理事は、あらかじめ通知さ
れた事項について書面をもって表決することができる。
3 前項の規定により表決した理事は、前条及び次条第1項の適用については、
理事会に出席したものとみなす一,

4.理事会の議決について、特別の利害閏係を有する理事は、その議事の議決
に加わることができない。

b?

(理事会の議事録)

第37粂 理事会の議事についてぱ、次の事項を記載した議事録を・作成し7.+ければなら
ない。

(1)日時及び場所

(2)理事総数、出席者数及び出席者氏名(書面表決者にあ～)ては、その旨を
書

付記すること。)
リ
1

(3)審議事項
・
t
1
1
―
?
◆
,
句
鴫
噛
も
I

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人が記
名押印又は署名しなければならない。

第5章資産

(責産の構成)

第38条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。
(1)設立当初の財産目録に記載された資産
(2)人会金及び会費
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(3)寄付金品

(4)財産から生じる収人

(5)一事業に伴うⅡ叉人

(6)その他の収入

ζ資産の区゛分)

第39条 この法人の資産は、特定非営利活動に係る事業に関する資産とする,

(資産O管理)

第40条 二の法人の資産は、理事長が管理し、そ.の方法(ま、総会の議決を経て、理審

長が別に宝める,2

第6章会計

(会計σ)原刷)

第4l条この法人の会計ぱ、法第27条各号に掲げる原則に従って行わなければならない。

(会計の区分〉

゜第・12条 この法人の会計は、持定非営利活動{こ係る事業会゛計のみとする。

(事業年度)

第43条 この法人の事業竿度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(事業計画及び予算)

第44条 この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算は、毎事業年度ごとに理事長が

作成し、総会の議.決を経なければならない。

(暫定予算) !I゛
!

第45条 前条の規定にかかわらず、やむを得ない理由により予算が成立し,ないときは、

理事長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収

入支出することができる。

2 前項の収入支出は、新たに成立した予算σ)収入支出とみなす。

(予備費)

第46条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることがで

きる。

2 .予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。
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(予算0追泪及び更正〉

第47粂 予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予

算の追加又は更正をすることができる,、

(事業報告及び決算)

第48条 この法人の事瑛報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書等決算に関す

る書類は、毎事業年度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受け、

1総会の議決を経なげればならない、3

2 因算上剰余金を生じたとき{ま、次事業年度に.操り越す・らのとする,

(臨機の措置)

第49条予算をもって定めるもののほか、借入金の借,λ5れその他新たな義務の負担を1-,、

又は権利の放棄をしようとするときは、総会の議決を経なければならtcい.,

第7章定款0変更、解散及び合併
(定款の変更)

第50条 この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の4分の

3以上の多数による議決を経、かつ、法第25条第3項に規定する軽微な事項を

除いて所轄庁の認証を得なければならない、,

(解散)

第51粂 二の法人は、次に掲げる事向によつ解散する。

(L)総会の決議

(2)目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能 ゛

(3)正会員の欠亡

(4)合併

(5)破産手続開始の決定

(6)所轄庁による設立の認証の取消し

2 前項第1号の事由によリこの法人がJfflするときは、正会員総数の4分の
3以上の承諾を得なければならなlt〈。

3 第1項第2号の事由により解散すると.きは、所轄庁の認定を得なけれ(イな.

らない。

(残余財産の帰凰)

第52条 この法人が解散(合併又は破産手続開始の決定による解散を除くっ)したと

きに残存する財産は、法第11条3項に掲げる者のうち、総会において議決した

者に譲渡するものとする。
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(合絣)

第53条 この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の4分の3以

Eの議決を経、かつ、所轄庁の認証を得なければならない。

第8章公告0方法

(公告の方法)

第54条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して

行う。

第9章事務烏

(事務烏の設置)

第55条 この法人に、二の法ノ(の事務を処理するため、事務局を設置する。

2 事務局には、事拐崗長及び必要な職員を置く,

〔職員の荘免)

第56条 事務局長及び職員の任免は、理事長が行う。
九

(組織及び運営)

第57条事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、理事長が別

に定める。

第10章雑剣

(細剣)

第58条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長がこれ

を定める。

酎劃

1 この定款は、この法人の成立の日から施行する。

2 この法人の設立当初の役員は、別表のとおりとする。

3 この法人の設立当初の役員の任期は、第16条第1項の規定にかがわらず、この法
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平成26年度 特定非営利活動に係る事業会計収支決算書
平成26年4月1日から平成27年3月3l日

特定非営利活動法人

くらしの安全安心サポーター
単位:円

(経常収支の部)
Ⅰ 経常収人の部

1.会費収入
入会金収入
会費収入

2.事業収入
①ボ民啓発事業収入
②防災対策寥業収人
③防犯対策事業収入
④バリアフリー化事業収入
 堤案型協働事業収入
 国分寺ボ委託事業収入

3.補助金等収入
4.寄付金収人
5.その池収入

利息収入
保険金還付金

経常収入合計(A)
経常支出の部
1.事業費

①市民啓発事業費
②防災対策事業費
③防犯対策事稟費
④バリアフリー化事業費
 提案型協働事業費
 国分寺ボ委託事業費

2.管理費支出
給料手当

水道光熱費
什器備品費
保険料
事務所家賃
消耗品費
通信運搬費
印刷製本費(コピー)(リーフレット)
旅費交通費
支払手数料
会議費
決算(税理士)
租税公諜
雑費

Ⅱ

科旦

?―)

一
i
諷

ド
」

30,000

24,000

18

54,018

15,645

6,874

10,703

金額"

蔓,を竪

I
-

1

経常支出合計(B)
経常収支差額(A) - (B) = (C)

Ⅲその池資金収入の部 (D)
Ⅳその他資金支出の部 (E)
当期収支差額(C) + (D) - (E) = (F)
前期繰越収支差額((,)
次期繰越収支差額(F) + (G)

(正味財産増減の部)
v正味財産増加の部

1.資産増加額
当期収支差額(再掲)

2.負債減少額

増加額合計
Ⅵ正味財産減少の部

1.資産減少額

当期収支差額(再掲)(マイナスの場合)
減価償却費

2.負債増加額

減少額合計
当期正味財産増加額または減少額

前期繰越正味財産
当期正味財産含逍

135,591

1
1
象
t
1
1

し

1
―
竪
-

1
1
1

O1

01
地四司
l亦竪出

01
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平成27年度.特定非営利活動に係る事業会計収支予算書
平成27年4月1日から平成28年3月31日

特に非営利活動法人

くらしの安全安心サポーター
単位:円

再目 蚕冒
1

Ⅰ

a

常収支の2.

経常収入の部
1.会費収入

入会金収入

会費収入
2.事業収入

①ボ民啓発事業収人
②防災対策事業収人
③防犯対策事業収入
④バリアフリー化事業収人

3.提案型協働事稟
4.寄付金収入
5.その池収入

利息収入
保険金還付金

経常収人合計(A)
経常支出の部
1.事業費

①ボ民啓発事業費
②防災対策事業費
③防犯対策事業費
④バリアフリー化事業費
 提案型絡働事業

2.管理費支出
給料手当

水道光熱費

什器備品費
保険料

事務所家賃
消耗品費
通信運搬費

印刷製本費(コピー〉(リーフレット〉
旅費交通費
支払手数料
会議費
広報費(ホームベージ)
決算
租税公諜
維費

3,000

42,000

120,000

200,000

100,000

100,000

561,587

go,ooo

L50,0曲

70,000

70,000

500.000

50,000

5.(1)O

10,000

10,000

60,000

10,000

20,000

40,000

(0,αX}

5,000

5,000

10,000

10,叩O

5,000

45,000

1,081,587

800,000

250,000

1
S
』
吻
- t,126,587i

経常支出合計(B)
経常収支差額(A) - (B) = (C)

Ⅲその他資金収入の部 (D)
Ⅳその他資金支出の部 (E)
当期収支是額(C) + (o) - (E) = (F)
前期繰越収支差額(G)
次期繰越収支差額(F) + (G)

(正味財産増減の部)
V正味財産増加の部

1.資産増加額
占期収支差額(再掲)

2.負債減少額
増加額合計

Ⅵ正味財産減少の部
1.資産減少額

当期収支差額(再掲)(マイナスの場合)
減価償却費

2.負債増加額

減少額合計
当期正味財産増加額または減少額

前期繰越正味財産
当期正味財産合計

1謁、387

0

0

O

1

声
ゝ
ゝ
町

r
ゝ
゛
゛

l
〔
l

1,050,0001

01

O??

3(5871

σ
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贋栗
27.9.11

収受

平成27年9月11日

様式第1号(市民活動団体提案事業)
転
r

平成27年度募集国分寺市提案型協働事業「提案書」

国分寺市長 様

事務所の所在地 東京都国分寺市西恋ケ窪3-3-15-105

団 体 名 NPO法人ArrowArrow
ー

代表者氏名 三木 由香里

、一ぐ′

次のとおり提案します。なお、会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承諾エ1

1 提案事業名 ママインターン事業

2 提案事業予算 1,14l,681円(税込)(うち委託金1, 061, 681円)

3 提案理由

①現状と課題:

厚生労働省の調査によると、平成22年に出産した母親が出産前後に

仕事を辞めた割合は54.l%。そのうち仕事を辞めた理由で「仕事を

続けたかったが、両立が難しいのでやめた」が35.3%となっている。

また、日経ウーマンオンラインの調査では、子育てと仕事の両立と

再就職を希望する女性の68.0%が仕事と子育ての両立のイメー゛ジ

がっかず、不安を抱えているという数値も出ている。

-度離職した女性は、家事育児と両立することの難しさを痛感した

うえで、ブランクを感じ自信喪失してしまうケースや、希望するよ

うな勤務先や保育先が見つからないといった理由によって、働きた

くても働くことができず一歩が踏み出せない状況。

平成26年度の「ママインターン」事業で参加した該当女性たちから

のアンケートより子育て中の女性が参加した理由が「再就職しよう

と思っているから」「仕事と子育てを両立する方法を知りたかったか

ら」という想いを持ちながらも現実は「子どもを預ける場所がない」

「自分のスキルや経験を活かせる仕事があるかわからない」「自分の

勤務希望に合う仕事があるかわからない」 という理由で今まで動け

ていなかった課題が浮き彫りになった。

②対策:

自分にスキルや経験があったとしても子育てを経た時間によって

「ブランク」 と感じてしまうことから、自信喪失している女性が多

いため、実際に自分が得てきたスキルや経験を自身で再認識しても
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く目的〉

女性が働く事への自信を取り戻し、再就職までのステップを具体化して

いくことで女性が働く選択肢を増やしていくこと。

く対象〉

結婚・妊娠・出産を機に離職しているが働きたいと思っている女性

く内容〉

再就職に挑戦したいが自信が持てず行動に移せない女性に対して、′不安

を払拭する為のカリキュラムを実施。対象女性は複数回の講義を託児付

きで実施し、定期的に子どもと離れた環境を体験することからスタート

する。講義内容はより復帰後に活きてくるよう各企業や組織の実践的な
4 事業概要

(4 0 0' ;;iて記入IWM tZ k 'f) %flA,,r 1,v゛: Jllz.o -t (D :ff. & .a i-'v二,a-jma ff. a. e. r-でて
ーションし、その他企業や組織が求める実務を通して就業体験をおこな

してください)
う。また、対象女性は就業体験までに自身で託児場所を探し整えること

にチャレンジしてもらう。このアクションによってママインターン終了

後に再就職に向けて動いていくイメージを掴む。受講生自身のキャリア

への肯定感を醸成し、実際に託児する環境を自らアクションして準備す

ることで、再就職への具体的行動を起こせる女性を増やしていく。

く実施場所〉

国分寺市内のセミナー会場及び国分寺市のNPO団体等

〈成果指標〉

講義受講生:20名×2期=40名、受講生の成果発表会の参加者=50名、

再就職に挑戦する受講生10名
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らい自信を回復させることが必要

・ また平成26年度「ママインターン事業」より参加した女性のその後

で実際にこどもを預ける場所が見つからなかったということで再就

職を断念したケースもあったため、今回は就業体験までに参加者白

身で託児場所を探し調整するアクションを取り入れ、より具体的な

再就職への一歩を促す。

・ ライフイベントを抱える女性を活用するには、フルタイムでの復帰

という今までの働き方ではなく、週3日や短い時間でも成果を出す

二との出来る、新しい働き方が必要となる。本提案ブロジェクトを

実施することにより、短い時間でも働くことで成果を出し成功本験

を積んだ女性の再就職へのステップを構築していきたい。

・ また、受入企業や組織側も、週5日8時間のフルタイムでなくても

働くことができる環境を社内に組み込むことで様々な働き方が可能

な企業形態を増やし、新しい雇用創出への一歩をつくっていく。



様式第2号一I(市民活動団体提案事業)

団体名 NPO法人ArrosvArrow

1 事業目的

(①解決する社会

問題,②事業の対

象,③何を実施する

か,④到達点 を記

入しでください)

2 事業内容

(当該事業で具

体的に何を行う

か記入してくだ

さい。)

①女性の再就職、潜在的労働力の発掘

②キャリアの再構築に自信を持てず、再就職に不安を感じている女性

③キャリアに対する肯定感を高める講義とワークショップ、就業体験を実

施。託児付きの講義参加から始まり、インターンまでに自分自身で託児

先を見つけ調整することを対象者にはチャレンジしてもらう。そのアク

ションの上でインターンを実施することで、子どもと離れる時間の体験

とブランク意識からの脱却、その後の再就職に向けての具体的必要事項

のステップをふみ、再就職への不安を払拭していく。

④肯定感を高めて、再就職に踏み出した女性、講義の中で学んだことを成

果発表する。最初は不安を抱えていた女性が、不安を払拭し、行動した

プロセスを伝えることで、参加した女性自身がロールモデルとなってい

くこと、ひいては国分寺市内の地域雇用を構築していく。

平成26年度「ママインターン事業」を展開した中で参加女性からは「働く

ことに自信が持てた」「働きたいという気持ちが強くなった」「子どもを碩

けて働くことに関する不安がi威った」 という声がアンケートの大多数を占

めた中、実際に働く上では子どもを預ける場所が無ければ働くことへ踏み

出すことができないという課題が残った。

今回のママインターン事業では実際の就業体験までに子どもの託児先を自

分で探し調整、手配をするという具体的アクションをお二なった上でイン

ターンに参加してもらうというチャレンジを設けた。座学講義の最?終日に、

当法人より国分寺市内一時保育可能な保育園の一覧リストを共有、国分寺

市ファミリーサポート、子育てシェアのAsMama1ベビーシッター業のスマ

ートシッターなど託児可能サービスの紹介をする。場合によっては各サー

ビスの担当者にそれぞれのサービスの登録や利用方法などを案内してもら

う。参加者各自が託児についていつまでに何をやるべきかアクションプラ

ンをつくることをおこなうことで、就業体験までに託児を準備することの

イメージを掴み実行にうつってもらう。このような活動を含めることで、

参加した女性が今回のママインターン参加後に再就職へのステップがより

具体的に描き行動できると考えている。

[プログラム内容コ様々な形で「仕事と子育ての両立」を実現している先

輩女性の話を聴き、選択肢を拡げる講義の開催。実際に企業.が抱える課題

をケーススタディとし、自分がどう課題を解決するか考えるワークショッ

プを体験。地域の企業・NPOへの合計2日間にわたる就業体験を経験してい

くことで再就職することを具体的にイメージし行動する。託児付きの講義

から始まり、実際の就業体験までに自身の子どもの託児場所を探し手配す

ることによって、ママインターン終了後害際に再就職する際にも動ける環

境の構築を成し、子どもと離れる時間の体験から具体化する再就職へのス

テップアップを自らの行動で起こしていく。
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講義実施時期:平成28年9月から2期に分けて講義を実施

講義受講生 :20名×2期=40名

講義実施場所:国分寺市内の会場、NPOや企業での実習(半日から1日程度)

講義実施日時:3時間程度の講義×3回(約1ケ月の講義)

半日程度のフィールドワーク×2回

:講義中のみ イベント託児実施先(会場手配は市に依頼)託児先

3 事業計画案

(事業の実施ス

ケジュールを記

人してください)

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2月

3月

契約締結、隋働の詳細打ち合わせ

ママインターン説明会参加者募集・受人企業/NPOの募集

ママイシターン説明会開催

ママインターン参加女性の募集

受人企業/NPOとの打ち合わせ

ママインターン第1期生 候補者の選定・受人先の選定

第1期生マッチング

ママインターン第2期生 候補者の選定

ママインターン第1期生の実施

第2期生マッチング

第1期生フォローアップ研修の実施

ママインターン第2期生の実施

第2期生フォローアップ研修の実施

成果発表準備

成果発表
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様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名 NPO法人ArrosvArrow

4 事業の対象

(地域、対象者、対象

総人数等を具体的に)

国分寺市内の結婚・妊娠・出産を機に離職してしまったが再就職を希望

している女性を対象として実施する。対象総人数:40人

5 事業の実施場所
F
 
Z

受入先企業 :国分寺市内企業・NPO法人等

講義実施場所:国分寺市内の会議室等(託児も出来る場所)

く提案団体が担う役割〉

● 再就職希望女性のメンター

● 受人先企業と託児場所とのマッチング・コーディネート

● 成果発表会の企画・広報・運営

※らぶんじの運営事務局や商店街振興事業のメンバーにも励力を

仰ぎ、広報活動に力を入れていく

● 成果報告資料の作成。

く市が担う役割〉

● 告知・募集・広報のサポート

゛1● 講義実施の際の託児の手配

ママインターン説明会・企業説明会としての会場提供(こくぶんじ

市民交流センター等、公共施設)

● 国分寺市内の企業紹介

※作成した各種(案)について両者協議のうえ内容を確定する。

l.ママインターン説明会時にヒアリングした不安や自信喪失が本事業

をきっかけに自信に変化していること。
7 成果指標等

(事′門孟賜゜;奈イ,l″ 雪5Yで′涜テ竺!竺吉〒層夛?″111″4“057′
ションをおこなう変化が見られること

トや,目標)
3.託児場所や企業など社会とのっながりを再認識し、本事業以降再就

職ヘステップアップする女性が増加すること。

平成27年度8月に成立した「女性活躍推進法」が民間企業に行動計画

の策定や公表を義務づけることになり、地域の企業においても女性就労

支援がより活性化されることが想定される。加えて市の総合計画にも経

済施策と雇用創出といった重点施策として季げられているように、国分

寺市内の企業や団体においても新しい雇用・女性の就労を創出していく

ことが必要になってくる。そのためには子育て中の女性活用・女性雇用

を発展させていくことは必須である。この事業を協働するこどによっ

て、国分寺市内の企業や組織の新しい雇用の創出、女性雇用の創出だけ

に留まらず、国分寺市内の世帯収入が増加する流れを呼び込み、ひいて

は「子育てしやすいまち、住み続けたいまち」として人口増加に寄与す

るものと考える。

6 役割分担

(具体的に)

●

8 市と協働する意

義及び必要性,協

働による相乗効果
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本事,業を実施すること働くことについて肯定感を持った女性が再雇用

への自信をつけ、託児について行動をとった上で再就職へのステップを

9 事業実施後の展1ふむと共に、短時間勤務者を雇用して新しい雇用体系を身にっけた企

開(事業終了後どの1業・会社・組織が増加し、国分寺市内で新しい雇用が自活的に増えてい

ような展望があるか)1くこと。

このサイクルができることで、本事業を継続的に実施していくための多

様な財源確保策を検討していく。

団体名 NPO法人ArrowArrow様式第3号

(市民活動団体提案事業)

提案事業収支予算書

(収入の部)

1
(支出の部)

1

1
-109-

区分 予算額 摘要

委託金 1,06L,681円

ママインターン参加費
 ×イ/ターノ夕加者負担

80.000円 (。2,。。。」、4oえ)

合計 1,141,681円

区分 予算額 1 摘要

l.人件費 (623,783円)1
l)プロジェクトデザイン 53,300円

A:10時間 C:16時間 D:10

時間

2)ママインターン実施 488,383円
A:144-3時間 C:l66.1時間

D:63.1時間

3)事業報告書の作成 82,100円

320,000円

A:10時間 C:40時間 D:lO

時間

2.報酬費

託児費の謝iL金{(2,500円

X2hX1回)×゜8人}=40,000

円(説明会){(2,500円X3hX4

回)×4人}×2期=240,000

円(講義)

{(2,500円X2hX1回)×8人}

=40,000円(成果発表会)

計=320,000円

3.消耗品費 ゛ ※消費税率8%として算出



l直接経費計 1
1諸経費

1

1
計

1

様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概

4.印刷費

要書

※ 枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。

ム
-

説明会用告知用紙印刷代・A

4用紙代9,082円 インク代

(カラー・黒)14,399円等

※消費税率8%として算出

1,037,892円 1
1103,789円1(直接経費)×LO%

1,t41,681円

1

68,395円

1

ー

1

1
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団体の名称

(71)ti ゛ナ)エヌピーオーホウジン アローアロー

NPO法人ArrowArrow

所在地

〒 185 -0013

東京都国分寺市酉恋ケ窪3-3-15-105

設立年月日 2010年 7月

会員の状況
正会員数 10 人・ 団体

(内国分寺市民 3 人)
年会費 10,000円

賛助会員数 9 人 団体 年会費 1,000円

活動目的

仕事をしたいから結婚・育児を諦める、結婚・育児をしたいから仕事を諦め

るという形ではなく、仕事か結婚か二者択一を迫られる社会から、望んでい

る人が両立しながら自分の進みた.い道を進められるような社会を目指すべ

く「子育てや介護等の理由に左右されない選択肢あふれる社会の創造」とい

うビジョンを掲げて活動しています。

活動内容・活動実績

(既に協働による委託

事業等の実績がある

場合には、委託事業

名、委託契約先名、

.委託時期を記入して

下さい。)

「仕事を当たり前に続けられる企業」を増やすため、主に中小企業に対して

「産育休取得前から復帰前後までの一括サポート」として産育休に伴う業務

整理及び改善、女性に対するメンタリング、基本的な産育休制度設計、それ

らに伴う助成金手続きのアドバイスなどを行う 「産休!Thankyou!」とい

うプロジェクトを提案・実施しています。また、ライフイベント別に課題を

抱えている個人を対象に、ArrowArrow個人会員制度を設け、当事者同士が

集い話す場の提供や課題をもつ当事者ヘインタビューを掲載する囮子制作、

ライフイベント前後の女性が関わる家事育児サポート等を実施しています。

2012年.9月゛全国商工会議所主催「第11回女性起業家大賞」

スタートアップ部門(創業5年未満)審査委員会委員長賞(特別賞受賞)

2012年10月 ソーシャルベンチャー・パートナーズ東京20l2年度投資・

協働先選出
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20l4年11月 ベン・アンド・ジェリーズピ゛ジネスコンベファイナリスト

ホームページ http://arrowarrow.org/

担当者連絡先

氏名膳■■■■■■■ (役職)閤■■■■■■
住所

電話■―■■■■■■ FAX■■■■■■■■
Eメール■■■■■■■■■■■■■ -
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特定非営利活動法人Ar【owAr【ow定款

第1章 総則

(名称)

第1条 この法人は、特定非営利活動法人Ar rowAr rowという。

(事務所)

第2条 二の法人は、主たる事務所を東京都国分寺市百恋ケ窪3下目3番15号ヴイラリベルテ1

05号に置く。

第2章 目的及び事業

(目的)

第3条 この法人は、活動地域の働く母親・父親たち及び対象者を雇用する企業に対して、子

育てと仕事の両立を可能とする組織形成に関する事業を行い、職場環境の向上、雇用の拡大、

M8やすい社会形成についての啓発、またこれによる子育てと仕事の両立可能な社会に寄与

すると同時に、これを全国に発信し広めていくことを目的とする。

(特定非営利活動の種類)

第4条 二の法人は、第3条の目的を達成するため、次に掲げる種類の特定非営利活動を行う。

(1)男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

(2〉職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する活動

(3)まちづくりの推進を図る活動

(4)子どもの健全育成を図る活動

(5〉経済活動の活性化を図る活動

(事業)

第5条 この法人は、第3条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1)育体取得前から復帰前後までのサポートを行うコンサルティング事業

(2)女性のキャリア形成をサポートする為の研修事業

(3)上記事業に関する情報提供事業

(4)女性の再就職をサポートする為の人材紹介事業

(5)育児中●女性をサポートする為の家事援助事朶

(6)その池この法人の目的を達成するために必要な事業

第3章 会員

(種別)

第6条 この法人の会員は、次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法(以下「法」

という。)上の社員とする。

(1)正会員この法人の目的に賛同し、この法人の活動及び事業を推進するために入会した個
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反

(2)賛助会員この法人の目的に賛同し、この法人の活動及び事業を賛助するために入会した
個人及び団体

(入会)

第7条会員の入会について、特に条件は定めない。

2会員として入会しようとするものは、理事長が別に定める入会申込書により、理事長に申し
込むものとする。

3理事長は、前項の中し込みがあったとき、正当な理由がない限り、入会を認めなければなら
1【い、

4理事長は、第2項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本
人にその旨を通知しなければならない。

(入会金及び会費)

第8条 会員は、理事会において別に定める人会金及び会費を納人しなければならない。

(会員の資格の喪失)

第9条 会員が次の各号の一に該当するに至ったときシま、その資格を喪失する。
(1) 退会届の提出をしたとき。

(2)本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。

(3)正当な理由なく会費を滞納し、催告を受けてもそれに応じず、納入しないとき。
(4) 除名されたとき。

(退会)

第10条 会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会することがで
きる。

(除名)

第11条正会員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議決により、これを除名すること

ができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。
(1) この定款に違反したとき。

(2) この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。

(3)その他この法人の秩序を乱す行為をしたとき。

2賛助会員が前項各号の一に該当するに至ったときは、理事会の議決により、これを除名する

ことができる。この場合、その会員に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。

(拠中金品の不返還)

第12条既に納人した入会金、会費その他の拠出金品は、返還しない。

第4章 役員及び職員

(種別及び定数)

第13条この法人に、次の役員を置く。
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(1)理事3人以上8人以内

(2)監事1人以上3人以内

2理事のうち1人を理事長とし、また1人以上2人以内を副理事長とする。

(選任等)

第14条 理事及び監事は、理事会において選任する。

2 理事長及び副理事長は、理事の互選とする。

3 役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは3親等以内の親族が1人

を超えて含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び3親等以内の親族が役員の総数の3分

の1を超えて含まれることになってはならない。

4 法第20条各号のいずれかに該当する者は、この法人の役員になることができない。

5 監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねることができない。

(職務)

第15条 理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。

2 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故あるとき又は理事長が欠けたときは、理事長

があらかじめ指定した順序によって、その職務を代行する。

3 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び総会又は理事会の議決に基づき、この法人

の業務を執行する。

4 監事は、次に掲げる職務を行う。

(1)理事の業務執行の状況を監査するごと。

(2) この法人の財産の状況を監査すること。

(3) 前2号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若

しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は所轄庁

に報告すること。

(4) 前号の報告をするため必要がある場合には、総会を招集すること。

(5)理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べ、若しく

は理事会の招集を請求すること。

(任期等)

第16条 役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任

期の残存期間とする。

3 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなけ

ればならない。

(欠員補充)

第17条 理事又は監事のうち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、遅滞なくこ

れを補充しなければならない。

(解任)

第18条 理事が次の各号の一に該当するに至ったときは、理事会の議決により、これを解任

することができる。この場合、その理事に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければなら
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ない。

(1)心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。

(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

2監事が前項各号の一に該当するに至ったときは、総会の議決により、これを解任することが

できる。この場合、その監事に対し、議決の前に弁明の機会を与えなければならない。

(報酬等)

第19条 役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬を受けることができる。

2 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

3 前2項に関し必要な事項は、理事会の議決を経て、理事長が別}二定める。

第5章 総会

(種別)

第20条 この法人の総会は、通常総会及び臨時総会の2種とする。

2総会は、通常総会及び臨時総会とする。

(構成)

第21条 総会は、正会員をもって構成する。

(権能)

第22条 総会は、以下の事項について議決する。

(1)定款の変更

(2)解散及び合併

(3)事業報告及び収支決算

(4)監事の解任

(5)正会員の除名

(開催)

第23条通常総会は、毎年1回開催する。

2臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。

(1)理事会が必要と認め、招集の請求をしたとき。

(2)正会員総数の5分の1以上から゛会議の目的を記載した書面により招集の請求があったと
き。

(3)監事が第15条第4項第4号の規定に基づいて招集するとき。

(招集)

第24条 総会は、第23条第2項第3号の場合を除き、理事長が招集する。

2 理事長は、第23条第2項第1号及び第2号の規定による請求があったときは、その日か

ら14日以内に臨時総会を招集しなければならない。

3 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電磁的
方法をもって、少なくとも5日前までに通知しなければならない。
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(議長)

第25条 総会の議長は、その総会において、出席した正会員の中から理事長が選出する。

(定足数)

第26条 総会は、正会員総数の3分の1以上の出席がなければ開会することができない。

(議決)

第27条 総会における議決事項は、第25条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項と

する。

2 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、

可否同数のときは、議長の決するところによる。

(表決権等)

第28条 各正会員の表決権は、平等なるものとする。

2やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について

書面若しくは電磁的方法をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任するこ

とができる。

3前項の規定により表決した正会員は、前2条及び次条第1項の規定の適用については出席し

たものとみなす。

4総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることがで

きない。

(社員総会の決議の省略)

第29条 理事又は社員が社員総会の目的である事項について提案をした場合において、当該

提案につき社員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該提案

を可決する旨の社員総会の決議があったものとみなす。

2 前項の規定により社員総会の目的である事項の全てについての提案を可決する旨の社員総

会の決議があったものとみなされた場合には、その時に当該社員総会が終結したものとみな

す。

(議事録)

第30条総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

(1) 日時及び場所

(2)正会員総数及び出席者数(書面若しくは電磁的方法による表決者又は表決委任者がある

場合にあっては、その数を付記すること。)

(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が署名、押印し

なければならない。
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第6章 理事会

(構成)

第31条 理事会は、理事をもって構成する。

(権能)

第32条 理事会は、この定款で定めるもののほか、次の事項を議決する。

(1〉 総会に付議.すべき事項

(2)総会の議決した事項の執行に関する事項

(3) その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項

(開催)

第33条 理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

(1)理事長が必要と認めたとき。

(2)理事総数の3分の2以上から会議の目的である事項を記載した書面をもって招集の請

求があったとき。

(3)第15条第4項第5号の規定により、塔事から招集の請求があったとき。

(招集)

第34条 理事会は、理事長が招集する。

2 理事長は、第33条第2号及び第3号の規定による請求があったときは、その日から14

日以内に理事会を招集しなければならない。

3 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電磁

的方法をもって、少なくとも2日前までに通知しなければならない。

(議長)

第35条 理事会の議長は、理事長がこれに当たる。

(議決)

第36条 理事会における議決事項は、第34条第3項の規定によってあらかじめ通知した事

項とする。

2 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ

ろによる。

(表決権等)

第37条 各理事の表決権は、平等なるものとする。

2やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について

書面をもって表決することができる。

3前項の規定により表決した理事は、前条及び次条第1項の適用につぃては、理事会に出席し

たものとみなす。

4理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わることがで

きない。
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(議事録)

第38条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。

(1) 日時及び場所

(2)理事総数、出席者数及び出席者氏名(書面表決者にあっては、その旨を付記すること。)

(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人以上が署名、押印し

なければならない。

第7章 資産及び会計

(資産の構成)

第39条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

(1) 設立の時の財産目録に記載された資産

(2) 入会金及び会費

(3) 寄付金品

(4)財産から生じる収入

(5)事業に伴う収入

(6) その他の収入

(資産の区分)

第40条 この法人の資産は、これを分けて特定非営利活動に係る事業に関する資産の1種と

する。

,(資産の管理)

第41条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、総会の議決を経て、理事長が別

に定める。

(会計の原則)

第42条 この法人の会計は、法第27条各号に掲げる“原則に従って行うものとする。

(会計の区分)

第43条 この法人の会計は、これを分けて特定非営利活動に係る事業に関する会計の1種と

する。

(事業計画及び予算)

第44条 この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算は、理事長が作成し、理事会の議決を

経なければならない。

(暫定予算)

第45条 前条の規定にかがわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、理事
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長は、理事会の議決を経て、予算成立の目まで前事業年度の予算に準じ収人支出することが
できる。

2・前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。

(予備費の設定及び使用)

第46条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。
2 予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。

(予算の追加及び更正)

第47条 予算議決後にやむを得ない事由が生じたときは、理事会の議決を経て、既定予算の
追加又は更正をすることができる。

(事業報告及び決算)

第48条 この法人の事業報告書、収支計算書、貸借対照表及び財産目録等の決算に関する書
類は、毎事業年度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経
なければならない。

2 決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に操り越すちのとする。

(事業年度)

第49条 この法人の事業年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(臨機の措置)

第50条 予算をもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、又
は権利の放棄をしようとするときは、理事会の議決を経なければならない。

第8章 定款の変更、解散及び合併

(定款の変更)

第51条 この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の2分の1以上

の多数による議決を経、かつ、軽微な事項として法第25条第3項に規定する以下の事項を除
いて所轄庁の認証を得なければならない。

(1〉 主たる事務所及びその他の事務所の所在地(所轄庁の変更を伴わないもの)

(2)資産に関する事項

(3)公告の方法

(解散)

第52条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。

(1)総会の決議

(2) 目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

(3)正会員の欠亡

(4)合併

(5〉 破産手続開始の決定
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(6)所轄庁による設立の認証の取消し

2 前項第1号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の4分の3以上の承諾を
得なければならない。

3 第1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。

(残余財産の帰属)

第53条 この法人が解散(合併又は破産手続開始の決定による解散を除く。〉 したときに残

存する財産は、法11条第3項{!掲げるもののうち、総会の議決によって失定されたものに
譲渡するものとする。

(合併)

第54条 この法人が合{井しようとするときは、総会において正会員総数の4分の3以上の議
決を経、かつ、所轄庁の認証を得なければならない。

第9章 公告の方法

(公告の方法)

第55条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行う。

第10章 事務局

(事務局及び職員)

第56条 この法人は、この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。

2 事務局には、事務局長及び必要な職員を置く。

(職員の任免)

第57条 事務局長及び職員の任免は、代表理事が行う。

(組織及び運営〉

第58条 事務局の組織及び運営に関する必要な事項は、理事会の議決を経て、理事長が別に
定める。

第11章 雑則

(細則)

第59条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長がこれを定め
る。

附則

1 この定款は、この法人の設立の日から施行する。
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2 この法人の設立当初の役員は、次に掲げる者とする。

理事長 三木 由香里

理事 渡部 信吾

同 栗田 佳典

監事 高田 憲治

3 この法人の設立当初の役員の任期は、第16条第1項の規定にかがわらず、成立の日から
2012年3月31日までとする。

4 この法人の設立当初の事業計箇及び収支予算は、第44条の規定にかかわらず、設立総会
の定めるところによるものとする。

5 この法人の設立当初の事業年度は、第49条の規定にかがわらず、成立の日から2012
年3月31日までとする。

附則

二の定款は、平成26年l月24日から施行する。
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書式第13号(法第28条関係)

平成26年度 一活動計算書

平成26年4月l日から平成27年3月31日まで

特定非営利活動法人A「rowA「row
?◆・曽4―雫・舎甲甲雫響響警舎舎・舎1―会-―・・ぺ1甲◆響1・岬???―?自もh1赤・・―?―?曽?―???◆舎1舎・1ダ―響吟舎レ舎1

(単位:円)

ー
〔

科

経常収益

l 受取会費

正会員受取会費

賛助会員受取会費

目
ー

60,000

5,000

金

65.000

額 1

2 受取寄附金

受取寄附金

施設等受人評価益
35,412

＾
υ 35、412

3 受取助成金等

受取補助金 1,264,888 L,264、888

4 事業収益

a体歌!シ?宵h・ら瀉帰ダi1浸ミでカサポートモ行ラコンサルテlング事支収入

k注のキ↑リア形成そサポートすう為の研炸事支

女性の再就職をサポートする為の人材紹介事業

190,593

791,391

O

0 981,984

5 その他収益

受取利息 O

経常収益計

Ⅱ 経常費用

1 事業費

(1)人件費

給料手当

退職給付費用

福利厚生費

O

0

O

ー

2、347,284

2

人件費計

(2)その他経費

会議費

旅費交通費

施設等評価費用

減価償却費

印刷製本費

業務委託費

その他経費計

事業費計

管理費

(1)人件費

役員報酬

給料手当

退職給付費用

福利厚生費
・嘩・◆響・

人件費計

(2〉その他経費

消耗品費

水道光熱費

通信運搬費

地代家賃

旅費交通費

1 O1

40, 000

489,899

0

O

170, 370

5, 582, 517

6,282,786

0
 
0
 
0
 
0
υ

1 刊

46,703

O

33, 000

394,632

70,195
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Ⅲ

減価償却費

業務委託費

その他経費計

管理費計

経常費用計

当期経常増減額

経常外収益

1
1

345,000 I
1 7,172, 316

1

0

7,172、316

-4, 825, 032

経常外収益計

Ⅳ 経常外・費用 0

経常外費用計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税

当期正味財産増減額

前期繰越正味財産額

次期繰越正味財産額

L

1

-4,825,032

0

ー生,825,032

7,703、323

℃刑-2gl1
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書式第15号(法第28条関係)

1

平成26年度貸借対照表

平成27隼3月31日現在

特定非営利活動法人A「rowAr「ow

(嘔位:円)

1
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科 目 金 額

I 資産の部

l 流動資産

現金須金

朱収金

流動資産合計

2 固定資産

(1〉有形固定資産

東両運搬具

什器備品

有形固定資産計

(2)無形固定資産

無形固定資産計

(3)役資その池の資産

敷金

投資その他の資産計

固定資産合計

資 産 合 計

Ⅱ 負債の部

1 流動負(jt

未払金

短期借入金

流動負債合計

2 固定負債

長期借入金

退職給与引当金

固定負債合計

 負 債 合 計

Ⅲ 正味財産の部

1 前期繰越正味財産

゛当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

-4.825.032

0

ー東825,032

0

-4,825,032

O

O

O

O

O

O

O

O

1 0

0

l

0

O

1 0

7、703,323

-4.825,032
l

2,878,29l

2,878,291
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NPO法大ArrowArrowJ゜体説萌資籾
- 〉

NPO法人ArrowArrovr

各
ダ

ζ
(
骨
一
》
)
) 子頁てや介番等の理由に左右されず、仕事が当たシノ前に続けられる社会の創遣

団体概要 較
団体名

所在地

特定非営利活勤法人ArrowArrow

国分寺オフィス:〒185-0013 東京都国分寺市西恋ケ窪3-3-15-105

荻窪オフィス:〒167-0051東京都杉並区荻窪5-28-16西武コミュニティオフィス106

2010年7月1日

2011年5月18日

産育休取得サポートプログラムc産休! Thankyou!A

若手女性社員向け研修プログラム『社員!Shine!1

講演事業

堀江 由香里(日本ワークlライフ・バランス研究会 事務局長)

松山 亜紀 (認定コーチ)
松藤 智美 (日本ワーク/ライフ・バランス研究会 事務局)

高田 憲治 (株式会社ウィルホールディングス 取締役)

・内閣府地域社会雇用創造事業 ソーシャルビジネスエコシステム創出プロジェクト

ソーシャルベンチャースタートアップマーケット第1期生

・NPO法人ETIC.主能 イノベーシコングラント第5期フェロー

・株式会社花王主催 社会起業塾2011年度 第9期生

・ソーシャルベンチャーパートナーズ東京 2012年度協働先

・日本商工会議所主催 女性起業家大賞,一特別賞受賞

メディア掲載 日本経済新間社/WEBマガジン g「eenz.ip/日経WOMANオンライン

日経WOMAN/bizmom/ジャパンタイムズ/その他

設立年月日

法人化

事業内容

代表理事

理事

理事

監事

協賛協力

持定非営利活動法人ArrowArrow 療
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ArrovtArrowが目指す社会
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独立・起業
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女性の生き方支援、再就職支援セミナー
働き方デザイン本セミナー

・i ..;・"1f-,ぎ一東

z1咎な紗)ミぷム75剋で政
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一
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1

1.ミ

ミ,1
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女性の2イフイベントを通して働〈ごと
そのものを考米る場所

゛・・.一.一-一一、.

生き方デザイン学

ママインターン

櫨祷1
日本財団や国分寺市と協働。
「働きたくても働くことができない』層の
課題を解決するプロジェクト

-

リ(?中1
輌,..＾―ψ1

戸′

特定非営利活動法人ArrowArroⅦ
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さまざまな生き方・働き方を知る・謙るこ
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企業肉けサーヒスの具体例 0
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より多くの企業変革を目指した研修開発に

向けセミナーを実施。
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渇載日 1 鎮演 内容 一一一-1
2013年2月 港区ライフ・ワーク・バランλq別相談会 産休資休後・職壜復帰セミナーと働き方に関する個別相談会

2013年5月 駒沢大学講義 「非営利組織論1にて当法人の活動紹介

2013年5月 日本財団ママイベント ニフニコセミナーにて堀江ゲストスピーカー

2013年6月 YOKOI偵MASOυP 「自分らし〈働ける場づ〈りで社会を変える』のゲストスビーカーとして

2013年6月 専修大学講義 就職関連でのゲスト講義

2013年6月 Encジニファーソン・フェローシップ・ブログラム 区本のNPOアしトプC-ナーに海外から取材
2013年6月 床来ワタシ委員会 ―内女子字生ヘキャリアとライフのg4のゲ木トスピーカーとして

2014年1月 江東区男女共同参画進進七ンター r実現!私のハッピー・バランスーライブ1 “ ““-"

2014年2月 皮川市 市役所女性職員向け「キャリア・デザインjセミナー (゛

2014年2月 川埼市
つ一ク・ライフ・バランスセミナーr★休復帰プランを立てて安心!育休"MM亀s
セミナーJ

2014年9月 ―原市X株式会社バソナ
1 .。.. . - -- - -

女性再就職支援事稟「再就職にあたっての心構え・環境祭理・コミュニケーショ
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玉藍メディ7 詳繍

2012年4月 現民ビジネス(Webマガジン) 逼迂の÷宵て支陵叔り組みの去とめ

2012竿5月 0il澗m 1と体真気中に1?)てよかフたh体験談2持垣
ヘージ

2012竿3月 'ite町zjo(Wミ57ガジン)
q『ら加t.lDの己事か千フカケで“叙改゛にQりまし
た! rk『(avrAmwi 6江白香里ざんに閏〈1年の与
み

2012年12月 ソトコト 遠葺rソーシャル果大学』

bi油ωⅢ 1λムース運編かでさる ?ることリスト1という
得$記事葦跨

TFA Jaa'lA Tjme'> 告思女吐デーにむけての待集記事

20l3年31
J-'MAVεTOKYOMORNlHaR-'010

「輩0曲f'lG.10開GEI
1法人の活むについて

2013年3月

J4A花JκRAOIO Toxyoumr=o

「KONKA!:!INCLTACO驕E

TOG日七ER1

1法人の涜勤について

2013年4月 8経ご業活圀 当法人の涜0について

2013年4月 NHκ取材 -TCに関連する「ソーシャル7ントプレナーJ1こて

201ユ羊5A 日本政票主老公道取材

日本廷済訴腎 頴K.KB)'LUSIにてコメン1 ゛

釘aria7月号 当駄の活塾について

2013年3A フジテレビr?ゲるテレと, 仕iと呂ごの馬立についてコメンテークー

2013年Z月 日本緬済所ぶ取材 当法人の乏訪につ(lて



様式第1号(市民活動団体提案事業)

平成27年度募集国分寺市提案型協働事業「提案書」

也分寺市゛
27、98]1

ゞ収受

平成 27年 9月 11日

国分寺市長 井澤 邦夫 様

事務所の所在地 国分寺市本多2-3-3

国分寺市商工会内

団 体 名 国分寺青年会議所

2F

代表者氏名 理事長 浅見 正一郎

次のとおり提案します。なお、会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承ffl↓エ

1 提案事業名

2 提案事業予算

3 提案理由

こくぶんじ市民討議会2016 事業

るざ佐る孜0円(l桂q?苓。。円)
2010年より市との共催事業として開催をしてきた実施してきた「こ

くぶんじ市民討議会」事業において、より多くの市民に参加していただ

き、まちづくりに活かすために、市民視点を活かした公共サービスとし

て本事業を継続的に開催していくことが、提案理由であります。

4 事業概要

(400字程度で記入

してください)

本事業は、ドイツで行われている「プラーヌンクスツェレ」を参考にし、

市民参画の新たな手法として提案、2005年に試験的運用が開始された

市民会議をモデルとしていま.す。

・参加者の無作為抽出

何も条件をつけずに参加者を住民基本台帳などから選ぶ

・参加者への謝礼

参加市民の時間を割いていただき、市民委員として仕事をして頂こう

という意味

・公正・公平な運営機関

市民、行政などで構成される実行委員会を運営機関とする

上記条件のもと、

1) 参加煮全員で情報提供を受ける

2) 小グループで討議、発表する

3) 各グループ発表、投票

4) 次のテーマへ(全2テーマ、2討議)
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様式第2号-1(市民活動団体提案事業)

団体名 国分寺青年会議所

1 事業目的

(①解決する社会

問題,②事業

の対象,③何

を実施する

か,④到達点

を記入してく

ださい)

①゛現在行政が推し進めている市民のまちづくり参加において、参加したい

人だけが参加する手法が多いという問題に対し、②参加したことのない

人を対象の中心とした③こくぶんじ市民討議会事業を実施する。④サイ

レントマジョリティとよばれる市民の「声なき声」を、「提言書」 とい

う形にして行政へと届け施策に活かしていただくことと、討議会参加者

の協働への新たなステップとなること゛を目標とする。

・参加者の無作為抽出

何も条件をつけずに参加者を住民基本台帳などから選ぶ

参加依頼数:4,000世帯を予定し、50名を定員とする。

・参加者への謝礼

参加市民の時間を割いていただき、市民委員として仕事をして頂こう

という意味

謝礼金を3,000円とし、国分寺青年会議所より支出する。

・公正・公平な運営機関

市民、行政などで構成される実行委員会を運営機関とする

2 事業内容

(当該事業で具

体的に何を行う

か記入してくだ

さい。)

上記条件のもと、

1)参加者全員で情報提供を受ける

専門家、実践者から討議テーマについて情報提供を受けます。情報提

供者は多角的な意見や現状のデータを中心に情報提供します。

2)小グループで討議、発表する

それぞれが自分の思う意見を付箋に書いて、発表用紙に貼る。

小グループ内で話し合いながらグループ分けをし、意見をまとめる。

実行委員会メンバーが進行役(コーディネーター)となり各小グルー

プに1名ずつ入るが、意見は言わない。

3)各グループ発表、投票

各小グループが順番に発表する。その後、各人が同意する意見に投票

する。1名あたりの投票権はシールで5枚、1つの意見に複数シールを

貼っても良い。同意する意見が無ければ、投票しなくても良い。

4)次のテーマヘ

グループ換えを行い、次のテーマで同様に討議、発表、投票を行う。

5)提言書の提出

実行委員会で討議内容を客観的に分析し、提言書を作成する。
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別添資料「こくぶんじ市民討議会2016 ロードマップ」参照

3 事業計廁案

(事業の実施ス

ケジュールを記

入してください)
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様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名 国分寺青年会議所

4 事業の対象

(地域、対象者、対象

総人数等を具体的に)

18歳以上の国分寺市民50名

-

) 事業の実施場所

公民館、地域センター、ひかりプラザのうち、適切な会場を担当課と

検討して決定する。

6 役割分担

(具体的に)

7 成果指標等

(事業成功のポイン

トや,目標)

く提案団体が担う役割〉

・実行委員会の運営

・討議テーマの決定及び討議プログラムの企画

・発送物の企呵、印刷、発送(チラシ、封筒、当落案内等)

・掲載物の企阿、準備(市報、HP等)

・事業当日の運営 ・提言書の作成

※作成した各種(案)について両者協議のうえ内容を確定する。

く市が担う役割〉

・市職員の実行委員会への参加

・住民基本台帳より無作為抽出システム利用

・提言書の具体的な反映方法の検討

・会場の確保

・事業当日の運営

※作成した各種(案)について両者協議のうえ内容を確定する。

討議テーマが分かりやすいこと。

事業当日、専門家からの情報提供に偏りや誘導がないようにするこ

と。

小グループ討議において、参加者主導で円滑に討議がすすめられるよ

うコーディネーターがお手伝いできるよう努めること。

8 市と協働する意

義及び必要性,協

働による相乗効果

市の推し進めている「市民のまちづくり参加」の手法として、タウン

ミーティング、パブリックコメント、公開ヒアリングなどがありますが、

参加したい人だけがいろも参加してしまっている現状があります。そう

ではなく、今まで参加したことのなかった人も参加しやすい、それでい

て公平で分かりやすい手法が必要であり、その手法としての「市民討議

会」に積極的に取り組んできた我々国分寺青年会議所との協働を行うこ

とでさらなる「市民のまちづくり参加」が期待されます。

また、実行委員会形式で行うため参加者への謝礼の提供が可能とな

り、市だけでは難しい取り組みが行える。
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9 事業実施後の展

開(事業終了後どの

ような展望があるか)

事業を実施し、提言書を市に提出することで、サイレントマジョリテ

ィとよばれる市民の「声なき声」をまとめ、新たな課題として提案する

ことができる。

また、その提言が市政に反映されることで、市民によるまちづくりの

推進につながる。
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様式第3号

(市民活動団体提案事業)

団体名 国分寺青年会議所

提案事業収支予算書

(収入の部)

1
(支出の部)

1

-137-

区分 予算額 摘要

委託金 534,650円

l50,000円

 -

合計 684,650円

区分 予算額 摘要

印刷製本費 263,700円

案内チラシ兼申込書(チラ

シ)、市民討議会説明文、往診

用はがき表裏、封筒表4,000

部ずつ

宛名シール@3.3×4,000枚

当選通知文面50枚

落選通知はがき文面50枚

参加者あて事前資料@80×50

部

横断幕@3,000

参加者あて当日資料2枚×50

部

スタッフあて当日資料5枚×

20部

アンケート用紙50枚

通信費 218,950円

無作為抽出者への案内送料

@51×4,000通

参加不参加往診はがき受取人

払い送料@73×50通

当選案内送料@82×50通

落選案内はがき送料@52×50

通

参加者あて事前資料送料@92

X50枚

消耗品費 4,000円 文房具(模造紙、付箋、ペン)



様式第4号(市民活動団体提案事業)

団本概要書

※ 枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。
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諸経費 48,000円

諸謝費 150,000円 参加者費用弁済@3,000X50人

合計 684,650円

- I 2  - -- -

1(7リカナ)コクブンジセイネンカイギショ
団体の名称 国分寺青年会議所国分寺青年会議所

1ヤ、8.一。。1」 1

所在地 国分寺市本多23-32F国分寺市商工会内

設立年月日 昭和47年 5月

会員の状況
正会員数 64人・ 0団体

(内国分寺市民 37人)
年会費

賛助会員数 O人

O団体
年会費

活動目的

定款第3条参照



1

担当者連絡先

1ロ[
l住所■
l1占■園
匡メー月

-

1

-

-

l

(役職)剥

FAX齢
-

l

--

一

一

1

1

-139-

活動内容・活動実績

(既に協働による委託

事業等の実績がある

場合には、委託事業

名、委託契約先名、

委託時期を記入して

下さい。)

産業経済に関する調査・研究並びに振興に資する事業

地域社会における青少年健全育成等の社会奉仕事業

地域社会等の文化向上と住みよいまちづくりに関する事業

その他本会議所の目的を達成する為に必要な事業

1- - - - -

1ホームページ http://smv.kokubunji-jc.jp/



国分寺青年会議所定款

第I竜総κl1

(名称1

第1条

本会表所は、国分寺青竿会議所と称する。(以下,本会議所という)

(事礒局

舛2条

本会＾所は、事務局を東京都国分寺市本多2下目3番3号の国分寺市商I会館内に置く,

(目的]

第3条

本会晶所は,国際青年会議所及び公益辻団法人臼本青竿会議所との連携シこ基づき,地域の産某径済擬興、辻会発展、文化の向上に資するため、二れらに閏する諸問題を調査研究し,さらに青
少年の淀全釘成等t上会奉仕活動及び指導者訓練を基調とした研修活訪を行い、以で地域辻会及びわが国の経済発展抜びに国際的理解及び親善シニ寄与する二とを目的とする,

(事友)

第4条

本会Ω所は,前条の目的を連成するために.次の寥文を行う,
【.産丈嗟済に関する凋査・研究症びシニ限興}二資する事錠,
2.地域士会における青少手健全育成等の1上会奉仕事文,
3一 地域士会等の文化向上と住みよいまちづ(リシニ関する事友,
4.その也本会議所の目的を這成する為に必姿な事支,

(運営の葦a!I)

萼3条

本会誦所は,特定の昭人又は法人その旭の団本の利症を目的としてその事文を行わ12い,
2.本会義所は,二れを待定の政党のためシニ利用しない、

票2な 会員・会費
(会員の喧頴)
適6条

本会諸所の会員は次の四匝煩とする,
(1)正会員

(2)持別会員

(3)名誉会員

(4)買助会員

(資洛)

第7条

各会員の資洛は次の通りとする,
(1)王会員

正会員は国分寺ボ、及びその周辺}こ居住又は勤務する20才以上40才末満の品洛あろ青竿でkければ14らない,f旦し手度中に40才シニ連するとぎは、÷の竿度内は制限手齢を桟えて正会員の
資洛を有する,

(2)持別会員

持別会員は,制限年令の甲度末迄正会員であった者のみが、その資洛を有する,
(3)名誉会員

本会議所に功労ある者は、理事会の議央}二より名誉会員}二推薦する,
名瞥会員は、本会議所のあらゆる会合,行事に参加し,理事長の要請により意見を述べる事ができる,
匿し、一切の表決憧、選挙潅及び被選挙潅を有しない,
(4)賛助会員

本会議所の趣旨に賛成し、その事業の発展を助成することを望む個人又は団本は理事会の講央により、本会議所に賛助会員として入会する二とができる,

(会員の潅利・義務)

第8条

正会員は、この定、次に定める役員の選挙潅及び被選季潅その池の曜利を行使できろ,
2.会員は、総会において別に定めろ入会金及び会費を所定の納期迄}二納入しな}すればならない,
3.正会員は,本会議所の事業,例会に出席しなければなら74い,
4.会員は、寥由の如何を問わず本会議所の資産の分配の請求をすることはできない,

(入会)

第9条

本会議所}二正会員として入会しようとする者は,その旨を記緻した申込書を理事長に堤出し、理事会の承認を得kければならkい,

(会員の資洛の喪夫)
第10条

本会議所の会員は、次の事由シニよりその資格を失う。
(k)本会議所が、解散したとき。
(2)退会届を提出したとき,
(3)死亡したとき。
(4)破産宣告又は後見開始、保佐開始、補助開始の各審判がなされたとき,
(5〉除名されたとき,

(6)正当な理由なく会費を所定の斯問以上滞納し、かつ績人の俺吉に応じ起いとき,

(入会金・竿会費及び負担金)
第IL条

理事会で正会員として入会を承認されたものは、別に定める規定に基づき入会金・竿会費及び負担金を納入しなければならない,
2.正会員は、毎竿度所定の納期に午会費を別に定める規定}こ暴づき納入しなければなら々い,
3一前2項の入会金・竿会費額は、総会の央議によりこれを定め、負担金については、理事会の央議により徴収することができる。

(退会及び休会)

第12条

退会を希望する会員は、退会届を提出しなければならない。

年度途中で退会しても既納の会費は返還しない。又会費納入前に退会を届け出ても、その年度の会費は納入し々ければならない。
2.休会を希望する会員は、体会届を提出しなければならない。
低し、休会中の会費は納入しなければならない。

3.産体一育体を希望する会員は、産体・育体届を提出レなければならない。
産体・育体中の期間及び会費は、各年度ごとの理事会において承認を受ける事とする。

(除名)

第13条

会員が次の各項の一に該当するときは、理事会の決議により、除名することができる。
(1〉本会議所の体面を傷付け、又趣旨に反する行為のあったとき。
(2)会費納入義務を履行しないとき。
(3)出席義務を履行し74いとき。
(4)その他、会員として適当でないと認められたとき。

2.会員を除名しようとするときは、その会員に対し、総会及び理事会において弁明する機会を与えなければならない。

第3章 総会

(総会の構成)

第14条
本会議所の総会は、正会員を以て構成する。 一140-



(総会の種頴及び召集)

第15条

竺会は、定時総会と臨時総会の2種煩とし、定時総会は、毎竿2月・7月・9月及び1目とし、臨時総会は理事長が必要と認めたとき,
て!士した場合、理事長がこれを召集する。又,その要求を書面にて受けとった日より30日以内に召集の手続きをしtthluittら広よ
召集は、少なくとも会日の10日前迄に各会員に対し総会の目的たる事項、日時及び場所にっき、告知しなければkらない,

或いは5分のl以上の正会員が会議の目的事項を示し

(表決潅)

第16条

正会員は、総会における各NWの表決潅を有する,

(総会の決議事項)

?第17粂 次の寥項は、総会の議決を経々ければならkい,
0〉定軟の改区

(2)寥実計画及び収支予算の央定抜びに変更

(3)事麩報跨及び収支決算の承認

(4)役員の選圧及び解圧

(5)本会議所の解敗及び残余財産の処分H法の夾定
(6)会費負担基準の決定及び変楚

(7)その旭持;二庭要な事頃

〔総会の成立及び講事)

箭18条

費會?、、号會竺竺?隼?ヱ翳与07;ffi腎.1Q成立する,その議寥は出席正会員の過≠故て決する,已し、定,次の改正及び本会議所の解敗拉び}二残余財産の迅分方法の央定の議夫は、
会員の3分の2以上の同意を得なければ1ζらない,
又,総会は理事長がその講長とkろ,

正席出1

(委圧状)

萼19粂

モ会員は,やむを辱kい理由のため総会シニ出席でき/lいときは、あらかじめ委任状を以て議長シニ委任する,

(総会の議事緑)

遍20条

総会の議事:二ついては,議寥緑七作成し、出席した正会凱の中から選圧された講事縁著名入2人以Eグ)署名を得な汀ればtlらな:,・,

第4毅 役員

(役員の踵頴と入敗)

第21条

本会議所に次の役員そ置く,

理寥k l名

直前理事長 L名

副理寥長 L名以上5名以内

専隋哩事 2名以内

理事 8名以上20名以内

監事 2名以上

理寥長は,理事の定故内で・ビ,要}二応じ、 財務但当理事及び議長を選圧できる,

(役員の資格及び1壬免)

第22条

役員は,本会議所の正会員たることを要し、総会シこ於い;選任及び解任されろ,但し、直前理事長はこの限りでは々い,
役員選伝シニ関しては,「国分寺青年会議所役員選圧の方法に関する規定1に上ろ,

(役員の圧期)

第23条

役員の圧期は、籠年1fll日より同年12月3l日迄とし重圧を妨げない,
期の寥ばに選任された役員の圧期は、その期の未迄とする,
役員は,任期終T後,隆圧者の枕任する迄引続きその喋務を行うものとする,

(役員の任務)

第24条

役員の圧務

(1)理事長は、本会議所を代表し所務を総理する。

(2)直前理事長は、理事長経験を生かし、所務につぃて2・要な助言をする,
(3)副哩事長は、理事長を浦佐し,所務を処理するっ

理事長事故あるときは、その織礒を代行する。
(4)専務理事は、理事長を補佐し、所務を処理する,

(5〉理事は、哩事長・副理事長を浦佐し、所務を分室する。
(6)監事は、本会議所の業傍及び財産状況を監査ナる。
役員の任al二ついての細目は、別に定める規定による,

第5章

(溝成)

第25条

理事会は、理事長、

但し、直前理事長、

会事・理:・

副予事長、!務理事、理事を以て構成し、本会議所の運営に当たる。直前理事長、監事は、理事会に出席し、意見を述べることができる,
監事は、理事会における議決権を有しない,

(理事会の種類及び召集)

第26条

理事会は、定例理事会と臨時理事会とし、理事長がB集する,

臨時理事会は、理事長が必要と認めたとき、又は理事の3分の1以上の要求があったとき、理事長が召集する,

(理事会の議長)

第27条

理事会の議題は理事長が上程し、議長となる。
但し、理事の緊急提案は妨げない,

(理事会の決議)

第28条

理事会の定足数は、その構成員の3分の2以上の出席で成立し、その決議は、定款又は、本規則に別段の定めある場合を除き、出席理事の過半数で決する。

(理事会の決議事項)

第29条

理事会の決議事項は、次の通りとする。
(1)総会に提出する議案

(2)総会から委任された事項

(3)次に掲げる事項に関する規則、規定の設定、変更及び廃止
1、国分寺青年会議所運営規定

2.国分寺青年会議所役員選任の方法に関する規定
3.国分寺青年会議所会員資格規定

4.国分寺青年会議所庶務規定

(0その他、業務執行に必要な事項

(理事会の議事録)

-141-



第30条

理事勿議事録は、出席理事2名の箸名を得て保存し,会員は理事会の運営に支障なき限り、何時にても議事録の閲覧を求めることができろ。
理事会こついての細目は別に定める規定}二よる。

第6章列会及び室・会議・委員会
(例会:

第31条

本会議析は、臣艷1として毎月1回以上の例会を間く,例会運営シこついては、哩事会で央定する。
例会シ1する細目は、別に定めろ規定}二よる,

(室・会喬及び委員会の設置)
第32条

本会議訴は、その目的達成に必要な重要事項を研究・審議実施するため}二室・会議及び委員会を置く,
室・会簿及び委員会の設置は、別に定める覗定:二よる。

(室・会屍及び委員会の構成)
第33条

室・会義及び委員会に委員長L名・副委員長4名以内・委員若モ名を以て溝成する。
委員長,副委員長は理寥のうらから、理事長が理事会の示認を得て委嘱し委員は正会員のうちから委員長が指名し、理事会の承認を簿て任命する,

第7章 管理

(定款その旭の書煩の備付)

第34条

哩事舟気定款、諧現定及び猪規則、総会議事緑を本会議所事務局シニ傭え二おか々ければならない,
理寥舟よ,会員が前項の書煩の閲覧を昶めたときは、正当な理由が1,-くて、これを拒んではならなⅠハ,

(央算関侶書煩の提出}

適33条

央算関係書甑の堤出については,次の通クとする,

(i)理事長は、事文早度毎シニ翌竿の第1回定時見会日の(週間前迄5二、ち該寥東手度シニおける次の筈頴を距成し、監事冫二姦出しkければならtiい、
1.事某報計書

2.賃侍対照表

3.収I決阜蓄

4.財尼目緑

(2)監事は、前項の現定により苔噺の送f寸そ叉;ナたとき;±、その定時総会の前日迄に.数見善を,理事長}二提出しt4行ればなら1ζい,
(3)理事長は、前項の監寥の.数范薯仝黍え;,第一項の書項を前記の定時総会}二罷出し、その示認を昶めk:ナれば々らない,
(4)哩事長は、事友年度毎;こ前記定時総会日のLd問前迄に、前項の苔項を寥務局}二備えてbかなければ71らない,
(5)理事長は、会員が前項の書頂の閲荒を衣めたときは,正当な理由がk(て、これを拒んではt1らない,
(6)理事長は、毎事稟手度終了彼、遅府な;前第1頃の薯頂を公症止団法人日本芹竿会議所に逢出しtcければtcらt4い,

第8章 事務局

(事務局の設置)

畜36条

本会議所の寥済を処理ナうため、寥務局を置〈,

(事務局長)

第37条

寥務局には、事礒局長1名を置(,事礒局長は寥済局を疑轄する,

(細則)

第38条

前2粂の外,苓務局?こ関する細員は別シニ定める覗定}二上ろ,

第9章 会計

(会計年度)

窮39条

会計年度

本会議所の会計竿度は、籠手l月t日に始まり、同年12月3l日に終わろ,

(収入)

第40条

本会議書は,入会金、手会費、負担金、寄附金、浦助金、広キ費,その池を以て収入にあてる,

(会費の納入)

第4【条

竿会費は、所定の期臼迄に納入しな汀ればkらtlい,

付則

第42粂

本定,款を第17条シこより改正した場合には、直ちに改正定款を公症辻団法人口本青竿会議所へ提出する,

第43条

本定坂は、

昭和47竿 5月280施行

昭和51年 9月 5日改正

昭和60年42月L【日改正

平成 2年12月11日改這

半成 7年11月l4β改正

早成 9竿12月 9日改正

事成11竿 9月L4目改正

ギ成12午 9月12El改正

弔成l3竿11月20日改正

乎成l4年11月26日改正

乎成16竿 L月 1日改正

平成20年 l月 l日改正

平成24年 9月20日改正
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国分寺青年会議所2014年度
収支決算(案)

2014年1月1日～2014年12月31日

1.収入の部

1

1
l
ーー
1

1

1
ー
ー
1

-- -一

(単噴:円)

1/4
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勘定科目
2014年度

補正予譚
2014年度

収支決録
増 減 備 考 ′

1余費収入 已37a000 al71ユ000 ▲3)ユ000

1.舎費収入 a37Qoo0 a170.000 ▲200.000

1.正会員年会費 4、62α000 4.620.000 ±O 竿8R @ICD.OCDK463 瀞20.αX)X:I!;

2.新入会員年介費 1.75α000 I.sso.ooo ▲200.000
前期入占 @1αXXυK123
後期入& @ヌX疋O×73

2人会金収入 51α000・ 495.000 ▲1へO○O

1.入会金収入

1.新入介員入合金

2.特別舎員入会金

51α000 49SOO0 ▲ISO○O

1.新入介員入合金

2.特別舎員入会金

285.000 ▲lEi000 新入さ員入左金収入 @15.000Xl9g

21α000 2IO.Ca) ±O 持別さ員入会余収入 @刀,α)OX7呂

3.事業収入 2291,000 1,12よ750 ▲L167250

1.事業収入 2291.000 1.121750 ▲1.167250

フ 1.事業収入 2291.000 1.I23.750 ▲1.1 612ED 析臣曾ffiχカ/R少年青成T貰o/―さ32東xΩ/08占烏窮左
3γJOOO/'f."iブくりO/flAM壜?EIT50

2広吉費収入 0 O ±0

4.預金収入 0 894. ←894

1.頂金収入 O 894 ←894

11.頂金収入 O ←894

5.雑収入 491β46 ◆141.946

1.雑収入 491.946 ←141.946

1.雑収入 491.946 ←141.946 weala)000 c冠wffiいa)150JxlO co80<り)IT5J)00
(aH寺ae)り)(1146(J(.j'i-F)

2その池 C O ±O

aJC基金取崩し ゛ 1 χいχ 9a000 ±0

1.局年事業基金取崩 C 0 ±O

tL局年事業碁金取崩 1 〔 0 ±O 周年事業益金残高700.000

2事楕所移転基金取崩 90.αχ  9).α刀 ±O

11.事所移転基金取崩 9),000 90.αX ±0 寥務所移転蟇金残高61ヘⅨカ

3.特別事業基金取崩 ( C1 ±0

1 11.特別事業蟇金取崩 1 C: 〔 1 ±0 特別事業墨金残高9))α℃

当期収入合計 (A) 7 a811.000 B3T1590 1 ▲12み410

1前期繰越金収支差額 1.09aa 1.096,458 ±0

収入合計 (B) 1 1α707.458  a燻(至)
1 ・

▲123よ410



2.支出の部
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勘定科目
2014年度
補正予算

2014年度
収支決算

増 減 1 傭 考 

1事業費 屯481.000 Z482A80 k201El520

1.総預委員会 a.OOO 35屯764 ▲aS236

1.冨会の運営一実施 70.000 Ia515 ▲51.485

2JCニュースの爬行 360.000 34a249 ▲la751 竿2』え行

2 胃少牢委員会 1010.000 767.524 ▲242.476

【 1.祈牢さの2画・芙施 560.000 524.934 ▲35.066 内ユ緑料より@4.OOO￥.B7K

2青少牢に更顯こ蔓をも辷ぜるさ)
かけ咋り 1 a.OO0 242.59D ▲207.410

300.000 32877 ▲267.123

Lヨ本人としでのδ待を詩う、見本となn
る人掬像について字c;胸さのe百・実函 200.000 25.935 ▲174.065

2新人旦当例さのe亘・実廚 100.000 &942 ▲93.058

76Elooo 701.112 ▲66.888

▲16Elll7
LXンバーとその家族を村象に交流
を目的とtyた寥業

1 2の.α刀 121.883 内旦緑料より@L750X!,

2国カ寺まつりへの参加 50.○O0 219.よI ←169.334

42aα刀 359.895 ▲68.105 内ユ緑料より@4.αxyXE3tg

1.87aαX 57α70; L1.3Dl297

1 しoB8閲例会の色百・実施 1 37よαX 358.α天 ▲14.944 内旦緑料より◎5ⅨカK37ち、@屯000)C47!i

2国分寺に包読的に人が稟まるまら
づくl30岬P危馬・実施 1.500.αX 21264コ ▲1.287.353

6.一股削拝菜費 ] 1①・は 2SヌX ▲74.500

「瞠漬晶門1. 100.αχ 2Sデ運 ▲7屯500 衆議員通寥公謁討論さ
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勘定科目
2014年度
補正予算

2014年度
収支決算

増 減

冴理費 ・5.llT203 屯伺a以刀1 ◆1273294

k

1.事務費 、 2.032000 1.05El548 ▲g';'a45z

ljr議運営費 680.000 379.043 ▲χわ.張汀1

2委員a運営費 810.000 25).024 ▲郭9.9761

3.印刷製本費 300.000 塾ぶO ▲T乙460 ,

4、消耗品費 192000 17五967 ▲1αO33

5.汁器備品費 1 ジ).O○0 3).974 ▲19.026

2事楕諸経費 1.532.000 1.517.462 ▲14.538

1.事楕委屁費 120.000 1加k000 !O

2.賃盾゜科 123α000 1.230.000 to

3.水通光黙貴 , 70.○001 70.310 ←3101

4.通曙費 12.000 12.000

9A30

上O

▲1α570 さ員浮用サイトドメイン斜、サーバーレンタル科5-IT関係貢 20.Oa)

80.000 75.722 ▲4.278 眼込科l看坂促瑛料んCルーム保険料l廃粟糊性5寸

3一負阻金支出 158&2031 1.496.722 ▲89.481

1.日本JC碁本金 45.000 45.000 !0

2日本JC付力0金 322500 31λ500 A10.000
前期@5.000X59呂
1匿期@Z500X7g

3潤東池区基本金 .10.000 O ▲1α000
- - - -

4一関東地区付カ0& 31500

申)、O○0

39300 ←6.000

!O

@デ運κ59&

申).000

6一東京ブロツク付bO金 201.000 1T乙αX ▲24.OC0 @よoooxsgg

7.JC1年会費 75.978 ?4B4A  ▲1.1y @1.I34X66δ

8.WeBelieveJCプレス 19a500 182αX ゜ ▲11.又リ .aflQl@aOoOX578前期2@ZOOOx23
1隆期@l.000x7g(月割計頁)

9.国際協力金 1 1箆275 1 1詭穣 [ ▲1.825 @5X365日X66呂

10.ASPAC支ほ金 1 C ( ±0

11.日本JC出向者負隘金 1 120.αX  1加、万 1 」。 @淵競X6呂

1z東京プロツク基本資科購入p 7Z屯父) 7SαX ◆よ15) @a150x2ル部

13.登録関係費 1 10.00C )1 7.7Ⅸ}1 ▲2300 京都a議頁料購入費池

14.その池負旦金 340.OOC) 30212ε2 ▲37.872 1国号寺まフリ協興030.000/都司寥逝公悶討論左
もαⅨΩ/市匡討謙忽処21お

4.その池の菅理費  567.0)) 371.1T;1 A195823 1

1.渉外費  IΩ①) 19aEa) ▲101.50C1理事長交際費198,デ運/a員欽軽的

2慶弔費

3.褒賞関係賢

1 100.00) 51.0)) ▲49、α×

ヨ ▲屯刀と

} 結睡呪/閤霊前/共花

. 10ユ00) 95,69

-1

艷 褒賞記念品

4.諸貝 ・ ゜ 67i00 2S97
■

91 ▲41.02゛ 1区主会プレゼント26固
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勘定科目
2014年度
1 補正予鼻

2014年度
.収支決算 1 増減 備 者

3藁金支出 3)λα刀 ±0

1.周年事業蟇余 20a000 ±O

「鋤年!竺基金 XΩ.000 200.000 ±0 周竿事業益金残高900.OOO

2事務所移転蟇金 0 01 ゜±0

11.事楕所移転碁金 0 O +0 事楕所移転蟇金残高614.000

3.特別事婁基金 10α.000 100.000 竺0

 lτ.特別事業碁金 10αC00
「一 -

100.000 ±0 持別寥業碁金残高1.ooo.α℃

4.予備費 友冷2お 0 ▲209.255

1.予備費

11.予龍
X冷.255 C ▲209.255

209.255 C ▲209.255

当期支出8計 (C) !O.?07.458 720a389 ←よ501.069

当期収支屋頷 (A) 一(C) ▲1.096.↓58 ←1.165201 ▲226!.659

次期繰越収支基頷 (8)・-(C) ±O '2261.659 1 ▲2261.あ9



国分寺青年会議所2015年度
補正予算(案)

2015年1月1日～2015年12月31日

1収入の部

ー
(単恰:円)
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勘定科目
当初予算頷 補正予算頷 増 減 備 者 ゛

1.よ費収入 as2a000, a65(λ000 ◆13a000

1 1.会費収入 已520.000 已650.000 ←13).000

1.正会員年介費 552α000

1.0フaooo

S車)ユ000 ▲12α000 竿衾頁 @100.0 υX気呂

1250.CK)0 ←25ユCOO 誇期入a @100.000x103 1
匿朗入さ @ラ).000X5乙

2新入会員年舎費 

2人臼金収入 

1.入金収入

1.新入衾員入会合

2.特別介員入会金

525.000 52へ000 ±0

525000 525.000 七〇

1.新入衾員入会合 浬武ω: 22SOO0 i0 祈入さ員入さ&収入 @1五ⅨυX153

2.特別介員入会金 300.000 3〕〕.○00 to 持別さ員入会&収入 @30.OCリX10呂

3.寥業収入 L91a000 117の,000 ▲17よ000

1.事業収入

1.事業収入 1

12広告費収入

1.91λ000 !.740.OCX) ▲17よ000

1.事業収入 1 1.91a000 1.7中:).000 ▲ITユ000
祈年さ36aO00 まら【青少明寥範*ΩⅨわ
納a320.OOO

2広告費収入 0 O 辷O

4.預金収入 O 0 to

1.頂金収入 0 0 t0

1 F預金破入  - 0 0 上O

5.雑収入 35a000 と0

1.雑収入
ヒ

二〇

1.雑収入 350.000 4-0
新竿a150.OCΩ(来賓呪い金)
200.000(088より)

2その池 0 O 上0

6.JC基金取崩し 〔 C 上O

l

1周年事業墨金取崩 ( C 上O

レ.局年事業基金取崩 C1 0 ±O 関年事業憂金残高χ運.000

2事務所移転基金取崩 ( 〔 ±0

11.事務所移転暴金取崩 1 〔1 0} 上O
l -

事隋所移転蟇金残高614.OCυ

3.特別事業蟇金取崩 1) C) ±O

 11.特別事業蟇金取崩 )1  ,) ±O 特別事罠蚕金残高1.00a000

当期収入8計 (A) 926aα刀 ▲4よ000

罰期繰趙金収支差額 0 2261.659 1 ◆u61.優沿

.収入合計 (B) 1152a659・ '221aase
: ′



2.支出の部

1
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予譚頷
2015年度

補正予算
増減 備 者

屯000.000 ◆59へ000

7一 総務委員衾 90.000 90.OCC) ±O

1.認aの蓮営一実胤 70.000 70.000

20Ω00

±0

上0
2蹟匝的な,C蓮肋のための対外事業の
紹介 20.000

8.ひとづくり委貢倉 22α000 250.000 ト3α000

1.池区から心要こざれる膏竿経済入に
ついて誉える例まのe百・実施 50.000 50.OC!0 ±0

2胃甲経済人とLIての必頁な索夏乞身
!こつける91さのe亘・実扼 12α0)0 150.000 ←3α000.

3.清竿経済入とレて求められる憲識芙
革について哲える例aのヱ画・実范 50.000 50.000 上O

9.広服委員さ ル50.000 沃υk000 ←150.000 1

1 F.JCニューλ1発行
2国号寺まつつへの参加

中)0.000 550.000 ゛1刀・(8)1 竿6回え行

50.000 50.000 +0

10.魅力弘大委員 97α000 62α000 ▲350.000

「 1
1.訳大に関する洞さの危画・実凪 ジ)O.OOO 150.○O0 ▲350.○00 ■

2納さの0:亘・実函 470.○00 47α000 ±0 内汗諜料@4.Ⅸカ×(1)呂

11.次世代のまらづくり委員会 1.160.000 1.590.000 ←430.000

14今曝頁Q字Uミ巷える飼会の色謳・
実施 100.000 100.000 モO

2子と5たらが体忌・体荻を通し学ん
でいける例さの位湿一災范 1.060.000 1.491コ.000 ←43a000 -内毀橡輯@10.000κ9%

1z 周年準質室 1.010.α刀 126000 ←23SOOO

1.所竿aの色画・実応 560.αX 595Ⅸ刀 -35.000 内左緑料@屯000Xχ名

2折人曜当例さの之百・実板 10〕.αX 100.OCK) !0
巳- -- - --- -- --

3凋手藁傭号の発行 350.αχ 550.αX ←200.000 年2回発斤

13.一設特811事業費 100.αX 2)0.αX ←10).○00

100.αX1 2き)αX゜1 ゛1厖(3)
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予録頷
2015年度

補正予算
増減 1 備 者 ゜

Z管理費 へa叉Mくo 8268246 ◆1D82.40T

]
1

馳
k

k
L

1

1.事務費 1.反υ.α℃:

ジ}ユ000'

255a000 ←750.000

700.000
L

- 120.000 1
、6向1CXi0iカア辿隋ICX).CXカン6こ161α煩/広服
100.000/魅力10a000/まうIC)0.α℃/周竿
勇.000

1会議蓮営費

Z委員介蓮冨費 7シ1000, 125α000
1

-500.000 i
-αルわα000/N鱗1αl00Cl/{)と100.000/Cm
100.000/魅力1α)σΩ/まら200.αリ/周竿 
I50.000

3.印刷羨本黄 300.000 χわ、○00 上O′
℃手帳主リ冊1の.(XX)/冨a資科一呂薄池
I60.CO0

4・消耗品5 1ジD.OO0 150.000 ±O

1

Lバー)7@1、永カ父1ラ遠/ネー5プL-N尋一
1.500Xl5el/JCバイプル@ス000K15冊/
-OM前高池

2〕9000 150.000 ←13ユ000

1.442000 1.お0.000 .←8ElOO0

1.事隋委託費

2賃隋科

3.水通κ熱費

1 4通信貴

巨.I丁関1系貢

12】Ⅸυ′ t20.000 上0

1.140.○○O 1.I40.000 ±O 寥隔所@9氏ⅨわX12γ月

70.000 70.000 ±0

4.通信貴 12000 10α000 ←B8.OO0

20.000 ±0 さ員写用サイトドメイン科、プーパーレンタルμ5.I丁関1系貢 20.000

80.000 80.○00 上O 陳語看坂保続料15.600 尤ルーム保汲科2よ000
既込手数科池

1.542&39 1.569.246 ←2a407

十.日本JC墨木金
2日本JCけDO金

3懸更池区碁木金

4.関東池区付加金

5.東京ブロツク基本金

氏東京プロツク付加a

7Jcl竿a費

8WeBelieveJCプしス

9.国際協力金

10-ASPAC支援金

11.8本JC出向者負但金

1z東京プ0ツク基本資科購入費

13.貸録関係費

1 14.その池負担金

45.000 ル5.CXX) !0

2日本JCけDO金 33α000 332.500 ←Z5〕)
前期@SOOOX64g
後期@Zデカ×53

3懸更池区碁木金 10.000 10.000 上O

4.関東池区付加金 よ3.000 32.000 ▲1.000 @デカ×643

5.東京ブロツク基本金 40.000 申).000 上O

氏東京プロツク付加a 21a000 207.000 ▲aooo @よoooxag呂

7Jcl竿a費 1 8〕.514 1 782凝 : ▲Z2お @1.I34X69呂

8WeBelieveJCプしス 198,α刀 199,ヌX ←L500 前期@よ000X64g
i後期@1.500x5呂

9.国際協力金 111.32= 11a80C ←氏475 @5X365日X643

10.ASPAC支援金 1 〔 ( ±0

11.8本JC出向者負但金 l 20.CKX

11200C

20.OCK 1 10 @20.αX)Xl呂

1z東京プ0ツク基本資科購入費 1 a摂と疋} ▲2a800 @al50X28部

13.貸録関係費 1 10.の

34aOOl

[ .

) 1ααX) 上O 京都会議資料購入亘池

14.その池負担金 )1 (nα×)1 ←ラユα刀 1国分寺まつり協黄金30.αχ)/T-E!叉丸協胃金
1αⅨΩ/討議aよ社α刀

4.その池の管理費 421.0) ) 619.αχゝ1 ゛1迩取 L

1.渉外費 1 Δn①) 35)0)) ◆151αX覗理事長交際責2の,σカ/a員拡大経貝1αIOCυ

2厘弔費  .刀.(1) ) 100.001) ◆5aαX116晶 一 - - - 一一
L3籟備頁 10a00 31 1臨(ト))1 1(―褒賞記念品1αXXΩ
4.諸費 71【C) 69.00) ▲Zαχ )1誕生会他◎1、αカX69呂
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予算g頁
2015年度

 補正予算
増減 1 備 考 1

O ◆5〕ユ000

1.周年事業基金 0 300.000 ◆300.0))

ij.周年事業基金 一 0 300.000 ←30).0)0 周年寥某碁&残高1.2α),αη

冬!讐所移転基金 0

0

100.000 ←100.OOO

1 - - .- - - .

100.000 ←I00.000 事招所移転竪&残高714.Ⅸυ

3.特別事業碁金 O 100.000 ←100.000

[ }「鶴事襲金 ○ : 1①.α℃ ←10つ.0)0 特別事菜蟇&残高1.1①.Ⅸ℃

4.予備費 10乙161 1α1413 ◆61252

1予備費 102.I61 1α3.41こ ←61252

 」τ.予龍 102161 16ユ413 ←61.252
「 --- - - - --

当期支出古計 (C) 9.30aco0 : 11.526.659 1 ▲221a柘9

当期収支屋頷 (A) 一(C) 上O ▲2261.659 ←2261.659

1 
次期繰越収支差頷 (B)-(C) 50 モO 上O



様式第1号(市民活動団体提案事業)

平成27年度募集国分寺市提案型協働事業「提案書」

′11;2[1{1;゛へ
収受

平成 27年 9月 11日

国分寺市長 井澤 邦夫 様

事務所の所在地 国分寺市泉町1-11-21丹下方

団 体 名 ドッグ・ラン武蔵国分寺

代表者氏名 酒井 宏幸

次のとおり提案します。なお、会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承諾します。

1 提案事業名

2 提案事業予算

3 提案理由

同行避難に備えた犬のしつけ教室及び講習会を開催し人と犬

とが共生・共存できる社会を実現する事業

1,129,920円

(内、市からの委託金529,920円)

平成25年度の犬・猫推計飼育頭数全国合計は、20,615千頭であり、

15歳以下人口が1600万人であることと比較しても非常に多い数になっ

ている。国分寺市においても、このうちの犬の登録数は5,016頭となっ

ており、実に11世帯に1世帯は犬を飼育している計算になる。

これらは、近年、ペットが「生活に喜びを与えてくれる大切な存在。」

であることや「健康面、精神面だけでなく人と人をっなぐコミュニケー

ションにおいても大切な存在。」 となっていることを表している。

一方、東日本大震災や直近での口永良部島での噴火等の災害発生時に

は、共同の避難所での生活を余儀なくされるが、避難生活を送る際にも

「生活に喜びを与えてくれる大切な存在」であるペットの存在がどれほ

どの力を与えてくれるのか、想像に容易い。

そして、このような状況を可能とするためには、我々犬の飼養者側は

日頃からペットとの同行避難を意識した犬のしつけを継続しておく必

要があり、自治体側は飼い主が平時から備えるべき対策について、飼い

主を含めた住民への必要な情報の提供と意識の啓発を行う必要がある

(「災害時におけるペットの救護対策ガイドライン」(環境省)より)。

したがって、同行避難による訓練を実施している国分寺市と協働するこ

とで、国分寺市内における人と犬とが共生・共存可能な社会が実現でぎ

ると考え、今回、提案型協働事業として提案することとした。

一151-
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4 事業概要

(400字程度で記入

してください)

〔Ⅰ〕国分寺市内の2か所でそれぞれの地域における犬の飼養者を対象に

以下の4つを柱とした事業を実施する。

(1)同行避難を想定した対応に関する座学の開催

専門講師及び獣医師による座学を開催し、同行避難時における犬

のしつけの重要性について講義を行い、国分寺市民の理解と飼い

主の意識の啓発を行う。

(2)同行避難,を想定した犬のしっけ教室の開催

専門講師による、同行避難を想定した、段階的な犬のしっけ教室

を開催し、災害等発生時にも人と犬とが共生・共存ができるしっ

け方法を習得する。

(3)(1)及び(2)の習得のための自習訓練を実施する

各飼養者ごとに、自習訓練のための場所等を利用して、(1)及

び(2)の習得状況に応じた自習訓練を実施する。

(4)効果測定の実施

しつけ教室の最終日に模擬的な同行避難訓練を実施し、効果測定

及び課題抽出を行う

〔Ⅱ]国分寺市の一般市民を対象とした災害時の同行避難に関する学習会

を年2回開催する。
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蘂式第2号-1(市民活動団体提案事業)

団体名 ドッグ・ラン武蔵国録i

Ⅰ〕①ペットが社会の一員としての適性をもっべきであることを認識し、

同行避難するために必要なしつけや健康管理を行うため、②国分寺市
1 事業目的 内の2が所を選定し、その地域の犬の飼養者に対して、③3か月間に3

(①解決する社会1 回の座学と6回の目的別のしつけ教室の開催及び゛飼養者ごとの自習訓
問題,②事業の対1 練等を行い、同行避難時の対応に備える。④座学としつけ教室の効果
象,③何を実施するl を測定するために、模擬的淫同行避難訓練を実施する。その際、アン
う),④到達点 を記1 ケートを取ることで、今後の課題を明らかにする。

人してください) {〔旧①ペット連れの避難に対する知識を深めるため、②国分寺市の一般市
民を対象として③年2回災害時の同行避難に関する学習会を実施し、

④アンケートを取ることで、今後の課題を明らかにする。

Ⅰ〕国分寺市内の2か所を選定し、事業を実施する。1か所あたりの事業

実施期間は3か月間で、事業の内容は以下のとおり。

(1)3か月間で3回の座学の実施

専門講師及び獣医師による座学を実施

し、同行避難するために必要なしっけや健康管理、ペットを連れてい

ない避難者への配慮やペット自身のストレスの軽減などに関する講義

を行い、飼い主の意識の啓発を行う

(2)3か月で6回のしっけ教室の開催

専門講師によるしつけ教室を開催し、基礎トレーニングから応用ま

での状況や刺激の変化を取り混ぜ、問題行動の予防、飼い主の関わり

方・接し方、同行避難時に応用できる習慣作り等を犬を帯同した状態
訓練を行う。

(3)自習訓練のための場所の設置と自習訓練の実施

飼い主が(1)及び(2)の習得のための自習訓練を行う場所を設

置し、各飼養者ごとに、当該場所を利用して習得状況に応じた自習」11

練を実施する。

(4)効果測定

座学としつけ教室の効果を測定するために、模擬的な同行避難訓練1
を実施する。その際、一般市民にも参加を呼び掛け、アンケートを

取ることで、今後の課題を明らかにする。

Ⅱ〕災害時の同行避難訓練に関する学習会(全市民対象、年2回)

総合防災訓練時他1回、市内の公共施設で一般市民を対象とした同行

避難に関する学習会を実施し、アンケートを取ることで、今後の課題

を明らかにする。

2 事業内容

(当該事業で具

体的に何を行う

か記入してくだ

さい。)
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3 事業計阿案

(事業の実施ス

ケジュールを記

入してください)

4月 契約締結、事業担当課との詳細協議

しつけ教室参加者募集

(A地区)

4月第4土曜日

第1回飼養者のための講義

・トレーニングとは～成功を積み重ねる事での学習の定着

・室内での関わり方/過ごさせ方

・クレートの活用

・質疑応答

・各自自習訓練

第1回しつけ教室開催

・褒めることを教える

・手を見ること～アイコンタクト

・手を追うこと～誘導から動作を引き出す～遊びへとつなげる

・追いかけっこの構築

・タッチング～触られること事のイメージ作り

4月第4日曜日

第2回しつけ教室開催

・追いかけっこの確認

・犬が夢中になる変則的な追いかけっこ

・追いかけっこ～歩行への移行

・指定した範囲の集中のキープ

・指定した場所で動作を引き出す

・各自自習訓練

5月第4土曜日

第2回飼養者のための講義

・現在までの経過報告

・オン/オフの切り替え

・散歩のさせ方

・他犬との接触

・質疑応答

第3回しつけ教室開催

・歩行の確認

・歩行中に指定した場所で指定した動作を引き出す

・待て

・歩行中の動作～待て

・変則的な待て

5月第4日曜日

第4回しつけ教室開催

・歩行～待ての確認

・待ての応用
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・待て～呼び戻し

・フリーの状態からの呼び戻し

・アトランダムな待てと来いの組み合わせ

・各自自習訓練

6月第4土曜日

第3回飼養者のための講義

・現在までの経過報告

・興奮のコントロール

・遊びへの介人のポイント

・感情を読む

・緊急時/災害時の対応

・質疑応答

第5回しつけ教室

・待て～来いの確認

・散歩中のコントロール

・散歩の中での動作確認

・応用しながらの散歩の構築

・各自自習訓練

6月第4日曜日

第6回しつけ教室

・フリーな状態での行動観察

・フリーな状態でのコントロール

・フリーな状態での指示の応用

・各自自習訓練

・効果測定のための模擬同行訓練とアンケート調査

8月下旬 国分寺市民対象学習会(総合防災訓練と連動)

(B地区)

10月第1土曜日

第1回飼養者のための講義

・トレーニングとは～成功を積み重ねる事での学習の定着

・室内での関わり方/過ごさせ方

・クレートの活用

・質疑応答

・各自自習訓練

第1回しつけ教室開催

・褒めることを教える

・手を見ること～アイコンタクト

・手を追うこと～誘導から動作を引き出す～遊びへとつなげる

・追いかけっこの構築
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・タッチング～触られること事のイメージ作り

10月第1日曜日

第2回しつけ教室開催

・追いかげっこの確認

・犬が夢中になる変則的な追いかけっこ

・追いかけっこ～歩行への移行

・指定した範囲の集中のキープ

・指定した場所で動作を引き出す

・各自自習訓練

11月第1土曜日

第2回飼養者のための講義

・現在までの経過報告

・オン/オフの切り替え

・散歩のさせ方

・他犬との接触

・質疑応答

第3回しつけ教室開催

・歩行の確認

・歩行中に指定した場所で指定した動作を引き出す

・待て

・歩行中の動作～待て

・変則的な待て

11月第1日曜日

第4回しつけ教室開催

・歩行～待ての確認

・待ての応用

・待て～呼び戻し

・フリーの状態からの呼び戻し

・アトランダムな待てと来いの組み合わせ

・各自自習訓練

12月第1土曜日

第3回飼養者のための講義

・現在までの経過報告

・興奮のコントロール

・遊びへの介入のポイント

・感情を読む

・緊急時/災害時の対応

・質疑応答

第5回しつけ教室

・待て～来いの確認

・散歩中のコントロール
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・散歩の中での動作確認

・応用しながらの散歩の構築

・各自自習訓練

12月第2日曜日

第6回しつけ教室

・フリーな状態での行動観察

・フリーな状態でのコントロール

・フリーな状態での指示の応用

・各自自習訓練

・効果測定のための模擬同行訓練とアンケート調査

1月下旬 国分寺市民対象学習会

2月 しつけ教室の振り返り及びアンケート調査のまとめ

*日程に関しては、天候に左右される

また、暑い時期、寒い時期に関しては、負担のない場所等を検討していきたい
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様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名 ドッグ・ラン武蔵国分寺

4 事業の対象

(地域、対象者、対象

総人数等を具体的に)

国分寺市民

(1)被災時の同行避難訓練についての学習会

(2)効果測定のための模擬同行訓練への参加

国分寺市内の犬の飼養者

(1)飼養者のための講義60人(1回30人程度×3回×2会場)

(2)しつけ教室60人程度(各会場で30人×6回×2会場)

5 事業の実施場所

6 役割分担

(具体的に)

7 成果指標等

(事業成功のポイン

トや,目標)

(1)国分寺市民対象学習会

公民館や地域センター等の会議室等

(2)飼養者のための講義

選定した2か所ごとに、公民館や地域センター等の会議室

(3)犬のしつけ教室の開催及び自習訓練実施のための場所

選定した2が所ごとに、公園等の市の管理場所内において、おお

むね200 m'の土地(周囲を簡易サークルで囲う)を.確保し実施。

く提案団体が担う役割〉

(1)飼養者のための講義を行う専門講師及び獣医師等の選定、交渉、

開催場所の選定

(2)しつけ教室を行う専門講師の選定、交渉

(3)しつけ教室の開催場所及び自習訓練場所の選定の協力

(4)国分寺市民対象学習会の講師選定

く市が担う役割〉

(1)広報(市報)・チラシの配下場所の確保

(2)飼養者のための講義における市職員(災害担当部局、消防等の関

係者)の選定、派遣

(3)飼養者のための講義の開催場所の提供

(4)しつけ教室の開催場所及び自習訓練場所の選定、提供

(5)備品貸出

(1)飼養者のための講義及びしつけ教室の参加者数の確保

2か所×(6回X30名)

(2)市側が行う同行避難訓練への積極的な参加と企画協力、訓練結果

の共有

(3)同行避難に備えた意識の啓発
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災害等発生時に飼い主はペットと同行避難する事が基本であり、この

ことは、動物愛護の観点のみならず、放浪動物による人への危害防止や

生活環境保全の観点からも必要な、必要な措置であるとされている。そ

のため、我々飼い主は平時から、犬が社会的に適応するようしっけを行

っておくことが求められている。

8 市と協働す,意 一方・自治体91・飼″主′。16同行避難や適1な4育管17゛行9゜6
義及び必要性,協 よう・平時7゛ら飼″主に対する啓発等0対策を講じろ0とが望まし″と
働。ユよる相乗効果 されて″る0とから・今回0事業を我′と市側と7゛協働1行う0とは・

被災者である飼い主の避難を支援し、放浪動物による人への危害防止や

生活環境保全の観点から゛も重要な意義と必要性がある。

また、協働による相乗効果として、犬の飼育管理に対する意識の向上

も図られると考えられる事から、十分なしつけが行われ、犬を飼養しな

い国分寺市民からの苦情の減少、公園等の公共施設の環境の良化が図ら

れると考えている。

9 事業実施後の展
開(事業終了後どの

ような展望があるか)

 今回の事業を通じて確立した手法や得られた知見をもとに、国分寺市

における同行避難のためのマニュアル(仮称)を作成し、次年度以降も

1市の主催する同行避難訓練を含めた防災訓練等に積極的に参加し、「災

害時に適応的な行動のできるわんこ」の増加を図る。犬を飼養している

飼い主の意識向上及び飼養していない市民の理解が広がることで、人と

犬とが共生・共存可能できる社会を実現することができる。



様式第3号

(市民活動団体提案事業)

団体名 ドッグ・ラン武蔵国分寺

提案事業収支予算書

1
「市からの委託金
l飼い主負担しつけ教室代

1

(収人の部)

区分

1&
口 計

1

529,920

Y
゛
i
I
l
!
I
レ
幕
E
C
山
?
■
■
?
■
f
1
区
1
■
■
ら
ら
■
■
巳
■
■
■
■
■
■
自
■

600,000110,000×60人

1, 129,920 1

予算額 摘要

l

(支出の部)
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区分 予算額 摘要

報償費 232,000

学習会講師謝礼

13,000X2hX2会場

しつけ教室講義講師謝礼

10,O00XlhX3回×2会場

しつけ教室謝礼

10,OOOXlhX6回×2会場

印刷製本費 36 000

チラシ1000部×2回×10円

アンケート200部×10円

学習会用パンフレット4頁X

100部×10円

インク代 10,000円

人件費 425,880

.チラシ作製事務

910円X5hX2回

アンケート作成事務

910円X8hX3人

パンフレット作成事務

910円X8hX4人

運営準備・片付け

910円X4hX5人×12回



管理者

910円X 6h X 2人X12回

学習会運営

910円X 3h X 3人×2回

[豐
「・肖事警ぷζ
Ⅱ1-
*柵レンタル代

P
t
◆
1
l
?
1
?
t
番
t
?
h
t
Z
h
■
l
l

1
゛
ゞ
ゝ
゛
ゝ
ゝ
゛
l
l

1
「合計

1

1

15,0001イベント保険1
1

10,0001結束バンド、文具等1
1

100,0001
1

3、、,。40(1・,″で(サ泊4!)ゞ40柵
(1柵1.5m)×6回

量
―
?
1
1
訃
管
t
l
t
1
t
?
1
1
?
1
1
ト
r
身
ら

1r
t
畳
I
ト
1
t
I
1
l
L
I
E
E
■
ト
▲
1
i
ツ
■
1
1
警
L

1,129,'9201

1
*棚レンタル代はしつけ教室の実施場所により要不要を判断する。
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様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※ 枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。
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(刀力゛ナ) ドッグランムサシコクブンジ

団体の名称 ドッグ・ラン武蔵国分寺ドッグ・ラン武蔵国分寺

.〒 185-0024

所在地 ・ 国分寺市泉町1-11-21 丹下方

設立年月日 1995年 8月

会員の状況 :
正会員数 60人・ 団体

(内国分寺市民 55人)
.年会費 2,000円

賛助会員数 人

団体
年会費

1

活動目的

本会は犬を家族同然に愛し、愛犬家としてのマナーを守りかっ素の向上に

貢献するために、犬を通しての地域の人々との交歓を目的とします。また、

犬の自由な遊び場としての「ドッグラン」設置の実現を推進します。

l)機関紙「ドッグ・ラン新聞」の発行・会員宛て配布。近隣の動物病院な

どにも掲示いただいている。(隔月・現在120号)

2)市内各所、主に都立武蔵国分寺公園内において、発足当時より 「犬のう

んち拾い運動」開催。(第2土曜日 年7回程度)ここ数年は公園管理者

とのタイアップにより その内年2回共同開催。

3)2005年より都立武蔵国分寺公園において春・秋の2回 東京都西部公園

緑地事務所の後援を受け「仮設ドッグランにおける犬の躾教室」開催、

現在22回。

4)国分寺祭りにおいて 犬と子供のふれあい活動「わんわんふれあい広場」

開催。これから犬を飼い始めるであろう入場者に犬の終生飼養を呼びか

けるチラシを配布し、犬の殺処分減少を訴える。 ′

5)国分寺市もとまち公民館等主催の「ふれあいまつり・もとまち」におい



て主催者の要請に応え、平成25年より 「わんわんふれあい広場」開催。

6)国分寺市の行う 総合防災訓練において獣医師会よりのご案内により

犬を同伴した宿泊避難訓練に初回の平成25年より参加。告知に努める。

7)月に一回程度 会員有志による老人ホームへ犬を連れての慰問活動。

自己責任を前提としたボランティア活動であったが、2009年より当会

から独立したグループとして活動中。

8)地域の防犯活動として、犬の散歩の際に「わんわんパトロール」のバン

ダナ等を着用。その功績が認められ2008午6月「警視庁生活安全部長・

東京防犯協会連合会長連鼎賞4を小金井警察署にて授与される。

9)過去の市議会及び都議会へのドッグラン設置を要望する陳情等

平成7年署名を添えて国分寺市議会に陳情書提出

後に陳情取り下げ

平成t4年1648名の署名を添えて都議会に陳情書提出

平成15年都議会建設・住宅委員会において都立公園へめドッグラン

設置が趣旨採択される。

9)都主催「武蔵国分寺公園のドッグランを考える会」に平成20年の第1

回より出席。ドッグランの必要性を訴えるが、第3回会合において

武蔵国分寺公園への設置は見送られる。

10)年1回 定例総会を開催し、決算報告・予算案・活動計圃などを会員の

皆様に承認いただいています。

*別紙 会則・総会資料を参照下さい

担当者連絡先

ごぞ゛7ゞ≧゛て1!ぞデ舷

1住所■
1電話1
- 一一

----

-

一

1

l

1FAX
ー

I
一 l
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ドッグ・ラン武蔵国分寺会則

本会は「ドッグ・ラン武蔵国分寺」と称します。

本会の事務局は国分寺市泉町1-11-21 丹下宅(042-328-6514〉に置きます。

本会は犬を家族同様に愛し、愛犬家としてのマナーを守りかつその向上に貢献するた
めに、犬を通しての地域の人々との交歓を目的とします。また、犬の自由な遊び場とし
ての「ドッグ・ラン」の実現を推進します。

本会の会員は国分寺市を中心とした周辺地区において犬を飼育している人、そして犬
を愛する人すべてによって構成されます。

①犬の飼育に関しての情報交換を行います。
②犬と一緒に楽しむために親睦会などを行います。
③ 愛大家のマナー向上のために講演会や研究会などを企画開催します。
④「ドッグ・ラン」実現のための活動を行います。
 そのほか本会の目的のための活動を行います。

本会は次のとおり役貫を置きます。
名誉会長(顧問) 1名 顧問

会長 1名 副会長

監事 2名 会計責任者

書記 1名 事務局

会長は役員会にて推薦し総会で選、任することとします。
副会長以下の役員は会長の椎薦により総会で承認することとします。
名誉会長および願問は本会に功労があった会員を役員会で選任し総会に報告すること
とします。

役員の任期は1年とします。ただし再選を妨げません。

役員はすべて無報酬とします。

本会の定期総会は年1回開催することとします。
また臨時総会は会長が必要と認めたとき、その他の役員の過半数が必要と認めたとき、
または会員の過半数の要求があったときに会長が招集します。

第11条(議決事項) 総会は次の事項を議決承認します。
① 活動計画案および収支予算案、活動報告および収支決算
② 役員の選任

③ 会則の改定

④ その他役員が必要と認めた事項

総会の議事は出席者の過半数で議決し、可否同数の時は議長が決めます。

役員会は原則として2ケ月に1回関催しますが、会長の招集のもとに必要に応じて随時
開催できます。

第14条(議決事項) 次の事項は役員会の議決を経ねばなりません。
① 総会の議案

② 活動計画案およ汀収支予算案、活動報告および収支報告
役員婬補の推i164-は承認一決定

1条(名称)

;2条(事務局)

;3条(目的)

4条(会員)

第5条(活動)

第6粂(役員)

若干名

2名

1名

数名

第7条(役員選任〉

第8条(役員任期)

第9条(役員報酬)

第10条(総会)

第12条(議決)

第13条(役員会)



④ そのほか会運営に必要な一切の事項

115条(議決) 役員会の議事は出席者の過半数で議決し、可否同数の時は議長が決めます。

;13条(顧問監事〉 顧問、監事は役員会に出席し意見を述べることかできます。ただし議決に加わることは
できません。

本会の会員は会の運営に当てるべく会費を納めます。会費を満1年以上納めていない
会員はその後1年経過した時点で自然退会とします。

① 会費は年額2,000円とします。(2013年より〉
② 会費は会計年度の前後半に分けて納めることができます。

本会の会計は会費、寄付金その他の収入で賄います。ただし、親睦会や講演会研究会
など行事を企画開催するときは別途特別に会費を定め徴収することができます。

19条(会計年度) 本会の会計年度は、毎年1月1日から12月31日までとします。

?20条(会則改訂) 本会則の改定は役員の3分の2以上の議決に基づき、それが総会において出席者の4
分の3以上で議決されなければ成立しません。

第21粂(その他) 本会則に定められていない事項については別途定めます。

第22条(名簿) 本会は登録された会員名簿を年1回以上、愛犬の名前を載せて発行します。

第23条(経過措置) 本会設立に当たり、設立総会が開催されるまでの間は役員は発起人が兼務し、その任
期は本会則が執行されてからその会計年度末までとします。ただし再選を妨げません。

第24条(執行期日〉 本会則は1996年1月1日より執行します。

一附則一

その1(委員会制度)第5条に定めた活動の推進を目的として、必要に応じて委貝会を設置します。委員会の
設置及び解散は、第14条の④に基づき役員会の議決事項とします。委員は会員により
構成し、委員長は役員が兼務することとし、会長が任命します。

:1l条(会費)

′13条(会計)

[会則改定]

2001年第6条(役員)

2005年第17条(会費)

本会は次のとおり役員を置きます、
事務局数名コ1tηl巳1ス入―

本会の会員は会の運営に当てるべく会費を納めます。また会費を満1年以上
納めていない会員はその後1年経過した時で自然退会とします。

①会費は年額4,000円とします。
②会費は会計年度の前後半に分けて納めることができます。

本会の事務局は国分寺市東元町3-33-24岡田宅042-324-3286に置きます。
本会の事務局は国分寺市泉町1-11-21丹下宅042二328-6514に置きます。

2008年第2条(事務局)
2015年 第2条(事務局)

[附則改定]

2004年(慶弔見舞金制度)会員死亡の香典廃止
(委員会制度) 追加

2011年(慶弔見舞金制度)会員愛犬死亡の香典廃止
2013年(会費) 会費年額2,000円に改定

-165-



2014年会計報告

1

1
l
1

自2014年 1月 1日

至2014年12月31日

(単位:円)

1

e1斗娑杏親μ塾圭
デ太Ⅱ五1【琴Ⅸ石雷

2014年1月1日より2014年12月31日に至る期間のドッグラン武蔵国分寺の会計諸帳簿お

よび関係書類を監査bた結果、収入・支出は適正に実行されたことを確認致しました

2015年2月20日 監事 児鴫幸

-166-

収入の部 支出の部

会費収入 95,000 ドッグラン運営費4/19 21,863

マナーポーチ売上 5,000 ドッグラン運営費10/4 20,892

国分寺祭収益 115,400 ふれあいまっりもとまち 873

寄付金 20,835 新聞発行費 16,126

利息 75 クリーン運動経費 410

保険返戻金

(レクリエーション保険) 4"231
パンダナ製作費 5,159

国分寺祭参加運営費 65,248

内訳:′ 出店料 7,900

飲物等仕入 42,682

犬のおやつ製作費 11,951

雑費 2,715

総会費 37,729

会議費 2,157

備品購入費 17,600

イベント保険料 12,300

事務用品費 2、889

:雑費 19,684

小計 .240,544 l小計 222,930
 ■訓 

前年度繰越金 483,153 次年度繰越金 500,767

合計 723,697 合計 723,697

■ l閣■■ ■脳■ 1ミ
巳 1目
-■

l l■■



2015年予算案

白2015年 1月1日

至2015年12月31日

惣費

1分寺祭り収益

\計

冑年度繰越金

j計

収入予定

100,000円1

200,000円{
500,767司
700,767円1

1
l

ー

1

1
-167-

支出予定

ドッグラ冫運営費 4h 30.000円
11喝

/l 10月 30000円
.-- . . 一. , 1

わんわんふれあい広場 10,000円
.-..--.-------..二.-.-ニ

新聞発行費(通信費含む) 30,000円

クリーン運動経費 1,000円

国分一寺まつり参加・運営費 70,000円
   鹸   1       馴  1

総会費 10000円
. . . 一 ,. 1

会議費 5,000円
. ″ 一

備品購入費 50,000円

通信費 5.000円:

事務用品購入費 5.000円

イベント保険料 13,000円:

雑費 10,000円.

小計 269.000円

次年度繰越金 431,767円
ク11評

合計 700,767円

 ◆
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皆さんご協力お願いします!

もとまち

Hれあいまっ夕

\、

祠欧ドッグラ5
10/3(土) 9:00～16:00

しつけ教室10:00～/13:00～

クリーン運動(ウンチ拾い)15:00～

秒io/io(土)の予定を変更しました。

ご注意ください。

10/17(土)11:30～1卆00

子どもたちとワンコの
ふれあいスベーズがあります。

φ武蔵国分寺公園 @もとまち公民館

2Qムヤフ
三モi=ミ=: ミ゜ してボゞ呈@AA@:

゜・,: : .[: 。′: J二:7

憤分寺まっリ
J・゜

10/29(*) xo:oo～xb.o6 11/1(日) 9:30～16:00

1分寺まつりで販売する犬のおやつを
Fります! おからクッキー、クラッカー
チーズ味、ごま昧)は飼い主さんも一
引;食べられる安心なおやつです。

@もとまち公民館
＾?

*ふtl,あい広場(子どもたちとワンコの

. ふれあいスペース)

*模擬店(世界のビール、犬のおやつ・

小物販売、犬の爪切り他)

@武蔵国分寺公園

のおやっ講習会の参力呻込みは10/20 (火)までに泉へ(メール: kayoko-izu電刺com.home-ne-jp)
の他は開催前日までに酒井へ(TEL・070-6667-180-1ご連絡ください一

1
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様式第1号(市民活動団体提案事業)

平成27年度募集国分寺市提案型協働事業「提案書」

分寺市゛

「27,9、11
収受,

平成27年9月11日

国分寺市長 様

事務所の所在地 国分寺市泉町3-37-31サンエフビル4階

認定NPO法人冒険遊び場の会気付

共同提案団体名 国分寺・協働を進めるNPO連絡会
(構成団体:認定NPO法人冒険遊び場の会/NPO法人お産サポートJAPAN/
NPO法人まちづくりサポート国分寺/ミズモリ団/NPO法人ワーカー%[

代表者氏名 代表構成団体認定NPO法人冒険遊び

代表理事 武藤陽子

?l-

次のとおり提案します。なお、会員名簿・担当者連絡先を除き公開を承諾します。

1 0$$ &ニニ[二???蜂轡をah;s些;stw>市職員・NPoスタッフ合同研修事業
1

262,680円
1

平成26年度に実施された提案型協働事業「協働を進めるための市職員・N

POスタッフの実践的育成研修事業』は、研修後のアンケート調査によれば、

参加した市職員・NPOスタッフの8割が「また参加したい」と回答しており、ま

た満足度をはかる指数においても8割以上の平均点を得ている。今後の協働

を進める上での相互理解及び協働への意識を深める動機づけには一定程
度は寄与できたといえる。

また、協働事業審査会の評価結果によれば、実習先の選定について『団体

のもつネットワークを活かし実習しやすい環境を整えられたことで、職員の満

足度及び効果的成果に繋がった』と選定の妥当性を認め、『協働で実施でき
たことは非常に効果的であった』と、協働事業として実施された意義について
も高く評価されている。

本提案事業は、こうした実績や評価を踏まえ、『実践まで発展しうる研修』
(協働事業審査会評価結果)として、さらに充実した研修内容を設定し、研修
受講者のステップアップを目指すものである。

提案団体については、26年度の2団体から今回は5団体による共同提案と
なったことも、NPO側の意欲の現れである。

26年度に引き続き、特徴のひとつであるNPO活動現場での体験実習をプロ

グラムとして組み込み、また、そのふりかえりを職員とNPOが同じテーブルを

囲んで行うことで、協働だからこそ成し得る事業成果を知り、協働事業に起こ

りがちな問題点の把握、協働の長所・短所などを確認していくものである。

市職員のなかには協働やNPO活動に関する理解不足があり、一方でNPO

側にも行政実務に関する知識不足は否めないのも事実である。両者の相互
理解やNPO同士の横の連携を深めることも目的としてあげられる。

26年度事業の実績を踏まえ、実習の充実などより内容を進化させた事業と
したい。

3 提案理由

4 事業概要

(400字程度で記人し

てください)
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様式第2号-1(市民活動団体提案事業)

団体名 則分寺・協働を進めるNPO連絡会

1 事業目的

(①解決する社会

問題,②事業の対

象,③何を実施する

か,④到達点 を記

人してください)

①解決する社会問題

これまで行われてきた協働に関する職員研修が実践的ではないこと。及びNP

Oスタッフも行政の実務や仕組みについて理解が進んでいないこと。ゆえに協

働のパートナーの相互理解が不足し、協働事業の成果があがっていないこと。

②事業の対象

市職員及びNPOのスタッフ

③何を実施するか

実習、講義、ワークショップからなる研修

④到達点

行政・NPO双方が同じ研修に参加し、お互いの活動や実態、仕組みなどを理

解し、協働事業立案へのモチベーションがあがること。

協働事業がなかなか広がらない原因を追究すること。

2 事業内容

(当該事業で具

体的に何を行う

か記入してくだ

さい。)

1.26年度実施事業の報告と分析

2.協働の事例研究

3.NPOの活動現場において体験・実習

4.受講者と受入れ先でのふりかえり/レポート提出

5.ワークショップ

6.まとめ・成果発表

*研修の事前・事後で理解度を計るための効果測定を行う

平成28年6月～11月を予定

3 事業計画案

(事業の実施ス

ケジュールを記

入してください)

1.NPO活動現場実習(約半日～1日)

・すべての実習先(10ケ所程度)について活動(実習)内容のレクチャーを行う

・実習内容はなるべく実際の日常的な活動に参加するものとし、研修生向けの

特別なプログラムとはしない

(期日は特定せず、ある程度の幅を持たせた期間のなかで、研修生が実習に

行きたい先を選択できるような形態としたい)

2.座学・ワークショップ(2日間)

・国分寺市の協働事業の現状

・市職員から行政の抱えている課題の発表とそれについての意見交換

・NPOが抱えている課題の発表とそれについての意見交換

・双方のすりあわせにより共通の課題を見出す

・課題解決のための協働事業の模索

-182-



様式第2号-2(市民活動団体提案事業)

団体名 国分寺・協働を進めるNPO連絡会

国分寺市職員・国分寺市内で活動するNPOスタッフ各15名程度を受講
生とする。市職員については、協働事業審査会の評価結果に基づき『協.働

4 事業の対象

}地;二込tこE対象11竺〒?゜勺ミ劫h'=〒i 〒途竺臂″竺“0,色!竺乙二層磐警
することを求めていきたい。NPOスタッフについては、当該団体のたんなる会

総人数等を具体的に)
員ではなく団体の運営に関与するスタッフを対象としたい。こくぶんじ市民活
動センターを通じても公募する。

5 事業の実施場所l国分寺市内の公共施設、市庁舎、NPOの活動現場

く提案団体が担う役割〉

6 役割分担

(具体的に)

・研修の講師

・プログラムの企箇・コーディネイト

・実習の受け人れ(受け入れ各団体から研修プログラムー覧を提供)
・ワークショップ(グループ討議)の進行

く市が担う役割〉

・研修の講師

・対象職員の選考

・広報

7 成果指標等 1・研修前後に行う効果測定結果の向上
(事業成功のボイン1・市民サービス向上にむけて、協働事業の立ち上げにつながる一助となるよ
トや,目標) うな土壌づくり

26年度事業の協働事業審査会評価結果にあるように『単独では為しえな

8 市と協働する意1い事業である』ことから、協働事業の特性を十分に活かしていきたい。特にN
義及び必要性,協1PO活動現場の体験実習は、市職員がNPOを理解するのみならず、NPOス
働による相乗効果1タッフもまた他団体の活動から学ぶ貴重な機会となるものであり、それを双方

が同時に受講する意義と効果は大きい二

・次年度以降も同様の研修が積み重ねられ、多くの市職員、NPOスタッフが
共通理解を得て連携強化の機会となること

・質の高い「公募型協働事業」が生まれ、「提案型協慟事業」の提案が増える
こと

・「協働の推進に当たり,多様で開かれた場又は機会の創設,拡大等協働の
ための基盤整備」(自治基本条例第9条)につながる道筋をつけること

・この事業を契機に市内NPO間の結束の強化につながること

9 事業実施後の展

開(事業終了後どの

ような展望があるか)
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様式第3号

(市民活動団体提案事業)

団体名 国分寺・協働を進めるNPO連絡会

提案事業収支予算書

(収入の部)

1

(支出の部)

l

1

1

1

-184-

区分 摘要

委託料 262,680

合計 262,680

区分 予算額

人件費 (191,950)

65,520.企画・進行管理

研修当日事務 25,480

1 ワークショップ
12,000

9,100

体験実習補助 31,850

まとめ・報告書 48,000 1200円X20HX2人

謝金 (31,850) 実習受入れ団体910円X7HX5

消耗品費 (10,000) プリンタインク、模造紙、コピー紙等

保険料 (5,000) 受講者傷害保険5日間

直接経費計 (A) 238,800

諸経費 (23,880) (A)X10%

“1

合計 262,680



共同提案団体協定書兼委任状(協働事業用)

平成27年7月3l日

国分寺市長 井澤 邦夫 殿

共同提案団体名 国分寺・協働を進めるNPO連絡会
-

代表者 所在地 国分寺市泉町3-37-31サニ

名 称 ′認定特定非営利活動法人

氏 名 武藤 陽子

提案型協働事業の募集に応募するため共同提案団体を結成し,国分寺市との問
事項に関する権限を代表に委任して申請します。

-

なお,当該提案型協働事業の実施事業に選定された場合は,各構成団体は当該事業の実施者と
しての業務の遂行及び業務の遂行に伴い当共同提案団体が負担する債務の履行に関し,連帯して
責任を負います。

1共同提案団体名称 I 1
【代表溝成団体}

所 在 地 国分寺市泉町3-37-31サンエフビル4

名 称 認定特定非営利活動法人冒険遊び場の会

代表者氏名 武藤 陽子

 圓W案aHt-$rffi??一 国分寺市泉町3-37-31サンエフビル4階認定NPO法人冒険遊?の.7・

国分寺・協働を進めるNPO連絡会

共同提案団体の代表
構成団体

共同提案団体の構成
団体(委任者)

共同提案団体の成
立,解散の時期及び
委任期間

委任事項

その他

(構成団体1

所 在 地 国分寺市東元町1-38-32母と子のサロンファミリー

名 称 持定非営利活動法人お産サポートJAPAN

代表者氏名. 矢島 床子

【構成団体1
レゞ

所 在 地 国分寺市富士本1-18-13

名 称 特定非営利活動法人まちづくりサポート国分寺

代表者氏名 龍神 瑞穂

【構成団体】

所在地

代表者氏名

【構成団体】

所 在 地 国分寺市東元町3-8-8 第2八千代荘101

名 称 特定非営利活動法人ワーカーズ風ぐるま

代表者氏名 織田 由美子

平成27年7月31日から当該協働事業の事業期間終了後3ケ ゜ 。
る日まで。ただし,当共同提案団体が提案型協働事業の実施事業に選定さ
れなかった場合は直ちに解散します。また,当共同循案団体の構成団体の
脱退又は除名については,事前に市の承認がなければこれを行うことが出
来ないものとします。

1 提案型協働事業の申請に関する事項

2 協定書締結に関する事項

3 経費の請求受領に関する事項

契約に関する事項

本協定書に基づく権利義務は他人に譲渡することは出来ません。

;の協定に定めのない事項については,構成団体全員により協議する

こととします。

4

1

2

国分寺市東元町1-16-8

ミズモリ団

水越 てるみ
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様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記人してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記人してください。

(フリカ゛ナ)ニンテイエヌピーオーホウジン ボウケンアソビバノカブ??-
認定NP○法人 雪険遊び場の会団体の名称

所在地

〒 185-0024

国分寺市泉町3-37-31サンエフビル4階

電話 042-313-8530 FAX 同左

設立年月日 2000年 l月

会員の状況
正会員数 95人

(内国分寺市民 72人)

賛助会員数 127人

年会費

年会費

5,000円

2,500円

活動目的

活動内容・活動実績

(既に協働による委託

事業等の実績がある

場合には、委託事業

名、委託契約先名、

委託時期″を記入して

下さい。)

子どもたちの成長にとって、今最も大切にされなければならないのは、子ども

たちの生活の多くを占めている「遊びJであり、「遊びの県境Jであると考

える。しかし、その必要性に気づかない人間社会によって、遊びの場も、仲

間も、時間も奪われつつある。.私たちは、そういった火入の責任を痛感し、

冒険遊び場の運営を通じて、子どもたちの遊び場や遊ぶ時間を取り戻し、遊

びの環境を整えていくことをめざしている。そしてよりよい子育て環境を作

るために、地域社会全体が子どもたちにとって楽しい場所になるよう、さま

ざまな事業を行うことで社会全体に働きかけていくことを目的としている。

・冒険遊び場「国分寺屯プレイステーショJの管理、運営

(国分寺市指定管理者・社会教育課・平成l8年度～27年度)

プレイキッズ事業

(野外活動事業・子育て支援事業諜・平成23年度～27年度)

親子ひろば事業「BOUKENたまご1

公園での親子ひろば事業

(駅前親子サロン事業・子育て相談室・平成23年度～27年度)

1 ホームページ 1 http: //www. boukenasobibanokai- or. jp/ 1

担当者連絡先
1

1電話 ■
-

l
-

lEメこル1
?--一一

-

hや1tb

-

(役職)1
.1
-

FAX 同左
-

→1 1-

1
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特定非営利活動法人 冒険遊び場の会定款

第4章 総則

(名称)

第1粂 この法人は、特定非営利活動法人冒険遊び場の会という。
(事務所)

第2粂 二の法人は、事務所を東京都国分寺市に置く。
(目的)

第3粂 この法人は、子どもたちが地域で生き生きと遊び、すこやかに成長できるよう、

冒険遊び場事業を行うとともに、子どもの遊びの環境や子育て環境をよりよくするた

めの研究、啓発寥業を行い、もって辻会全本の利益の増進に寄与することを目的とす
る。

(特定非営利活動の種類)

第4条 二の法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営利后動を行う,
Cl)子どもの健全育成を図る活動

(2)社会教育の推進を図る活動

(3)まちづくりの推進を図る活動

(事業の種類)

第5条 二の法人は、第3条の目的を達成するため、特定非営利活動に係る事秦として、
次の事業を行う。

(1)・国分寺市プレイステーションの運営事業

(.2)遊びや遊び場、遊びの環境づくりに関する情報の収集晃供事業

(3)地域の遊び場活動の普及および啓発事業

(4)遊びを豊かにするためのイベントの企雨、相談事業

(5)遊びや遊び場、遊びの索境づくりに関するイベント、講演会への指導者、講
師派遣事業

(6)その他の前各号の事業を行うに必要な事業

2 二の法人は、第3条の目的を達成するため、次の収益事業を行う。

(1)チャリティーイベントの実施事業

(2)物品の販売事業

3 収益事業から生じた利益は、本法人が行う特定非営利活動に係る事業に充てなければ
1【s,ナよ1り\。

第2章 会員

(会員の種別)

第6条 この法人の会員は次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法(以下法
という)上の社員とする。

(1)正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人及び法人及び団体

(2)賛助会員 この法人の事業を賛助するため入会した個人及び法人及び団体
(会費)

第7条 この法人の正会員になろうとする者は、別に定める人会申込書を代表理事に提出
し、年会費を払い込むことによって正会員となることができる。

2 本会の賛助会員になろうとする者は、別に定める年会費を納入する事によって賛助会
員となることができる。
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第8条 正会員は、毎年1回年会費を納入しなければならない。

2 正会員の会費については別に総会で定めるものとする。

3 賛助会員は、毎年1回隼会費を納入しなければならない。

4 賛助会員の会費については別に総会で定めるものとする。
(退会)

第9条 正会員は、別に定める退会届を代表理事に提出し、任意に退会することができる。
2 賛助会員は退会の意志を事務局に通知することで任意に退会することができる。
(会費の不返還)

第10条 本法人は、既に納入された会費は返還しない。

第3章 役員

(役員の種類および定数)

第11条 本法人に次の役員を置く

(1)理事 5人以上10人以下

(2)監事 1人以上2人以下

2 理事のうち1人を代表理事、1人を副代表理事とする。

(役員の選任)

第12条 理事及び監事は総会で選任する。

2 代表理事、副代表理事は、理事の互選により定める。

3 監事は、理事または二の法人の職員を兼ねてはならない,
(職務)

第t3条 代表理事は、本会を代表し、その業務を統活する。

2 副代表理事は代表理事を補佐し、代表理事に事故ある時、または代表理事が欠けた時
は、代表理事があらかじめ指名した1煩序により、その職務を代行する。

3 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び理事会の議決に基づき、この法人の業
務を執行する。

4 監事は、次に掲げる業務を行う。

(1)理事の業務執行の状況を監査すること

(2)この法人の財産の状況を譜査すること

(3)前2号の規定による監査の結果、本会の業務または財産に関し不正の行為ま
たは法令若しくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合に
は、これを総会または所轄庁に報告すること

(4)前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。

(5)理事の業務執行の状況または本会の財産の状況について、理事に意見を述べ
ること。

(任期等)

第14条 役員の任期は2年とする。ただし再任を妨げない。

2 前項の規定にかかわらず、後任の役員が選任されていない場合に限り、任期の末日後
最初の総会が終結するまでその任期を伸長する。

3 補欠または増員により選任された役員の任期は、前項の規定に係わらず、前任者また
は他の現任者の残任期間とする。

4 役員は、辞任または任期満了の後においても、第11条第1項に定める最小の役員数
を欠く場合には、後任者が就任するまではその職務を行わなければならない。
(解任)
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第15条 役員が次のいずれかに該当するときは、総会において理事総数の3分の2以上

の議決により、当該役員を解任することができる。

(1)心身の故障のために職務の執行に耐えないと認められるとき

(2)職務上の義務違反、その他役員としてふさわしくない行為があると認められる

とき

(報酬等)

第16条 役員は、その総数の3分のL以下の範囲内で報酬を受けることができる。

2 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。

3 前2項に関し必要な事項は理事会で定めるものとする。

第4章 総会

(種別)

第17条 この法人の総会は、通常総会および臨時総会とする。

(総会の構成)

第18条 総会は、正会員をもって構成する。

(総会の権能)

第19条 総会は、本会の運営に関する次の事項を議決する。

(1)事業報告および決算の承認

(2)役員の選任および解任

(3)正会員の年会費の額

(0賛助会員の年会費の額

(5)定款の変更

(6)合併

(7)解散における残金財産の帰属

(8)解散した場合の残余財産の処分

(9)その他、理事会が総会に付すべき事項として議決した事項

(総会の開催)

第20条 通常総会は毎年1回開催する。

2 臨時総会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

(1)理事会が必要と認め、招集Ω請求をした場合

(2)正会員の3分の1以上から会議の目的を記載した書面により招集の請求があっ

?たとき。

(3)監事が第13条4項4号の規定に基づいて招集するとき

(総会の招集)

第21条 総会は、前条第2項第3号の場合を除いて、代表理事が招集する。

2 代表理事は、前条第2項第1号および第2号の規定による請求があった時は、すみ

やかに臨時総会を招集しなければならない。

3 総会を招集する場合は、目時および場所ならびに会議の目的たる事項、および内容

を示した書面により、少なくとも5日前までに通知しなければならない。

(議長)

第22条 総会の議長は出席した正会員の中から代表理事が指名する。

(定足数)

第23条 総会は、正会員の3分の1以上の出席がなければ開会することはできない。

(議決)
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..志会の議事は、この定款に別に定めるもののほか、出席した正会員の過半数を
.灰し、可否同数のときは議長の決するところによる。

z 総会における議央事項は、第21条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項と
1る。ただし、緊急を要するもので出席した正会員の過半数の同意があった場合は、この
1艮りではない,

3 議決すべき事項1こっき特別な利害関係を有する正釜員は、当該事項について表決権を
t〒使することができない。

(書面表央等)

窮25条 総会に出席しない正会員は、あらかじめ通知された事項について、書面または
代理人をもって表決権を行使する二とができる。

2 前項の代理人は、別に規則で定める代理権を証する書面を会議ごとに議長に提出しな
ければならない。

3 第1項の規定により決した正会員は、前2粂の規定の適用については出席したものと
鉢1ζL

(議事録)

第26条 議長は、総会の議事について議事録を作成し、議長および出席した正会員のう

ちからその理事会において選任された議事録著名人2名以上が箸名し、これを保存しなけ
ればならない,

第5章 理事会

(構成)

第27条 理事会は理事をもって構成する。

2 監事は理事会に出席し、意見を述べることができる。

(理事会の権能)

第28条 理事会は、この定款に定めるもののほか、次の事項を議決する。
(1)総会に付すべき事項

(2)その能本会の運営に関する必要な事項

(理事会の開催)

第29条 理事会は、次の各号の一に該当する場合に開催する。

(1)代表理事が必要と認めたとき

(2)理事総数の3分の1以上から理事会の目的である事項を記載した書面をもって
招集の請求があったとき

(理事会の招集)

第30条 理事会は、代表理事が招集する。

2 代表理事は、前条第二項の規定による請求があったときは、その日から14日以内に
理事会を招集しなければならない。

3 理事会を招集する時は、会議の日時、場所、目的、および審議事項を記載した書面ま
たは電磁的方法により、開催の5日前までに通知しなければならない
(理事会の議長)

第31条 理事会の議長は代表理事がこれにあたる。

(理事会の定足数)

第32条 理事会は、理事の過半数の出席がなければ議決することはできない。
(理事会の議決)
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第33条 理事会の議事は、この定款に定めるもののほか、出席理事の過半数をもって決

し、可否同数のときは議長の決するところによる。

2 理事会における議決事項は、第30条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項

とする。ただし緊急を要するもので出席理事の過手数の同意があった場合は二の限りでは

ない。

3 理事会の議決において特別の利害関係を有する理事は、当該事項について表決権を行

使することができない。

(書面表決等)

第34条 理事会に出席しない理事は、あらかじめ通知された事項について書面または代

理人をもって表央権を行使することができる。

2 前項の規定により評決した理事は、前条第1項の適用については理事会に出席したも

のとみなす。

(議事緑)

第35条 議長は、理事会の議事の経過およびその結果について議事録を作成し、議長お

よび出席した理事のうちからその理事会において選任された講事録署名人2名が著名し、

これを保存しなければならない。

第6章 資産及び会計

(資産の構成)

第36条 本法人の資産は、次に掲げるものをもって構成する。

(1)設立当初の財産目緑に記載された資産

(2)会費

(3)寄付金品

(4)事業に伴う収益

(5)資産から生じる収益

(6)その他の収益

(資産の管理)

第37条 本法人の資産は代表理事が管理し、その管理方法は理事会の議決による。

(経費の支弁)

第38条 本法人の経費は、資産をもって支弁する。

(事業年度)

第39条 本法人の事業年度は、毎年4月l日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(事業計画および予算)

第40条

本法人の事業計画及びこれに伴う予算は、代表理事が作成し、毎年事業年度開始前に理事

会の議決を得なければならない。

2 前項の規定による理事会の議決を得た事業計画及び予算は、当該事業年度中の通常総

会に報告しなければならない。

3 当該事業年度中の事業計画及びこれに伴う予算の変更は理事会の議決を経て定める。

(事業報告および決算)

第41条 本法人の事業報告書、及び活動計算書、財産目録および貸借対照表は、代表理

事が事業年度終了後に遅滞なくこれを作成し、監事の監査を経た上、当該事業年度終了後

の通常総会の承認を得なければならない。
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第7章 定款の変更、解散等

(定款の変更)゛

第42条

この定款は、正会員の3分の1以上が出席した総会において過半数の議決を経、かっ特定

非営利活動促進法第25条第3項に規定する軽微な事項を除いて所轄庁の認証を受けなけ

れば変更することができない。ただし、可否同数のときは、議長の決するところによる,

2 この法人の定款を変更(前項の規定により所轄庁の認証を得なければならない事項を

除く)したときは、所轄庁に届け出なければならない。

(解散)

第43条 本法人は、次に渇げる事由により解敗する。

(1)総会の決議

(2)目的とすろ特定非営利活動に係る事業の成功の不能

(3)正会員の欠亡

(4)合併

(5)破産手続き開始の決定

(6)所轄庁による認証の取り消し

2 前項第1号の規定に基づき解散する場合は、正会員の3分の1以上が出席した総会に

おいて、出席した正会員の過半数の議決を得なければならない。

3 第1項第2号の規定に基づき解散する場合は、所轄庁の認定を受けなければならない。

4 この法人が解散したときは、理事が清算人となる。

(合併)

第44条 本法人は、正会員の3分の1以上が出席した総会において過半数の.議決を経、

かつ所轄庁の認証を受けなければ合併することができない。

(残余財産の帰属先)

第45条 この法人が解散(合併又は破産手続き開始決定による解散を除く)したときに

有する残余財産は、総会において出席した正会員の過半数をもって選定した地方公共団体

に譲渡するものとする。

(公告の方法)

第46条 本法人の公告は、本法人の事務所の前の掲示板に掲示するとともに官報に掲載

して行う。

第8章 雑則

(委員会)

第47条 本法人は、事業の円滑な遂行を図るため、理事会の議決を経て委員会を設ける

ことができる。

2 委員会の組織および運営に関して必要な事項は、代表理事が理事会のMffiを経て、別

に定める

(事務局)

第48条 本法人は、事務を処理するため事務局を置く。

2 事務局の組織および運営に関して必要な事項は、理事会の議決を経て代表理事が別に

定める。

(実施規則)

第49条 この定款の実施に関して必要な規則は、理事会の議決を経て、代表理事が別に

定める。
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附則

1 この定款は、本会が法人として成立した日(以下、「設立日」という)から施行する。

2 本法人の設立当初の会費の額は、第8条の規定にかがわらず設立総会で定めるものと
する。

3 本法人の設立当初の役員は、次に掲げる者とすう。その任期は、第14条の規定にか
がわらず、設立日から平成13隼3月3l日までとする。

代表理事 角 麻里子

副代表理事 菅 原 恵 利

理事

秋元 敦

加賀谷 幸 規

中f千祐子

輿 水 康次郎

4 本法人の設立当初の事業年度は、第39条の規定にかかわらず、設立日から平成l2
隼3月31日までとする。

5 木法人の設立当初の事業年度の事業計画および収支予算は、第40条第[項の規定に
かかわらず、設立総会の定めるところによる。

6 本法人の設立により、国分寺・冒険遊び場の会の会員およびいろさいの財産はこの法
人が継承する。

監事

附則 この定款は、平成 26年 9月 26日から施行する。
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平成26年度 特定非営利活動に係る会計 活動計算書

平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

NPO法人冒険遊び場の会

1
一194-

金頑 小計 “
会費 1

禦
三会員受取会費

【助会員受取会費
400,倒犯

160.0(1) 560.000

2.068.808.

1.0目8.720

57,000

20,615.752

寄付金 j

タ

ミつり等寄付金

と取寄付金
474.9381
1.593.870

事稟収入 什

イ

見

フ

個

B子・報告去売上収入
;の他売上収入

生び場普及活動収入

゜レイリ→゜一講習会参加費
託金収入

ブレイステーション運営事iW
子ども野外事業運営事稟費
現子ひろば運営事菜費
西恋親子ひろば運営事菜費
屋外型視子ひろば運営寥稟費
協勤研修事稟

28.iω

365、320

625,300

57.000

8,050,0 幻

3,866,720

5,274,070

1.671,490

1.651.5.)0

101.942

しその他収益 5

i

5取利息

唾収入
220

2.213 2.433

経常収入計
乏常支出 1

1 ・

事稟費 (注費
職員給与

7ルパイト給与

事務人件費
雑給

壜内整備・雑草等

ポランテイア謝金

辻会保険料

労働保険料

2,815,200

13,22:1,497

911.641

25,000

40,α力

14.Ⅸ乃

:]80,640

77,323 17.493,101

その池経費

保険料
交通費
会議費
交陣費

通信費
消耗品費
事務用品費
活勤教材費
施設維持費
水道光熱費
会費等
地代家賃
租税公諜

リース料

車両管理費
広報印刷費

商品仕入れ高
フ“レイリータ゜一講習会開催費

370,956

240,230

11,755

2,160

220.352

326.698

35,086

1 149.647

142.885

263.49フ

20,08C

1.586,20こ

3(X

331,77f

45,02:

20,39ミ

58,47l

{39.72:

1

1

1. 39965.243

事業費計

2管理費

 ー

1 ・

itkよ 1
1 会計等事務人件費

: 事務人件費(諸経費より)
.雅給

360,000

sao.ooo

197.175

113.0(1) 850、775

1

i1

1,323,221

1そ0他経費
保険料
1交通費
1会議費
交際費.
通信費
1消耗品費
[事務用品費
水道光熱費
.会費等
1 地代家賃
租税公課

1支払い手数料
 広報印刷費
1商品仕入れ高
.繰操失

1,668,

5.0761
5.414

1 22,894
51,165

 50.796

1 2.376
 6.840

2.580

1 118,533

3,5ω

: 66,852
 56、572

5乙651

 25,522 412.44:

管理費計
1 経常支出合計 1 22.181,76

経常収支差額 1.540.94

経常外収人1経理区分振替額 .その他事業より振賛 11,51i
1当期正昧財産増減額“

1前期繰越正味財産
-当期正昧財産合計

1.55乙46:

2.25乙6a

31805,15.



平成21年度 特定非営利活動に係る会計
平成27年4月1日から平成28年3月31日まで

認定NPO法人冒険遊び場の会

予算書
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科 目 .金額一 小計 -
,常収人 1

2

3

会費 会 :費 800.000.

aoo,ooo

t.5oo,ooo.

1,200,000

60.000

2【.564.616,

寄付金 i,5oo,oooj

事菜収入 
1そ

逐
プ

岱

・の池売上収入
Eび場昔及活動収入
レイリ→一講習会参加費 :
託金収人

プレイステーション運営事業費
子ども野外事菜運営事業費
観子ひろば運営事業費
屋外聖観子ひろば
西恋観子ひろば運営事業費

l

700,000

500,000

60.000・

8,807,000

3,866.720

5.547,510

1,651.530:
1,691856

.一経掌奴人計 一
(件費 ′
職員給与
アルパイト給与 ゛
事務人件費
場内整備・雑草等
ポランティア謝金
労働保険料
n会保険料一 --一

L常支出 1

l

L

事菜費 ワ

2.815.200

13,924,730

1,223,154

40.000

13,000

89,000

一- -415,400 18.520.484
εの池経費
保隙料
会議費
交通費
通信費
消耗品費
事務用品費
活動教材費
維持管理費
水道光熱費
地代家賃
リース料
車両管理費
広報印刷費
商品仕入れ高
租税公課
7゜レイリーダ一講習会開催費

372,750

10,000

口,l,000

1 1EI5,726
465.858

30.000

130,000

100,000

380,94(,
 1.994,57ε

221,18j

28,00〔

1 20.00(
 60,00(

1,50(

: 145.00{

1 1

・1 

―

1

}

)

) 4,288,536
事策費計 一

゜2管龜費 

■

1人件費 “- “
役員報酬 
l会計等事務人件費 1
1事務人件費 

その他経費 1
]交通費
.会議費 

幡醒
広報印刷費 ゜
消耗品費
事務用品費
地代家賃
1水道光熱費
・租税公課
・諸会費
.支払い報酬料
1諸経費

360、000
180.0001
261.6961
62,500 870,196

1

5,0①

7,500

1 20.000
む.874

1 50,000
 10,000

1 , 3,000
1 231,142
 33.060
1 1.500

27,660

1 社思

1
1

ト

―1 1,05,84

1
L

E

z1

 2,216,03:會理費計 “- “ -
1 経常支出.合計

- 25,085,05.1 経常収支差額



様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記人してください。

1

担当者連絡先

hh甲た?

-

住『園

?-1r1-レ勉1』?1訃一番1tヒ t1乞 ク～1、、噛＾1??L11

1
l ロ ゛l

-
-

ー電話 倒
-

1
1 --一- - 1

FAX 同左
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団体の名称

(フリカ゛ナ)エヌピーオーホウジン オサンサボートジャバン

NPO法人 お産サポートJAPAN

所在地

〒 185-0021

国分寺市東元町1-38-32 母と子のサロン ファミリ′一事業部内

電話 042-326-2414 FAX 同左

平成14竿 3月

会員の状況
,正会貢数 人

(内国分寺市民 人)
年会費 円

賛助会員数 人
年会費

活動目的

女性の出産環境を守り、その県境を改善すべく政策提言を続けています,「す

べての産む女性とその家族が幸せなお産を体験できる社会の実現に寄与す

.ることjが目的です。

活動内容・活動実績

(既に協働による委託

事業等の実績がある

場合には、委託事業

名、委託契約先名、

委託時期を記入して

下さい。)

別紙 パンフレット参照

ホームページ http://www7a.biglobe.ne-jp/-osansupport/



特定非営利活動法人お産サポートJAPAiN定款

第1章総則

(名 称)

第1条 この法人は、特定非営利活動法人お産サポートJAPAINという。.

(事務所〉

第2条 この法人は、主たる事務所を東京都国分寺市東元町t丁目お番32号

母と子のサロン ファミリー事業部内に置く。

(目 的)

13条 この法人は、産む女性、生まれてくる子ども、およびその家族を中心に広く一般市民を対
象として、子どもを産む女性とその家族に対する相談事業、お産体験の調査活動、お産に関

する.研修会二交流会の開催およびニュースレターの発行等の普及事業、ならびにお産に関す
る政策研究・立案・提言事業をとおして、お産環境の改善を図り、よって、′すべての産む女
性とその家族が幸せなお産を体験することができる社会の実現に寄与することを目的とする。

(特定非営利活動の種類)

第4条 この法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の特定非営利活動を行う。

(1)保健、医療または福祉の増進を図る活動

(2)社会教育の推進を図る活動

(3)人権の擁護または平和の推進を図る活動

(船 男女共同参画社会の形成の促進を図る活動

(5)子どもの健全育成を図る活動

(6)以上の活動を行う団体の運営よたは活動に関する連絡、助言または援助の活動

(事業の種類)

第5条 この法人は、第3条の目的を達成するため、特定非営利活動に係る事業として、次の事業
を行う。

(1〉 よりよいお産の普及啓発事業

① ニュースレターの発行

② よりよいお産に関するイベン゛ト、お産に関する研修会・シンポジウム、お産体験の
交流会の開催事業

③ ホー.ムベージの開設・運営

④ お産教育お上び性教育に関する講師派遣

  お産教育に関する教材、お産に関するはがき、ボスター等の制作・配布
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(2)お産と性に関する相談・情報提供事業

① 産む女性およびその家族を対象とした相談・情報提供事業

② 思春期の人を対象とした性に関する相談・情報提供事業

(3〉 お産環境、お産体験に関する調査・研究および政策提言活動
① 出産場所・施設に関する調査研究

② 助産婦養成制度に関する調査研究

③ 幸せなお産やお産での傷っきなどの出産体験の聞き取り調査
④ お産環境に関する政策提言

(4)お産環境の改善を目的とする団体との情報交換およびネットワークの構築事業
(5)その他、第3条の目的を達成するために必要な事業

-

第2章 仝
ズ又 員

丁一,

(種 別)

第6条 この法人の会員は、次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法(以下「法Jとい
-

う。〉上の社員とする。

(1〉 正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人および団体

(2〉 賛助会員 この法人の目的に賛同し賛助するために入会した個人および団体

(入 会)

第7条 会員の入会について、特に条件は定めない。

2 会員として入会しようとする者は、理事長が別に定める入会申込書により、理事長に申し
込むものとする。

3 理事長は、前項の申込みがあったとき、正当な理由がない限り、入会を認めなければなら
ない。

4 理事長は、第2項の者の入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書面をもって本
人にその旨を通知しなければならない。

(会 費)

第8条 会員は、総会において別に定める会費を納入しなければならない。

(会員の資格の喪失)

第9条 会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪失する。
(1)退会届の提出をしたとき。

(2)本人が死亡し、もしくは失そう宣告を受け、または会員である団体が消滅したとき。
(3)継続して1年以上会費を滞納したとき。

(め 除名されたとき。
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(退 会)

第10条 会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会することができる。

(除 名)

第11条 会員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議沃により、これを除名することができ
る。

(1) この定款に違反したとき。

(2)この法人の名誉を傷つけ、または目的に反する行為をしたとき。

2 前項の規定により会員を除名しようとする場合は、議決の前に当該会員に弁明の機会を
与えなければならない。

(拠出金品の不返還〉

条 既に納入した会費その他の拠出金品は、返還しない。

-

第3章役員

(種別および定数)

第13条 この法人に、次の役員を置く。

(1)理事8人以上12人以内

(2)監事1人以上3人以内

2 理事のうち1人を理事長、1人を副理事長とする。

樋任等)

第14条 理事および監事は、総会において選任する。

2 理事長および副理事長は、理事の互選とする。

3 役員のうちには、それぞれの役員について、その妃偶者もしくは三親等以内の親族が1人
を超えて含まれ、または当該役員並びにその配偶者および三親等以内の親族が役員の総数
の3分の1を超えて含まれることになってはならない。

4 法第20条各号のいずれかに該当する者は、この法人の役員になることができない。
5 監事は、理事またはこの法人の職員を兼ねてはならない。

(職 務)

第15条 理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。

2 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故があるときまたは理事長が欠けたときは、そ
の職務を代行する。

3 理事は、理事会を構成し、この定款の定めおよび総会または理事会の議決に基づき、この
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法人の業務を執行する。

4 監事は、次に掲げる職務を行う。

(1)理事の業務執行の状況を監査すること。

(2〉 この法人の財産の状況を監査すること。

(3)前2号の規定による監査の結果、この法人の業務または財産に関し不正の行為または
法令もしくは定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会ま
たは所轄庁に報告すること。

(→ 前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。

(5)理事の業務執行の状況またはこの法人の財産の状況について、理事に意見を述尺るこ
と。

(任期等)

第16条 役員の任期は、2年とする。ただし、再任は最長3期とする。

2 補欠のため、または増員により就任した役員の任期は、それぞれの前任者または現任者の
任期の残存期間とする。

3 役員は、辞任または任期満了後ピおいても、後任者が就任するまでは、その職務を行わな
ければならない。

(欠員補充)

第17条 理事または監事のうち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを
補充しなければならない。

任)

?8条 役員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議決により、これを解任することができ
る。

―5lp (1)心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。

(粉 職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。

2 前項の規定により役員を解任しようとする場合は、議決の前に当該役員に弁明の機会を与
えなければならない。

(報醜等)

第19条 役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬を受けることができる。
2 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。
3 前2項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

第4章会 議
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(種 別)

第20条 この法人の会議は、総会および理事会の2種とする。

2 総会は、通常総会および臨時総会とする。

(総会の構成)

第21条 総会は、正会員をもって構成する,

どゝ、

-

(総会の権能)

第22条 総会は、以下の事項について議決する。

(1)定款の変更

(2)解敗および合併

(3〉 事業計佃および収支予算並びにその変更

(船 事業報告および収支決算

(5〉 役員の選任またぱ解任、職務および報酬

(6)会費の額

(7)借入金(その事業年度内の収人をもって償還する短期借入金を除く。第49条において
同じ。〉その他新たな義務の負担および権利の放棄

(8)事務局の組織および運営

  その他運営に関する重要事項

=

-

彌逼b開催〉

第23条 通常総会は、毎年1回開催する。

2 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する.。

(1)理事会が必要と認め、招集の請求を〔たとき。

0)会員総数の5分の1以上から会議の目的を記載した書面により招集の請求があったと
き。

(3〉 監事が第15条第4項第4号の規定に基づいて招集するとき。

(総会の招集)

第24条 総会は、前条第2項第3号の場合を除いて、理事長が招集する。

2 理事長は、前条第2項第1号および第2号の規定による請求があったときは、その日から
30目以内に臨時総会を招集しなければならない。

3 総会を招集する場合には、会議の日時、場所、目的および審議事項を記載した書面により、
開催の目の少なくとも5目前までに通知しなければならない。

(総会の議長)

第25条 総会の議長は、その総会に出席した会員の中から選出する。
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(総会の定足数)

第26条 総会は、会員総数の2分の1以上の出席がなければ開会することはできない。

(総会の議決)

第27条 総会における議決事項は、第討条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。
2 総会の議事は、この定款に規定するものの他、出席した会員の過半数をもって決゛し、可否
同数のときは、議長の決するところによる。

へ

(総会での表決権等)

第28条 各正会員の表決権は平等なるものとする。

2 やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項につい
て、書面をもって表決し,、または旭の会員を代理人として表決を委任することができる。

3 前項の規定により表決した会員は、前2条の規定の適用については出席したものとみなす,
4 総会の議決について、特別の利害関係を有する会員は、その議事の議決に加わることがで
きない。

-

(総会の議事録)

第29条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
(1〉 目時および場所

(2)会員総数および出席者数(書面表決者または表決委任者がある場合にあっては、その数
を付記すること。)

(3)審議事項

(船 議事の経過の概要および議決の結果

(6)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録l;は、議長および総会において選任された議事録署名人2名が、記名押印または署
名しなければならない。

(理事会の構成)

第30条 理事会は、理事をもって構成する。

(理事会の権能)

第31条 理事会は、この定款に別に定める事項の他、次の事項を議決する。
(1)総会に付議すべき事項′

(つ 総会の議決した事項の執行に関する事項

(3)その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項

(理事会の開催)

第32条 理事会は、次に掲げる場合に開催する。
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(1)理事長が必要と認めたとき。

(2)理事総数の2分の1以上から理事会の目的である事項を記載した書面により招集の請
求があったとき。

(理事会の招集)

第33条 理事会は、理事長が招集する。

2 理事長は、前条第2号の場合にはその日から14目以内に理事会を招集しなければならな
レ),

3 理事会を招集するときは、会議の目時、場所、目約および審議事項を記載した書面により、

開催の日の少なくとも5日前までに通知しな,ければならない。

(理事会の議長)

- 第34条 理事会の議長は、理事長がこれにあたる。

(理事会の議測

第35条 理事会における議決事項は、第33条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項とす
る。

一 2 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するとこ
ろによる,

―1会の表決権等)
n条 各理事の表決権は、平等なるものとする。

2 やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項につい
て書面をもって表決することができる。

3 前項の規定により表決した理事は、前条および次条第1項の適用については、理事会に出
席したものとみなす。

4 理事会の議決について、特別の利害爵係を有する理事は、その議事の議決に加わることが
できない。

(理事会の議事録)

第37条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
(1)日時および場所

② 理事総数、出席者数および出席者氏名(書面表決者にあっては、その旨を付記するこ
と。)

(3)審議事項

(め 議事の経過の概要および議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長およびその会議において選任された議事録署名人2人が記名押印または署
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名しなければならない。

第5章 資 産

(構 成}

第38条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

(D 設立当初の財産目録に記載された資産

(2)会費

(3)寄付金品

(荀 財産から生じる収入
-

(5)事業に伴う収入

(6)その他の収入

分〉

第39条 この法人の資産は、これを特定非営利活動に係る事業に関する資産とする。

(管 理)

第0条 この法人の資産は、理事長が管理し、その方法は、総会の議決を経て、理事畏が別に定め
る。

第6章会 計

ヘ
(会計の原剣)

第41条 この法人の会計は、法第27条各号に掲げる原則に従って行わなければならない,

(会計の区分)

第42条 この法人の会計は、これを特定非営利活動に係る事業会計とする。

(事業年度)

第婬条 この法人の事業年度は、毎年5月1日に始まり、翌年4月30日に終わる。

(事業計画および予算)

蘂必条 この法人の事業計画お1よびこれに伴う収支予算は、毎事業年度ごとに理事長が作成し、総
会の議決を経なければならない。

(暫定予算)
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第45条 前条の規定にかがわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、理事長は、

理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収人支出することができ
る。

2 前項の収入支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。

(予備費)

第耗条 予算超過または予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。
2 予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。

(予算の追加および更正)

第47条 予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予算の追加また
は更正をすることができる。

(事業報告および決算)

第侶条 この法人の事業報告書、財産目録、賃貸対照表および収支計算書等決算に関する書類は、
毎事業年度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受け、総会の議決を経なけ
ればならない。

2.決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。

(臨機の措置)

19条 予算をもって定めるものの他、借人金の借り入れその他新たな義務の負担をし、または権
ζ
.
・

ト〆

利の放棄をしようとするとき、総会の議決を経なければならない。

、′.

゛
?
゜
.
 
〆

戸嘴=一一一一一一

(定款の変更)

第50条 この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した会員の4分の3以上の多数に
よる議決を経、かつ、法第25条第3項に規定する軽微な事項を除いて所轄庁の認証を得な
ければならない。

(解 散)

第51条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。

(0 総会の決議

(2)目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

(3)会員の欠亡

(ω 合併

(5)破産

第7章 定款の変更、解散および合併
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(6)所轄庁による設立の認証の取消し

2 前項第1号の事由によりこの法人が解散するときは、会員総数の4分の3以上の承諾を得な
ければならない。

3 第1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。

(残余財産の帰翼)

第52条 この法人が解散(合併または破産による解散を除く。)したときに残存する財産は、法第11
条第3項に掲げる者のうち、総会において議決した者に譲渡するものとする。

(合 併)

第53条 この法人が合併しようとするときは、総会において会員総数の4分の3以上の議決を経、
かつ、所轄庁の認証を得なければならない。

第8章 公告の方法

の方法)

条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に記載して行う。

第9章 事務局

第55条 この法人に、この法人の事務を処理するため、事務局を設置することができる。
2 事務局には、事務局長および必要な職員を置くことができる。

(職員の任免)

第56条 事務局長および職員の任免は、理事長が行う。

(組織および運営)

第57条 事務局の組織および運営に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

第10章雑則

(維 剛)

第58条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長がこれを定める。

附則
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1 この定款は、この法人の成立の日から施行する。

2 この法人の設立当初の役員は、別表のとおりとする。

3 この法人の設立当初の役員の任期は、第16条第1項の規定にかかわらず、この法人の成

立の日から2004年6月30日までとする。

4 この法人の設立当初の事業年度は、第43条の規定にかかわらず、この法人の成立の日から
2①4年4月30日までとする。

5 この法人の設立当初の事業計画および収支予算は、第Ⅱ条の規定にかかわらず、設立総

会の定めるところによる。

6 この法人の設立当初の会費は、第8条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。

竿会費 会員 3,0①円

賛助会員一口 3,000円(一口以D

＾1

別表

-一

設立当初の役員

役職名

理事長

副理事長

理事

同

同

同

同

同

同

同

監事

同

氏名

茅島 江子

毛利 多恵子

佐々木 美智子

小川 みさと

茅島 正資

山本 令子

矢島 床子

五十嵐 尚美

大橋 卓代

矢島 公成

李 順子

岡崎 基子

(加納 尚美)

ω根 卓代〉

(朝比奈 順子)

以上 原本と相違ありません。

特定非営利活動法人お産サポートJAPrⅧ

理 事

鳳
ー
一
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2014年度決算書2014年5月1日～2015年4月30日 1
-??▽ = -=.-P-一一一 =4 -一.・.:・ ・. 2・ :-5 - :・.、 'Mm冫一?-'fi;"(こ":,':. 1′.・.・゜一一、一 ・?▽覆???フj11賜)童テ丁～了 .醪 ・=刀!▽二7、

?.らラ;:、:!1、..一、..5-イイ ー予・2:ゞ ζ.Ir--?二叢

1会費収不、 1
:ニュー木レター販売講演会・襲国

―

1

― 1 1
1 1

1
?
一

?番警♂1―
譬～?＾ト

1. 1
事業費*

1

事業収入/参加費呟入

寄付金収入

前年度繰越金

利息rよか

収入合計

-支出の命一
吻番?二1赤

番訃
吻ぺ?

1
ー
1
1
1

1
1
1

1
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- ′決ダ『゛-′ : ′ 予算額一″

￥ 188,000 ￥ 150.000

￥ 43,800 ￥ 200,000

Y 110,000 Y 15,000

￥ 223,130 ￥ 223,130

￥ 267 ￥ 1(1)

1￥ 5δ5,197 ￥ 588.230

,-,決算飯一 ・一 予算額一,.-
l

￥ ioo,ooo

相談・情報提.供事業 ￥ 4,557 ￥ 10,000 1ホームページなど

調査・研究・政策提言事票 v - ￥ 10.000

団体間情報交換・交流事業 v -

事業運営事務作某関連費 ￥ 30,400 ￥ 30,000 事業運営事務人件費

゛ 事業費支出、合計 ト￥:・ 160.,228.: 1v゛:゜゛ i50,(8). ↑ ゜ . - ゛一 事′業費餉合a%
管理費

役員報酎 v - v -

役員交通費 ゛ ゛ 1
一“ 1

￥ 83、000 ￥ 100.000

什器設備費 . v - ￥ -

光熱費 1￥ ー v -

消耗品費 v - ￥ 5,0(ト)

通信運搬費 

l

Y 12.527 ￥ 10,000

印刷製本費 v ・ 1
↑ - 1v -

租税公課 .1￥ ー v -1
一一“-“ }
1 会議費 1

- - 1 ￥ 11,6001 ￥ 5.000
“- - 1

1 事務所家賃 ￥ 60,0001 ￥ 60.000

1 雑費 ￥ 34.528 ￥ 5,000 接待交際費(花代)、支払手数料含む
1 書籍

1 1￥ -
1 人件費 V -

1 ↑ ￥ 30,000

1予備費 1 ￥ 223,230

「呻! -
l -

1 V - 1 “ - “

1 ゛-1理費支出合計
も、・り中中1・:1-～・1C1)゛11ピ11

トー2・一:.・ ・・.″-“ 一0

.」゛,141゜゜ . ..2()11655二
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1

L
1￥ 203.314
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′1 “ “

現 金 ￥4,316
銀 行 X53,656
郵貯銀行Y145,具2
振替口座￥0
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l 2015年度予算書2015年5月1日～2016年4月30日
1

ー
ー

一 一

ー
ー
1
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′ -゛ ゜ 了一″- ゛ 一゛゜″ -ラ(れど〕シζ1゛7-゛---゜ 一一一゛゛5--二-ユ,
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- 聯米の1 ・ 2015予算 ゜・1 2014敬社I
会費収人 1 ￥ 200,000 ￥ 188,000

事業収入/参加費収入 ￥ 50,000 ￥ 43,800

寄付金収入 ￥ 50.000 ￥ 110,0001

前年度繰越金 ￥ 203,314 ￥ 223,130

利息

1 "

:￥ 100 ￥ 267

収入合計 ￥ 503.414 ￥ 565,197

支出の,部゛ -  2015予算 ,′ !20!4決算額 l ゛
J -

事業費 1

より良いお産の普及啓発事業 1
ビ 100000

1
￥ 125,271 ,

ニュースレター縄集・印刷・発行
トームベージ作成
箕演会などの開催関連費

・ 相談・情報.提供事業 ￥ 10,000 ￥ 4,557. ホームページなど

1 調査・研究・政策提言事業 ￥ 10,0001 v - 1 調査・政策提言活動

I 団体間情社安換・交流事業 v - ・ \C -

: 事業運営事務作業関連費 .￥ 20,000 ￥ 30,400 事業運営事務作業人件費

1管理費 v -

1役員報飄 1
1 役員交通費 ￥ 80.000. ￥ 83,000,. 年2回役員会全員参加
丁 1

1 什器設備費 1ゞ - ￥ 1
消耗品費 . ￥ 5,0① .v -

通信運搬費 1 ￥ 10,000 ￥ 12,527 1役員間の資料郵送など

印刷製本費 ￥ 一

租税公課 v -

会議費 ￥ 5[000 [￥ IL600 会議室借り料金 1
- - 。. 1

事務所家賃 ￥- 60,000 1￥ 60.000
ワー . -

: 月5000円矢島母と子サロンに支払う:

1 雑費 :￥ 5,000 “1“-
[ざ 34.528′ 」

書籍
1“-

￥ -

人件費
1  一. - - - i￥ 1

1予備費 一 - 1￥ 198.414 1 -" 一“―￥ 一 1

1 予備費 レ

1 . -

l -一一 

￥ . -
[ 一
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様式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

※枠の大きさは、字敗制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。

ただし、簡潔に分かりやすく記人してください。

1

担当者連絡先

国(1
[住所―

???P?甲??→町町?番

1

電話1
-

Eメール層■

-

z゛1＾ξ1

一 一
コ7T ―■階ト1

沼 FAX 1
-

ー -

l
-

駆記l-▽]l
1

」
ー

ー ――b1
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-  寸(フリカ゛ナ)トクテ化エイリカツドウホウンン マチゾクリサポートコクブンジ
団 (7)名称 持定非営利活動法人 士ちづくりサポート国分寺持定非営利活動法人 士ちづくりサポート国分寺

設立年月日

会員の状況
正会員数 l9人・ O団体゛
(内国分寺市民 18人)

1 年会費
ト- --

賛助会員数 O人

O団体
15」
1

I

・ 10,000円

1

活動目的

広く市氏仝対象として、国分寺市土ちづ〈り粂例及び国分寺市環境蟇本粂

例に則した、市茂と行玖乞の協働によろまちづ〈り仝文援するため、まちづくり

に関する情較提供一相談・史援等乞行い、住み続けたい土ちふるさと国分

寺の実現に寄与すること仝目的とする。

活動内容・活動実績

(既に協働による委託

事業等の実績がある

場合には、委託事業

名、委託契約先名、

委託時期を記入して

下さい。)

○「国分寺市まちづ〈りセンター協働事業業務」

 委託契約先:国分寺市

委託時期:平成18手12月25日～平成19平3月31日

平成19年4月1日c平成21乎3月31日

1 平成21年4月1日～平成22乎3月31日
平成22キ4月1日～平成25乎3月31日

l 平成25年4月1日～乎成27乎3月31日
平成27平4月1日～平成29午3月31日(予定)

.O「すべての道路に愛称をj事稟

10木造住宅耐震化促進普及一啓搭事業(乎成22平度～平成25手度)

.○「まち2知ろ基礎調査」事業

○「市氏活動フエスティバル」への参加(第5回～第9回)

1ホームページ 浦p://kokubunji-machisen.com



待定非営利活動法人まちづくりサポート国分寺定款

第1章総則

(名 称)

第1条 この法人は、待定非営利活動法人まちづくりサポート国分寺という。
(事務所)

第2条 この法人は、主たる事務所を東京都国分寺市富士本一丁目18番地13
に置く。

(目 的)

第3条 この法人は、広く一般市民を対象として、国分寺市まちづくり条例及び

国分寺市環境基本条例に則した、市民と行攻との協働によるまちづくりを

支援するため、まちづくりに関する情報提供・相談・支援等を行い、住み

続けたいまちふるさと国分寺の実現に寄与することを目的とする。
(特定非営利活動の種類)

第4条この法人は、前条の目的を達成するため、次の種類の待定非営利活動を行
一

ワ。

(1)まちづくりの推進を図る活動

(2)環境保全を図る活動

(3)以上の活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又ぱ援助
の活動

(事業の種類)

第5条この法人は、第3条の目的を達成するため、特定非営利活動に係る事業と
して、次の事業を行う。

(1)まちづくり及び都市計画等に関する情報の収集・提供事業

① まちづくり及び都市計画に関する情報の収集・提供

② 環境に関する情報の収集・提供′

(2)まちづくり及び都市計画に関する調査・研究・提案事業
(3)まちづくりに関する相談・支援事業

(4)地方公共団体等からのまちづくりに関する業務の受託事業

(5)まちづくりに関する普及啓発事業

① 機関紙、情報誌の発行一

② イベント等の開催

第2章 ム
7; 員

(種 別)

第6条 この法人の会員は、次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進
法(以下「法という。」)上の社員とする。

-213-



(1)正会員 この法人の゛目的に賛同して入会した個人及び団体

(2)賛助会員 この法人の目的に賛同して賛助するために人会した個人と

団体

(入 会)

第7条 会員の入会については、特に条件は定めない。

2 会員として入会しようとする者は、理事長が別に定める入会申込書によ

り、理事長に申し込むものとする。

3 理事長は、前項の申し込みがあったとき、正当な理由がない限り、入会

を認めなければならない。

4 理事長は、第2項の者の入会を認めないときは、速やかに、理由を付し

た書面をもって本人にその旨を通知しなければならない。

(入会金及び会費)

第8条 会員は、理事会において別に定める入会金及び会費を納入しなければな

らない。

(会員の資格の喪失)

第9条 会員が、次の各号の一に該当する楊合には、その資格を喪失する。

(1〉退会届の提出をしたとき。

(2)本人が死亡し、若しくは失そう宣告を受け、又は会員である団体が消

滅したとき。

(3)継続して1年以上会費を滞納したとき。、

(4)除名されたとき。

(退 会)

第10条 会員は、理事長が別に定める退会届を理事長に提出して、任意に退会す

ることができる。

(除 名)

第11条 会員が次の各号の一に該当する場合には、総会の決議により、これを除

名することができる。

(1)この定款に違反したとき。

(2)この法人の名誉を傷つけ、又は目的゛に反する行為をしたとき。

2 前項の規定により会員を除名しようとする場合は、議決の前に当該会

員に弁明の機会を与えなければならない。

(拠出金品の不返還)

,第12条 既に納入した人会金、会費その他の拠出金品は、返還しない。

第3章役員

(種別及び定数)

第13条 この法人に、次の役員を置く。
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(1)理事 5人以上8人以内

(2)監事 1人以上2人以内

2 理事のうち1人を理事長とし、1人以上2人以内を副理事長とする。
(選任等)

第14条 理事及び監事は、総会において選任する。

2 理事長及び副理事長は、理事の互選とする。

3 役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは三親

等以内の親族が一人を超えて含まれ、又は当該役員並びにその配偶者及

び三親等以内の親族が役員の総数の3分の1を超えて含まれることにな
ってはならない。

4 法第20条各号のいずれかに該当する者は、この法人の役員になること
ができない。

5 監事は、理事又はこの法人の職員金兼ねてはならない。
(職 務)

第15条 理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。

2 副理事長は、理事長を補佐し、理事長に事故あるとき又は理事長が欠

けたときは、理事長があらかじめ指名した順序によって、その職務を代
行する。

3 理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び総会又は理事会の議決
に基づき、この法人の業務を執行する。

4 監事は、次に掲げる職務を行う。

(1)理事の業務執行の状況を監査すること。

(2)この法人の財産の状況を監査すること。

(3)前2号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不

正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実があることを発

見した場合には、これを総会又は所轄官庁に報告すること。

(4)前号の報告をするために必要がある場合には、総会を招集すること。

(5)理事の業務執行の状況又はこの法人の財産状況について、理事に意
見を述べること。

(任期等)

第16条 役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。

2 補欠のため、又は増員により就任した役員の任期は、それぞれの前任
者又は現任者の任期の残存期間とする。

3 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、
その職務を行わなければならない。

(欠員補充)
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第17条 理事又は監事のうち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、
遅滞なくこれを補充しなければならない。

(解 任)

第18条 役員が次の各号の一該当する場合には、総会の議決により、これを解任
することができる。

(1)心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。

(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったと
き。

2 前項の規定により役員を解任しようとする揚合は、議決の前に当該役
員に弁明の機会を与えなければならない。

(報酬等)

第19条 役員は、その総数の3分の1以下の範囲内で報酬受けることができる。
2 役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することがで
きる。

j 前2項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

第4.章 ム
ズて 議

(種 別)

第20条 この法人の会議は、総会及び理事会の2種とする。

2 総会は、通常総会及び臨時総会とする。

(総会の構成)

第21条 総会は、正会員をもって構成する。

(総会の機能)

第22条 総会は、以下の事項について議決する。

(1)定款の変更

(2)解散及び合併

(3)会員の除名

(゛4)事業計画及び収支予算並びにその変更

(5)事業報告及び収支決算

(′6)役員の選任又は解任、職務及び報酬

(7)借人金(その事業年度内の収人をもって償還する短期借人金を除く。
第49条において同?じ。)

(8)その他新たな義務の負担及び権利の放棄

(9)解散における残余財産の帰属

(10)その他運営に関する重要事項

(総会の開催)

第23条 通常総会は、毎年1回開催する。
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2 臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。

(1)理事会が必要と認め、招集の請求をしたとき。

(2)正会員総数の5分の1以上から会議の目的を記載した書面により招

集の請求があったとき。

(3)監事が第15条第4項第4号の規定に基づいて招集するとき。

(総会の招集)

第24条 総会は、前条第2項第3号の場合を除いて、理事長が招集する。

2 理事長は、前条第2項第1号及び第2号の規定による請求があった

ときは、その日から30日以内に臨時総会を招集しなければならない。

3 総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記

載した書面により、開催の日の少なくとも5日前までに通知しなけれ

ばならない。

(総会の議長)

第25条 総会の議長は、その総会に出席した正会員の中から選出する。

(総会の定足数)

第26条 総会は、正会員総数の2分の1以上の出席がなければ開会することはで

きない。

(総会の議決)

第27条 総会における議決事項は、第24条第3項の規定によってあらかじめ通

知した事項とする。

2 総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の

過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

(総会での表決権等)

第28条 各正会員の表決権は平等なものとする。

2 やむをえない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ

通知された事項について、書面をもって表決し、又は他の正会員を代

理人として表決を委任することができる。

3 前項の規定により表決した正会員は、前2条及び次条第1項の適用

については、総会に出席したものとみなす。

4 総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事

の議決に加わることができない。

(総会の議事録)

第29条 総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければな

らない。

(1)日時及び場所

(2)正会員総数及び出席者数(書面表決者又は表決委任者がある場合

にあっては、その数を付記すること。)
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(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録署名人の選任に関する事項

2 議事録には、議長及び総会において選任された議事録署名人2名が、
記名押印又は署名しなければならない。

(理事会の構成)

第30条 理事会は、理事をもって構成する。
(理事会の権能)

第31条 理事会は、この定款に別に定める事項のほか、次の事項を議決する。
(1)総会に付議すべき事項

(2)総会の議決した事項の執行に関する事項

(3)人会金及び会費の額

(4)事務局の組織及び運営

(5)その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項
(理事会の開催)

第32条 理事会は、次に掲げる場合に開催する。

(1)理事長が必要と認めたとき。

(2)理事総数の2分の1以上から理事会の目的である事項を記載した
書面により招集の請求があったとき。

(理事会の招集)

第33条 理事会は、理事長が招集する。

2 理事長は、前条第2号の規定による請求があったときは、その日か
ら14日以内に理事会を招集しなければならない。

3 理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を
記載した書面により、開催の日の少なくとも5日前までに通知しなけ
ればならない。

(理事会の議長)

第34条 理事会の議長は、理事長がこれにあたる。
(理事会の議決)

第35条 理事会における議決事項は、第33条3項の規定によってあらかじめ
通知した事項とする。

2 理事会の議事は、理事総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、
議長の決するところによる。

(理事会の表決権等)

第36条 各理事の表決権は、平等なものとする。

2 やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通
知された事項について書面をもって表決することができる。

-218-



3 前項の規定により表決した理事は、前条及び次条第1項の適用につい

ては、理事会に出席したものとみなす。

4 理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の

議決に加わることができない。

(理事会の議事録)

第37条 理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければ

ならない。

(1)日時及び場所

(2)理事総数、出席者数及び出席者氏名一(書面表決者にあっては、そ

の旨を付記すること。)

(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果

(5)議事録暑名人の選任に関する事項

2 議事録【,こは、議長及びその会議において選任された議事録署名人2

名が、記名押印又は署名しなければならない。

第5章資産

(資産の構成)

第38条 この法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。

(1)設立当初の財産目録に記載された資産

(2)入会金及び会費

(3)寄付金品

(4)財産から生じる収人

(5)事業に伴う収入

(6)その他の収入

(資産の区分)

第39条 この法人の資産は、特定非営利活動に係る事業に関する資産の1種とす
一

る。

(資産の管理)

第40条 この法人の資産は、理事長が管理.し、その方法は、総会の議決を経て、

理事長が別に定める。

第6章 ム
スゞ 計

(会計の原則)

第41条 この法人の会計は、法第27条各号に掲げる原則に従って行わなければ

ならない。

(会計の区分)
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第42条 この法人の会計は、特定非営利活動に係る事業会計の1種とする。
(事業年度) ぐ

第43条 この法人の事業年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わ
る。

(事業計画及び予算)

第44条 この法人の事業計画及びこれに伴う収支予算は、毎事業年度ごとに

理事長が作成し、総会の議決を経なければならない。
(暫定予算)

第45条 前条の規定にかがわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないと

きは、理事長は、理事会の議決を経て、予算成立の日まで前事業年度の
予算に準じ収人支出することができる。

2 前項の収人支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。
(予備費)

第46条 予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けること
ができる。

2 予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。
(予算の追加及び更正)

第47条 予算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既
定予算の追加又は更正をすることができる。

(事業報告及び決算)

第48条 この法人の事業報告、財産目録、貸借対照表及び収支計算書等決算に関
する書類は、毎事業年度終了後、速やかに、.理事長が作成し、監事の監
査を受け、総会め議決を経なければならない。

2 決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。
(臨機の措置)

第49条 予算を持って定めるもののほか、借人金の借入れその他新たな義務の負
担をし、又は権利の放棄をしようとするときは、総会の議決を経なけれ
ばならない。

第7章 定款の変更、解散及び合併

(定款の変更)

第50条 この法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会員の4
分の3以上の多数による議決を経、かつ、法第25条第3項に規定する軽

微な事項を除いて所轄庁の認証を得なければならない。
(解 散)

第51条 この法人は、次に掲げる事由により解散する。

(1)総会の決議
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(2)目的とする特定非営利活動に係る事業の成功の不能

(3)正会員の欠乏

(4)合併

(5)破産手続開始の決定

(6)所轄庁による設立の認証の取消し

2 前項第1号の事由によりこの法人が解散するときは、正会員総数の

4分の3以上の承諾を得なければならない。

3 第1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なけ

ればならない。

(残余財産の帰属)

第52条 この法人が解散(合併又は破産手続開始の決定による解散を除く。)

したときに残存する財産は、法第11条第3項に掲げる者のうち、総会

において議決した者に譲渡するものとする。

(合 併)

第53条 この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の4分

の3以上の議決を経、かつ、所轄庁の認証を得なければならない。

第8章 公告の方法

"(公告の方法)

第54条 この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、.官報に掲

載して行う。

第9章 事務局

(事務局の設置)

第55条 この法人に、この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。

2 事務局には、事務局長及び必要な職員を置く。

(職員の任免)

第56条 事務局長及び職員の任免は、理事長が行う。

(組織及び運営)

第57条 事務局の組織及び運営に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事

長が別に定める。

第10章雑則

(細 則)

第58条 この定款の施行について必要な細則は、理事会の議決を経て、理事長

がこれを定める。
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附則

1

2

この定款は、平成21年3月26日から施行する。

この法人の設立当初の役員は、次のとおりとする。
理事長 藤井 健史

副理事長 須崎 英夫

理 事 高橋 和雄

理事 富田潔

理 事 本田 矢幸

理 事 龍神 瑞穂

理 事 保坂 光枝

理 事 萩本 秋彦

監 事 新保 直樹

3 この法人の設立当初の役員の任期は、第16条第1項の規定にかがわらず、
この法人の成立の日から平成20年5月31目までとする。

4 この法人の設立当初の事業年度は゛、第43条の規定にかがわらず、この法
人の成立の日から平成20年3月31日までとする。

5 この法人の設立当初の事業計画及び収支予算は、第倶条の規定にかかわ
らず、設立総会の定めるところによる。

6 この法人の設立当初の人会金及び会費は、第8条の規定にかかわらず、
次に掲げる額とする。

(1)入会金 正会員 (個人、団体) 1,000円

(2)年会費 正会員 (個人、団体) 3,-000円

賛助会員((個人、団体)1口 10,000円(1口以上)
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平成26年度 活動計算書

平成26年4月1日から平成27年3月31日まで

特定非営利活動法人 まちづくりサポート国分寺
(単位:円)

1

ー223-

科 目

[ 経常収益
1 受取会費
正会員受取会費

2 受眩寄附金
受取寄附金

3 事業収益(ボとの諮働事業経費)
国分寺市まちづくりセンター事業協働径費

4 その匝収益 ′
受取利息
その匝雑収入

経常収益計
Ⅱ 1径常費用
L 事業費
(1)人f牛費
給料手当
人件費計 .

(2〉その匝経費
旺P運営経費
交通費等
図書費
消耗品費 -
印刷代
その能経費計

1 事業費計
: 2 管理費

(1)人件費
1 給料手当

人件費計
1 (2)その餓経費

消耗品費
1 通信運搬費
1 保険料

その組経費計
1 管理費計
: 経常費用計
1 当期経常増減額

【

Ⅲ、Ⅳ 経常外収益、経常外費用共になし

4

v 当期正味財産増減舐
前期繰越正味財産額

1 次期繰越正味財産額

5tooo

1

L0,000

462

5t6[

-話監ロ.

(38,684

25,000

tl,625

・ 43,975

 4,331672

1

,1

゜:

糺

1 ・

1 43,40(
1 75065:



平成27年度収支予算

、 μ z 人 づくし パート ′ゝ

単位・円

I1屯人

1

備考

Ⅱ.支出

1

1

1

1

1
Ⅲ.次年度への繰越見込額

??一 繰越額 617.145
224-・

費 目 予算額
会費17名X3000
協働事業業務委託料
雑収入
前年度繰越金

51,000

4,380,000

3,000

794、055

5,228,055

項目 細目 1 予算額 "

「
1.まちづくりサポート国一
鋒寺の管理・運営 一

租税公課 6000“
-一--一-一一-ユー--一--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一o--」一---一一一一ご一一一-イ!

寵

通信費 ., 700
消耗品等 } 10,160

{

(

慶・弔費 一 , .7.000
計 { 23.860.

1

2.まちづくりに関する

情報収集・提供および .
支緩、相談

市民活動団体等への支匡 i 80.000
1-―――崎-―噂q岬q・鴫-――・崎―鴫1・―d・噌-―響響-・―曽―響-・喝―岬嗜-――喝―嗜帽喝-―噛4―呻-・―鴫-―呻崎-―噂-j

一般相談、専門相談 1 34,800:
゜一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-1--一--一-----一-゜
まちづくりに関する情報の収集・提供 1 96,120

゛一---一-一--一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-7-一----一一一一一一一一一一-1-一--一-一-一--一-゜
情報紙発行 : 161.610

1」一-一-一-一--一.-ユ.一一一一一.ユ.-一」一-一-一--」一.一..」.-.一-.一...1-一j-一..一.-一一一.一.」

ホームページの更新 : 150,0001
まちセン井戸端会議 1 80.000

-む壮2ニク竺ボニ2二会議一一一一一一一一一一一一一一-4-一-4』4鮒9-
まちづくり総合ライブラリー閲覧・貨出、図書購入 1 21,540
- - 1 -
一““- 1 -

市内諸課題調査研究 36.00〇
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-1--一一一一一一一一一一一゜
市の諸制度の諸課題調査研究 : 36,000

-嘘壊匹髪麟喰一一一一一一一一一一一一一一一一一-1--一見噌.
国分寺百景 : 30,000

4..一....一一一」...一一.7-.一一一一一...1...一.」........-一-...----』.」.」....」.一一」1

国分寺百景をめぐる散策マップの作成 ; 150,000
1-―――轡鴫,」――匈喝伺鴫-・＾・―.....＾峨曽・―――..―.1崎..吻匈噛,...呻-――嚇4...幡・・嚇...―q.―

朧

: ぶらぶらマップ ー . .2,500
1 計 i 950170

3.環境保全に関する
1情報の収集と提供 l環境関係の資料収集および提供 ,:

- , 50,000 k

1
L

1

]一

賑

14.まちづくりセンターの
管理・運営

L

.運営業務 i 194,400
1-E祿:1正1-一-一一一一一一一一「1扇5
1二竃坐支竃0ユ眞j黙廉亘0-==[[]1[二l4p,jl4;
1会計事務他 1 151,20C
1 月報作成 1 21,60(

]

・1

;1

1 ゜:消耗品 : 48,00(
-計 一 i3.299,54( 1[

【
1

J5-まちづくりに関する
1普及・啓発
I゜

11

1 まちセン・ゼミ エ 102,25(
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-1-一一一一一一一一一゛
巳胛』嗅一一一一一一一一一一一一一一一-4--一乃禅
旨-{邑1墨l(rヒー--一一一一一一一一一一一一一』一一≦迷2sγ
1市民活動フ呈スティバル ー 8ラ 4.55{

1
″:
)

).

)1

)11 許 : 214,601
■6.その他“ - 1保険 ; 72,741)事巣所保険“
1( 計 “1Δ

口 i 4,610,91・ )1



衰式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

〈枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記入してください。
ただし、簡潔に分かりやすく記人してください。

困体の名称

析在地

[6i゛ナ) ミズモリダン

ミズモリ団

〒185-0002

国分寺市東元町1-16-8

1

没立年月日

会員の状況

平成24年4月1日

正会員数 24人・ 団体

(内国分寺市民 17人)
年会費

賛助会員数 K

団体
年会費

1, 000円

国分寺市における水に関係する調査と水の保全に関する活動を行
い、国分寺市の自然保全に寄与することを目的とする。

砂川用水維持管理事業:

砂川用水の常時通水を目指し、用水の維持管理を行う。

活動内容.活動実績1新田開発時の用水の遺構調査:
(既に協働による委託 用水路跡の確定のための資料収集と現地視察

事0等の実績がある1昭和30年以降の国分寺の水と生面の聞き取り調査:
場合には、委託事業l 長老からの聞き取り
名、委託契約先名、1散策路の開発:
委託時期を記入して 国分寺市内の水に接する散策路の開発とガイド
下さい。) 水車による水の啓蒙:

水車の設置と展示

活動目的

1 ホームページ

担当者連絡先

http://mizurnori. net/

1
氏名1 そ

1
゛
i
▼

1
輪尚～＾か嶋調粗へ瓢==:ア}ら懸-=4よ;艷I♂―=2}9劇.J亡=;i～―s?h

住所園
- L吻-ト
- - 11噌1-1Av智11t 一 一

電話
一

???初=-一」■Ⅲ
1

1

ー

丙図
ユ

ト1啼h崎峡-b b1■―― 鵬鴨1

11
Eメール―

一

I
1
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ミズモリ団 会則

S称及び事務所)

一条 この会は、ミズモリ団と称し、事務所は、国停寺市東元町I下目16番8号に置く。

コ的)

二条 ミズモリ団は、国分寺市における水に関係する調査と水の保全に関する活動を行い、国分寺ボの自然

保全に寄与することを目的とする。

8動)

三条 ミズモリ団は、前条の目的を達成するために、次の調査・保全活動を実施する。

(1)国分寺市の湧水に関する調査・啓蒙。

(2)国分寺市の用水に関する調査・啓蒙。

(3)国分寺市の湧水・用水の保全の研究・提言。

(4〉 国分寺市の緑を守り水の保全を行う。

員)

聾粂 ミズモリ団の団員は、次の2種類とする。

0)正規団員は、この会の目的に賛同し入団したものとする。

(2)賛助団員は、この会の実施する事業に個別に参加する団員とする。

会費)

五条 団員は、以下に定める会費を納人する。

(1)正規団員は L,000円の会費を納人し、事業活動で必要とする会費を負担することがある。

(2)賛助団員は 個別に参加するミズモリ団事業に必要とする会費を負担することがある

退会)

六条 団員は、退団届を提出し任意に退会することが出来る。

役員)

七条 ミズモリ団に次の役員を置く。役員は総会において選出する。

(1)団長 ・・ミズモリ団を代表し、その活動を総理する。

(2)補佐役・・団長を補佐し、団長がその役を実施できない時はその職務を代行する

(3)会計 ・・会の活動状況及び会計について監査を行う

(総会)

ゞ八条 ミズモリ団の総会は、正規会員を持って構成し、年1回開催する。ただし、必要がある時は臨時゛に開

催できるものとする。

2 総会の議事は、出席した正規会員の協議で行い、過半数を持って決する。

(事業年度)

S九条 毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

(委任)

落十条 この会則に定めのない事項は、総会の議決を経て、決定する。

付貝11 この会は平成24年4月1日から施行する。.
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簑式第4号(市民活動団体提案事業)

団体概要書

〈 枠の大きさは、字数制限を表すものではありません。枠を広げて必要な事項を記人してください。
ただし、簡潔に分かりやすく記入してください。

所在地

〒185-0022

国分寺ボ東元町3-8-8 第2八千代荘 tOt号室

没立年月日 2004年 4月

正会員数 16 人・ 団体

(内国分寺市民 14 人)

賛助会員数 L5 人

団体

l1地域で「共に生きる」ことを目標に、苦楽を互いに支え合う輪を広げ、

「やさしさ』 を育て、「生きがい」を見つけ、温かさにあふれたまちづくり
をすすめる。

2、営村を目的とせず、ひとりひとりの生活技術や技能を提供しながら、た

すけあいの精神を通しでやりがいのある仕事に育て上げ、まちに新しい息吹

を呼び起こし、心地よい「風」を送りこむことを目指す,

3、自らの生活を自分で決めていく自立の精神を大切にして、障害をもった

人、もたない人の区庫Ⅰなく関わりあって暮せるまちづくりに貢献する。

・2004年～現在まで、ACT自立援助サービス

活動内容“活動実績1・2007年～2009竿まで、委託事業「西恋ケ窪親子ひろば事業J
(既に協働による委託・RE励ffikこよ会安託1 ・2008隼～現在まで、委託事業「障害者等日中時間預かり」
事業等の実績がある

場合には、委託事業

名、委託契約先名、

委託時期を記入して

・2009年～2012年まで、協働事業「西恋ケ窪親子ひろば事業J

・2009隼～2011年まで、提案型協働事業

「障害児、隼齢枠を超えた子育て支援事業』

下さい。) ・2011年～現在まで、委託事業「育児支援ヘルパー事業」

「ひとり親家庭ホームへルプサービス事業J

1 ht tps : //si tes. goog1e. com/si te/9696kazaguruma 1

会員の状況 年会費 3000円

午会費 1口1000円

活動目的

t
1
r
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特定非営利活動法人ワーカーズ風ぐるま 定款

第1章 総則

第1拳(名称)

この法人は、特定非営利活動法人ワーカーズ風ぐるまという。

第2条(事務所)

この法人は、主たる事務所を東京都国分寺市に置く。

第3条(目的)

この法人は、M民によるたすけあいの理念に基づき、子どもからお年寄りまで生活の支援を必要とする
市民に対して、保育・家事・介肪・介護等の支援等の活軌を行い、地域福祉の増進と、誰もが主本的に
生活できるまちづくりに寄与することを目釣とする。

第4条(特定非営利活動の種類)

(1)保健、医療又は描祉の増進を図る活動

(2)子どもの健全育成を図る活動
(3)まちづくりの推進を図る活動

(4)社会教育の推進を図る活動

(5)職業能力の開発又は雇用機会の拡充を支援する后動

(6)前各号に掲げる活動を行う団体の運営又は活動に関する連絡、助言又は援助の活動

第5条(事業の種類)

この法人は、第3条の目的を達成するため、特定非営利活動に係る次の事業を行う。
(1)家事及び育児等、自立援助に係る事業

(2)一時預り、親子ひろば等、子育て支援に係る事業
(3)非常時の経済支援に係る事業

(4)障害者総合支援事業法に基づく事業

(5)地域福祉に係る人材養成を図る事業

(6)異世代交流事業

第2章 L\
ブて 員

第6条(種別)

この法人の会員は、次の2種とし、正会員をもって特定非営利活動促進法(以下「法」という。)上の社員
とする。

(1)正会員この法人の目的に賛同して人会した個人及び団体
(2)賛助会員この法人の巨的に賛同して賛助するために入会した個人及び団体

第7条(入会)

会員の人会については、特定の条件を定めない。
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i会員として人会しようとするものは、理事長が別に定める人会申込書により、理事長に申し込むものと
する。

;理事長は、前項の申し込みがあったときは、正当な理由がない限り、入会を認めなければならない。
,理事長は、第2項のものの入会を認めないときは、速やかに、理由を付した書画をもって本人にその
旨を通知しなければならない。

邦粂(入会金及び会費)

会員は、理事会において別に定める入会金及び会費を納人しなければならない。

製条(会貢の資格の喪失)

会員が次の各号の一に該当する場合には、その資格を喪夫する,
(1)退会届を提出したとき。

(2)本人が死亡し、若しくは夫そう宣言を受け、又は会員である団体が清滅したとき。
(3)継続してl年以上会費を滞納したとき。
(4〉 除.名されたとき。

第10条(退会)

会員は、理事長がz1{に定める退会届を理事長に提出しで、任意に退会することができる。

第11条(除名)

会員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議央により、これを除名することができる。
(1)この定款に違反したとき。

(2)この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反する行為をしたとき。
?前項の規定により会員を除名しようとする場合は、議決の前に当該会員に弁明の機会を与えなけれ
1よらナ詠\。 響

第3章 役 一

貝

第12条(種別及び定数)

この法人に次の役員を置く。

(1)理事3人以上7人以内

(2)監事1人以圭2人以内

2理事のうち、1人を理事長、1人以上2人以内を副理事長とする。

第13条(選任等)

理事及び監事は、総会において選任する。
2理事長及び副理事長は、理事の互選とする。

3役員のうちには、それぞれの役員について、その配偶者若しくは三親等以内の親族が1人を超えて含
まれ、又は当該役員並びにその配偶者及び三親等以内の親族が役員の総数の3分の1を超えて含ま
れることになってはならない。

4法第20条各号のいずれかに該当する者は、この法人の役員になることができない。
5監事は、理事又はこの法人の職員を兼ねてはならない。

第14条(職務〉

理事長は、この法人を代表し、その業務を総理する。
2副埋事長は、埋事長を補佐し、理事長に事故あるとき又は理事長が欠けたときは、理事長があらかじ
め指名した順序によって,、その職務を代行する。
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;理事は、理事会を構成し、この定款の定め及び総会又は理事会の議決に基づき、この法人の業務を
執行する。

Z監事は、次に掲げる職務を行う。
(1)理事の業務執行の状況を監査すること。
(2)この法人の財産の状況を監査すること。

(3)前2号の規定による監査の結果、この法人の業務又は財産に関し不正の行為又は法令若しくは
定款に違反する重大な事実があることを発見した場合には、これを総会又は所轄庁に報告する
こと。

(4)前号の報告をするための必要がある場合には、総会を招集すること。
(5)理事の業務執行の状況又はこの法人の財産の状況について、理事に意見を述べること。

第一5粂(任期等)

役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。

2補欠のため、又は増員に主り就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期の残存期
間とする。

3役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を行わなければなら
ない。

第16粂(欠買補充)

理事又は監事のうち、その定数の3分の1を超える者が欠けたときは、遅滞なくこれを補充しなければな
らない。

第17粂(解任)

役員が次の各号の一に該当する場合には、総会の議決により、これを解任することができる。
(1)心身の故障のため、職務の遂行に堪えないと認められるとき。
(2)職務上の義務違反その他役員としてふさわしくない行為があったとき。
2前項の規定により役員を解任しようとする場合は、議決の前に当該役員に弁明の機会を与えなければ
1よ(ゞ詠x.

第18条(報酬等〉

役員は、その総数の3分のl以下の範匣内で報顕を受けることができる。
2役員には、その職務を執行するために要した費用を弁償することができる。
3前2項に関し必要な事項は、総会の議決を経て、理事長が別に定める。

第4章 Δ
ズて 議

第19条(種別)

この法人の会議は、総会及び理事会の2種類とする。
2総会は、通常総会及び臨時総会とする。

第20条(総会の構成)

総会は、正会員をもって構成する。

第21条(総会の権能〉

総会は、以下の事項について議決する。
(1)定款の変更

(2)解散及び合併

-232-



;3)

(4)

;5)

;6)

(7)

(8)

19)

会員の除名

事業計阿及び収支予算並びにその変更
事業報告及び収支決算
役員の選任及び解任

役員の職務及び報酬

解散における残余財産の帰属
その他運営に関する重要事項

穿22条(総会の開催)

通常総会4ま、毎年1回開催する。

2臨時総会は、次に掲げる場合に開催する。

(1)理事会が必要と認め、招葉の請求をしたとき。

(2)正会員総数の5分のl以上から会議の目的を記載した書面により、招集の請求があったとき,
〔3)監事が第14条第4項第4号の規定に基づいて、招集するとき。

第23条(総会の招集)

総会は、前条第2項第3号の場合を除いて、理事長が招集する。
2理事長は、前条第2項第1号及び第2号の規定による請求があったときは、その日から30日以内に臨
時総会を招集しなければならない。

総会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書面又は電磁的方法2こよ
り、開催日の少なくとも5日前亥でに通知しなければならない。

3

第24条 (総会の議長〉

?総会の議長は、その総会に出席した正会員の中から選出する。

第25条(総会の定足数)

総会は、正会員総数の2分の1以上の出席がなければ開会することができない。

第26条(総会の議決)

総会における議決事項は、第23条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。
2総会の議事は、この定款に規定するもののほか、出席した正会員の過半数をもって決し、可否同数の
ときは、議長の決するところによる。

第27条(総会での表決権等)

各正会員の表決権は、平等なものとする。

2やむを得ない理由により総会に出席できない正会員は、あらかじめ通知された事項について書面もし
くは電磁的方法をもって表決し、又は他の正会員を代理人として表決を委任することができる。
前項の規定により表決した正会員は、前2条及び次条第1項の適用については、総会に出席したもの
とみなす。

4.総会の議決について、特別の利害関係を有する正会員は、その議事の議決に加わることができない。

3

第28条(総会の議事録)

総会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
(1)日時及び場所

(2)正会員総数及び出席者数(書面もしくは電磁的方法による表決者又は表決委任者がある場合にあ
っては、その数を付記すること。)

(3)審議事項
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4)議事の経過の概要及び議決の結果
5)議事録署名人の選任に関する事項

:議事録には、議長及び総会において選任きれた議事録署名人2人が、記名押印又は署名しなければ
ナ1ミらナざ1,\、

詑9条(理事会の構成)

理事会は、理事をもって構成する。

粕O条(理事会の権脂)

理事会は、この定款に定める事項のほか、次の事項を議決する。
(1)総会に付議すべき事頃

(2)総会の議夾した事項の執行に関する事頃
(3〉 その他総会の議決を要しない業務の執行に関する事項″

第31条(理事会の開催)

理事会は、次に掲げる場合に問催する。
(1)理事長b辷2・要と認めたとき。

(2)理事総数の2分の1以上から理事会の目的である事項を記載した書面により招集の講求があったと
ぎ,

第32条(理事会の招集)

埋事会は、理事長が招集する。

2理事長は、前条第2号の規定による請求があったときは、その日から14巳以内に理事会を招集しなけ
ればならない。

3理事会を招集するときは、会議の日時、場所、目的及び審議事項を記載した書函又は電磁的方法に
より、開催日の少なくとも5日前までに通知しなければならない。

第33条(理事会の議長)

理事会の議長は、理事長がこれにあたる。

第34条(理事会の議決)

理事会における議決事項は、第32条第3項の規定によってあらかじめ通知した事項とする。
2理事会の議事は、理事の総数の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。

第35条(理事会での表決権等)

各理事の表決権は、平等なものとする。

2やむを得ない理由のため理事会に出席できない理事は、あらかじめ通知された事項について書面又
は電磁的方法をもって表決することができる。

3前項の規定により表決した理事は、前条及び次条第1項の適用については、理事会に出席したものと
みなキ。

4理事会の議決について、特別の利害関係を有する理事は、その議事の議決に加わることができない。

第36条(理事会の議事録)

理事会の議事については、次の事項を記載した議事録を作成しなければならない。
(1)日時及び場所

(2)理事総数、出席者数及び出席者氏名(書面表決者にあっては、その旨を付記すること。)
(3)審議事項

(4)議事の経過の概要及び議決の結果
(5)議事録署名人の選任に関する事項
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2一議事録には、議長及びその会議において選任された議事録署名人2人が記名押印又は署名しなけ
ればならない。

第5章 資産

x37条(構成)

ニの法人の資産は、次の各号に掲げるものをもって構成する。
(1)設立当初の財産目録に記載された資産
(2〉 入会金及び会費

(3)寄付金品

(4)財産から生じる収人

(5)事業に伴う収入

(6)その他の収入

第38条(区分)

この法人の資産は、詩定非営利活動に係る事業に関する資産の1種とする。

第39条(管理)

この法人の資産は、理事長が管理し、その方法シよ、理事会の議決を経て、理事長が別に定める。

第6章.会計

第40条(会計の原則)

この法人の会計は、法第27条各号に掲げる原則に従って行わなければならない。

第41条(会計の区分)

この法人の会計は、特定非営利活動に係る事業会計の1種とする。

第42条(事業年度)

この法人の事業年度は、毎年4月1日に始まり、翌年3月31日に終わる。

第43条(事業計画及び予算)

この法人の事業計箇及びこれに伴う収支予算は、毎事業年度ごとに理事長が作成し、総会の議決を経
なければならない。

第44条(暫定予算)

前条の規定にかがわらず、やむを得ない理由により予算が成立しないときは、理事長は、理事会の議
決を経て、予算成立の日まで前事業年度の予算に準じ収入支出することができる。
2前項の収人支出は、新たに成立した予算の収入支出とみなす。

第45条(予備費)

予算超過又は予算外の支出に充てるため、予算中に予備費を設けることができる。
2予備費を使用するときは、理事会の議決を経なければならない。
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第z6条(予算の追加及び変更)

ト算成立後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予算の追加又は変更をする
二とができる。

第l7条(事業報告及び決算)

コの法人の事業報告書、財産目録、貸借対照表及び収支計算書等の決算にMする書類は、毎事業年
度終了後、速やかに、理事長が作成し、監事の監査を受け、、総会の議決を経なければならない。
2決算上剰余金を生じたときは、次事業年度に繰り越すものとする。

第48粂(臨機の措置)

fXをもって定めるもののほか、借入金の借入れその他新たな義務の負担をし、又は権利の放棄をし
ようとするときは、理事会の議決を経なければならない。

第7章 定款の変更、解散及び合併

第49粂(定款の変更)

ニの法人が定款を変更しようとするときは、総会に出席した正会貢の4分の3以上の多数による議決を経、
かつ、法第25条第3項に規定する軽微な事項を除いて所轄庁の認証を得なければならない。

第50条(解散)

この法人は、次に掲げる事由により解散する。
(1)総会の央議

(2)目的とする待定非営利活動に係る事業の成功の不能
(3)正会員の欠亡

(4)合併

(5)破産手続き開始の決定

(6)所轄庁による設立の認証の取り消し

2前項第1号の事虫によりこの法人が鮮散するときは、正会員総数の4分の3以上の議決を経なければ
ナ書メ≧、ナSき1\、

3第1項第2号の事由により解散するときは、所轄庁の認定を得なければならない。

第51条(残余財産の帰属)

この法人が、解散(合併又は破産手続き開始の決定による解散を除く。)したときに残存する財産は、法
第11条第3項に掲げる者のうち、総会において議決した者に譲渡するものとする。

第52条(合併)

この法人が合併しようとするときは、総会において正会員総数の4分の3以上の議決を経、かっ、所轄庁
の認証を得なければならない。

第8章 公告の方法

第53条(公告の方法)

この法人の公告は、この法人の掲示場に掲示するとともに、官報に掲載して行う。
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第9章 事務局

芽54条(事務局の設置)

この法人に、この法人の事務を処理するため、事務局を設置する。
≧事務所には、事務局長及び必要な職員を置く。

芽55条(職員の任免)

事務局長及び職員の任免は、理事長が行う。

穿56条(組織及び運営)

事務局の組織及び運営に関し必要な事項{ま、理事会の議失を経て、理事長が別に定める。

第10章 雑則

第57条(細則)

ニの定款の施行について必要な細則は、理事会の議央を経て、理事長がこれを定める。

附則

1この定款は、この法人の成立の日から施行する。
2この法人の設立当初の役員は、次のとおりとする。

理事長 織田 由美子

副理事長 . 谷口 ひとみ
.副理事長 伊東多奈美
理事 野邊貞子

理事 戸塚由利

監事 加瀬 よりえ

監事 木坂 桂子

3この法人の設立当初の役員の任期は、第15条第1項の規定にかがわらず、この法人成立の日から平
成24年5月31日までとする。

4この法人の設立当初の事業年度は、第42条の規定にかがわらず、この法人の成立の日から平成24
年3月31日までとする。

5この法人の設立当初の事業計画及び収支予算は、第43条の規定にかがわらず、設立総会の定める
ところによる。

6この法人の設立当初の入会金及び会費は、第8条の規定にかかわらず、次に掲げる額とする。
(1)人会金 正会員 (個人・団体) 3,000円

賛助会員(個人・団体) 0円
(2)年会費 正会員 (個人・団体) 3,000円

賛助会員(個人・団体) 1口l,000円 (1口以上)
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提案型協働事業とは

目的

①市民主権を基本とする自治(市民自治)を実現するために,市民等との協働を推進する。

②市民視点を活かした公共サービスの提供と,市民によるまちづくりを推進する。

制度

市民活動団体が自らの持つノウハウや市民発想による事業を市に企画提案し,「国分寺市協働

事業審査舎」による審査・選考を経て,市が採択した事業を提案団体に委託して市と協働で実

施する。

募集について

・↓事業実施期間:平成28年4月1日以降から平成29年3月31日

↓応募条件:1団体につき1事業まで

↓応募資格:

以下の「1.または2.」,かつ下記「A～F」に該当する団体です。

1.特定非営利活動促進法(平成10年法律第7号)に基づき設立された法人であり,かつ2.

に掲げる(2)及び(3)に該当する団体であること。

2.国分寺市内に活動拠点又は連絡揚所があり,次のいずれにも該当する市民活動団体であるこ

と。

(1)代表者を含み3人以上の役員を置き,かつ,構成員に5人以上の、国分寺市民がいること。

(2)1年以上維続した活動を行っていること。

(3)団体の運営に関する会則,規約に基づき運営され,予算・決算を適正に行っていること。

(4)前年度の決算書,活動報告書,直近年度の予算書,活動計画書があること。

※国分寺市民とは市内に住む者,市内で働く者,学ぶ者,若しくは公益的な活動を行う個

人をいいます。

A:暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律(平成3年法律第π号)第2条に掲げ

る暴力団又は国分寺市暴力団排除条例(平成24年条例第21号)第2条に掲げる暴力団

員等及びそれらの利益となる活動を行う団体でないこと。

B:第三者に損害を与えた場台に,個人情報に関わる部分も含め,補償等に対応できる保険に加

人できること。

C:法人の揚台は最新の営業年度の法人税,法人市民税,法人事業税,消費税及び地方消費税を

滞納していないこと。団体の揚合は,代表者の最新の所得税,市民税を滞納していないこ

と。

D:宗教の教義の布教等を主たる目的としないこと。

E:政治上の主義を推進し,支持し,又はこれに反することを主たる目的としないこと。

F:特定の公職(公職選挙法(昭和25年法律第100号)第3条(公職の定義)に規定する公

職をいう。)の候補者若しくは公職にある者又は政党を推薦し,支持し,又はこれに反する

ことを目的としないこと。
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・↓提案対象となる事業:

以下の要件をすべて満たしている事業が提案の対象です。

国分寺市内で実施される事業。

市民サービスの向上や地域課題を解決する事業で,かつ市の計画等に適台していること。

市民活動団体の先駆性,専門性,柔軟性等を活かした事業。

予算の見積もり等が適正であり,提案した市民活動団体が実施可能な事業。

ッ単年度で完了する事業であること。

※ただし,提案団体が過去に実施した,あるいは提案時点で実施している提案型協働事業

で,事業の継続性又は発展性が認められる事業については事業実施初年度から数えて3

回(年)まで事業を実施することができます(1年ごとに提案し,審査を受け採択され

る必要があります)。

既存事業(市が提案年度に実施している事業)の提案については事前に協働コミュニティ

課に連絡のうえ,事業担当課と協議すること。また,提案年度の事業予算を超えないこと。

1
 
2
 
3
 
4
 
5

6

ただし,次のいずれかに該当する事業は対象外です。

(1)営利を目的としたもの

(2)特定の個人や団体が利益を受けるもの

(3)宗教,政治,選挙活動に係るもの

(4)実施が伴わないもの

(5)国,地方公共団体及びその他の団体から,助成を受けているもの

(6)公序良俗に反するもの

(7)提案時点で既に協働事業で実施されている事業

※過去に実施した

ださい。

の例を9ページに掲載してありますので
＾l―評レL

゛1ここ覧

共同提案について

複数の市民活動団体がそれそれの専門分野を組み合わせた事業を提案する場台は「共同提案」

として事業提案を行うことができます。

協定書や契約の締結,委託金の授受等については責任の所在を明確にするため,代表団体を選

出し,「共同提案団体協定書兼委任状」を提出していただきます。

共同提案団体を構成するすべての団体は「応募資格」の要件に該当する必要があります。

※共同提案団体の代表団体は,別途単独で事業を提案することはできません。また,2つ以上

の代表団体を兼任することはできません。
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応募について

L提出期間:平成27年7月1日(水)から7月31日(金) ※土日祝を除く。

↓受付時間:午前9時から午後5時(正午から午後1時を除く)まで。

↓提出揚所:市民生活部協働コミュニティ課(国分寺市本町4-1-9本町クリスタルビル4階)

へご連絡のうえ直接持参。なお,受付時に提出書類一式を確認した上で受付いた

します。書類の不足や不備がある 仝ヤh1只q4甘日R日プ;2呂ギ洋七巨仝 -台や提出期限を過ぎた揚合.旨揚合,一切受付はいた

しまぜん。期限厳守でお願いし
也もj―

↓提出書類:

1 提案書(様式第1号)

2 企画書(様式第2号)

3 収支予算書(様式第3号)

4 団体概要書(様式第4号)

5 定款または規約

6 会員名簿(役員3人,市民5人以上が確認できるもの,確認のみで書類は返却します)

7 平成27年度予算関係書類及び平成26年度決算関係書類(団体全体のもの)

8 平成27年度法人市民税納税証明書(コピーで可,納税義務のない団体は不要)

9 その他市長が必要と認めるもの

10共同提案団体協定書兼委任状(共同提案団体で申込を行う揚台のみ)

なお,団体の活動がわかるパンフレットやチラシなども提出して下さい。

また,提案書等の様式データは市ホームページ(h甘p:/ / www.city.kokubun ji.tokyo.jp)に掲載

されていますので,ダウンロードして作成してください。

※共同提案団体が提案を行う場台,上記4～9の書類をすべての構成団体分作成し,提出してく

ださい。

↓事前相談:平成27年7月24日(金)までに提出書類(様式第1号～4号)をご記入いた

だき,事前{こ協働コミュニティ課へご連絡のうえ,お起こしください

※事前相談は,なるべく行うようにしてください。

ヒ

事業経費・積算基準について

協働事業の事業経費については,積算基準を用いて過不足のないように積算をして下さい。な

お,事業予算を超えた場合,超過分の費用は団体負担となります。なお,提案金額は最大で200

万円(既存事業の提案を除く)です。

↓諸経費(間接経費):

諸経費(間接経費)とは事業の遂行に間接的に必要となる費用のことで,事業実施にかがる直

接経費の10パーセント以内で計上できます。

団体内の打台せや担当課との協議,事業完了後の事業評価,会員の給与事務等に関する人件費

や事務所の光熱水費等は間接経費に該当します。

↓委託金の返還:

当該年度の事業終了時,委託金に余剰金が生じた揚台には戻人の手続きをして市に返還をして

いただきます。なお,諸経費は直接経費の実績頷に対する割台(最大で10%)で精算します。
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積算基準

【人件費】

人件費の時給単価については、その目安を下表A～Dの業務内容に応じて示します。

なお、「専門性を有する業務」の時給単価については市の単価表又はハローワークの賃金情報

等の参考に積算してください。

【費目例】

事業に必要な経費の費目例を下表に示します。参考にして過不足のないように積算をしてく

ださい。なお、報償費(謝礼)は市の基準を目安にしてください。
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分類 業務内容 時絽単価

△ 一般事務的な業務 910円

B 専門性を有する業務
市の職種別賃金単価表やハローワークの
賃金情報等の客観的根拠を要する

C
企画立案・業務遂行を
責任をもって実施する業務 1,200円

D 意志決定、最高責任者 2,500円

項目 内容

人件費 事業実施に係る人件費

報償費
講師等謝社

(時間単価)

大学教授,官公庁部長級,民間

企業最高管理層,著名民間専門

家,弁護士,医師,公認会計士
13,000円以内

大学准教授,短期大学教授,高

専教授,高校校長,官公庁課長

級,民間企業上級管理層,民間

専門家,不動産鑑定士,弁理士

11,500円以内

大学講師,短期大学准教授,講

師等,高専助教授,高校教頭,

官公庁課長補佐級,民間企業課

長級,税理士

10,○○○円以内

大学助手,短期大学助手,高専

講師,助手
9,000円以内

印刷製本費
チラシ・資料・報告害なとの印刷費等(インク,用紙代等を念

む)

消耗品費 事務用品,文房具,活動材料費等

保険料 傷害保険、損害賠償保険、個人情報漏えい賠償保険等

諸経費

(間接経費)

協働事業実施に間接的に必要となる経費

(直接事業費)×10% 以内



審査・選考について

審査・選考は,「国分寺市協働事業審査会」(識見者3名,市部長職3名の6名で構成)が行いま

す。第一次審査は書類審査,第二次審査(第一次審査通過団体のみ)はプレゼンテーション審査

で,審査基準に基づいて審査を行います。

↓第一次審査(書類審査)

審査宗が,下表の審査項目を判断基準に照らして提案書類の審査を行います。

第一次審査基準

台格点は以下のとおりです。

[(合格点)≧(委員人数)×(審査7頂亘)Xズイ点這

審査舎委員が各審査項目において,下記1～6点で評価します。

-5-

審査項目

1 事業の目的
市民や地t或の二-ズ,社会問題や地域課題等を踏まえたものである

か。また,市が関わる必要性が認められるか。

2 独劇性・先駆性
提案は独劃的でかつ先駆性があり,今後の協働事業のモデルとなり

得るか。

3 実現可能性
実施体制,実施方法やスケジュールが具体的かつ8理的で,実現可

能性は高いか。

4 役割分担 団体と市との役割分担は明確かつ妥当か。

5 協働による効果
協働することで質の高いサービスが提供でき,また,相乗効果・波

及効果が期待できるか。

6 費用の妥当性 提案内容を実現するための妥当な経費見積りとなっているか。

7 事業遂行能力

団体には事業遂行上の問題を解決していくための専門性及び経験が

十分にあり,また市と一緒に事業を検討し練り上げていく能力がある

と認められるか。

判断基準

6点 評価できる

5点 やや評価できる

4点 とちらかといえば評価できる

3点 どちらかといえば評価できない

2点 あまり評価できない

1点 評価できない



↓第二次審査(プレゼンテーション審査)

一次審査で合格点を獲得した提案を対象に行い

提案団体には担当課同席のもと,事業内容について協働事業審査会に説明(プレゼンテーショ

ン)を行っていただきます。その後,提案した市民活動団体と担当課に対して協働事業審査会委

員が質疑を行います。

プレゼンテーション・質疑(回答時間を含む)は各10分で行います。

第二次審査基準

台格点は以下のとおりです。

(合格点)≧(委員人数)×(審査7項 )X(3点)

審査会委員が各審査項目において,下記1～4点で評価します。

-

一
一ー

-

- -

フ
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審査項目

1 事業の目的
市民や地域の二-ズ,社衾問題や地域課題等を踏まえたものである

か。また,市が関わる必要性が認められるか。

2 独劃性・先駆性
提案は独劃的でかつ先駆性があり,今後の協働事業のモデルとなり

得るか。

3 実現可能性
実施体制,実施方法やスケジュールが具体的かつ台理的で,実現可

能性は高いか。

4 役割分担 団体と市との役割分担は明確かつ妥当か。

5 協働による効果
協働することで質の高いサービスが提供でき,また,相乗効果・波

及効果が期待できるか。

6 費用の妥当性 提案内容を実現するための妥当な経費見積りとなっているか。

7 事業遂行能力
団体には事業遂行上の問題を解決していくための専門性及び経験

が十分にあり,また市と一緒に事業を検討し練り上げていく能力があ

ると認められるか。

判断基準

4点 評価できる

3点 とちらかといえば評価できる

2点 とちらかといえば評価できない

1点 あまり評価できない



応募数・審査結果状況について

平成19年度から平成26年度の応募数と審査結果状況をまとめました。

※平成23年度・24年度は募集を休止

10
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提案の採択について

第二次審査に台格した提案のうち,提案型協働事業全予算200万円の範囲内で高得点順に採択

します。 」

※ただし,既存事業に対する提案はこの限りではありません。

※事業提案頷が高額の揚台,得点順位が高くても不採択となり,提案額が少額の下位の提案が

採択となる揚台があります。

※採択された事業の事業費は,翌年度の市の予算が議会で可決された後,決定となります。

提案事業の公表について

選考過程における公正性や透明性を確保するため,個人情報等には配慮のうえ(事務所の所在

地,代表者氏名は公表します),提案された協働事業の概要や団体名を市ホームページで公表しま

す。

また,第二次審査の開催時には,提案書類を来揚者に資料として配市します。
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応募から事業報告・評価までの流れについて
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スケジュール(予定) 内容

平成27年7月1日～

7月31日
募集期間

平成27年8月上旬

担当課の割振り
提出いただいた提案書をもとに「コミュニティ施策推進基本方針等検討

委員会」にて担当課を決定する。

平成27年8月中旬

～9月中旬

担当課との調整衾議
提案団体と担当課で,事業内容や実施スケジュール等について調整し,

実現性を高める。

平成27年9月中旬

提案書の再提出

担当課との調整を受けて,事業内容の見直しや修正が必要な揚台は,提

案書の再提出を受け付ける。

平成27年10月16日

第一次審査(書類審査)
「国分寺市協働事業審査介」において,提出いただいた提案書の審査を

行う。

平成27年11月

第二次゛審査(公開プレゼンテーション審査)
第一次審査で台格となった事業のみ行います。

「国分寺協働事業審査会」において,①提案団体によるプレゼンテーシ

ョン②審査委員による質疑を行う。

平成27年12月
予算編成

採択された事業の事業費は,担当課において翌年度の予算に計上する。

平成27年3月中旬
市議会で可決

採択された事業の事業費は,3月市議宗にて予算案可決後,決定される。

平成27年3月下旬

協定・契約の締結

事業内容や実施スケジュール等,提案団体及び担当課で最終確認及び確

定をする。

平成28年4月 事業の実施

平成29年4月
事業報告書等提出
協働事業終了後,実施報告書等を作成し,担当課へ提出する。

平成29年5月

事業の評価(公開プレゼンテーション)
「国分寺市協事業審査会」において,①提案団体によるプレゼンテーシ

ョン②審査委員による質疑を行う。



これまでに実施した提案型協働事業(参考例)
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実施年度 事業名 団体名 担当課 事業概要

20年度

わかりやすい

市政FAQづく

り事業

市民テーブル

こくぶんじ
総台情報課

提案当時の市ホームページに掲載して

いた「窓口Q&AJを全般的に見直しす

るとともに,庁内ヒアリングを行い,市

民から問い合わせのあった項目を整理

分析し,FAQを作成する。1,000項目

を目標とし,市民にとってわかりやすい

文章表現を追求する。

22年度

「生ごみ減

量・たい肥化が

市民の常識と

なる国分寺市

を目指して」事

業

5303の舎 ごみ対策課

平成20年度,21年度に提案型協働事

業として実施した生ごみたい肥化装置

の精査及び董及広報の事業成果を活か

し,引き続き菖及広報活動を行うほか,

生ごみたい肥化装置の試用者を募り,ア

ンケート・間き取り調査(念農業者)を

実施する。

23年度

木造住宅耐震

診断士による

地域耐震講習

舎事業

NPO法人

くらしの安

全・安心サポ

ータ一

都市計画課

平成21年度,22年度の提案型協働事

業で養成した木造住宅耐震診断士を,市

民にとって身近な存在とするため,地1或

の診断士とじて地域の状況に即した地

域耐震講習衾の開催等を行う。

26年度

本とつなぐ人

とまち一国分

寺ブックタウ

ン事業

西国図書室
協働コミュニ

ティ課

「市民による持ちより図書室」を市内に

点在さぜ,本を通じた市民の顔の見える

関係を構築することにより,地域コミュ

ニティを醸成することを目的とする。

図書室の活用方法等を検討するワーク

ショップ,図書室を中心としたまち歩き

等のイベントを実施じ,図書室のP8等

に取り組む。

26年度
ママインター

ン事業

NPO法人

A「「owA「「O

W

文化と人権課

結婚・妊娠・出産等を機に離職したが鋤

きたいと思っている女性が,再就職に対

して不安を抱えている課題に対し,家

事・青児と仕事の両立の具体的イメージ

をつかみ,キャリアに対する肯定感を高

め,再就職までのステップを具体化する

ことで,再就職への行動を起こぜる女性

を増やすことを目的とする。具体的な取

組みとして,キャリア講座,実践型ワー

クショップ,就業体験等を実施する。



問い合せ・連絡先

国分寺市市民生活部協働コミュニティ課

〒185-0012 東京都国分寺市本町4-1-9本町クリスタルビル4階

TEL:042-325-1991 FAX:042-208-3637

E-maiI:community@ci ty.kokubunji.tokyo.jp
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